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役職員
医学部附属病院長 藤田 次郎

グローバル教育支援機構副機構長 狩俣 繁久

熱帯生物圏研究センター長 酒井 一彦

広報室 
広報室長（併任） 川 村 篤

 

基金室 
基金室長（併任） 湧 川 均

 

監査室 
監査室長 棚原 淳治

 

大学本部 
総合企画戦略部長 新田 早苗

経営戦略課長 金 城 徹

研究推進課長 山 田 学

地域連携推進課長 金城 邦夫

国際連携推進課長 鈴 木 直

総務部長代理 川 村 篤

総務課長 湧 川 均

人事課長 今村 文昭

財務部長 藤 田 常

財務企画課長 田 上 洋

経理課長 照 屋 智

学生部長 尾原 敏則

教育支援課長 川満 好友

学生支援課長 中山 孝一

入試課長 棈松 恒久

国際教育課長 上原 比呂美

施設運営部長 西村 幸一

施設企画課長 長野 繁美

計画整備課長 田鍋 和仁

環境整備課長 今村 利光

上原地区キャンパス移転推進室長 中村 拓郎

本部付課長（広報担当） 砂川 善則

 

学長・理事・副学長・監事 
学長 大 城 肇

理事・副学長 総務・財務・施設担当 ・事務局長 福治 友英
･

理事・副学長（研究・企画戦略担当） 西 田 睦

理事・副学長（教育・学生支援・法務担当） 渡名喜 庸安

理事・副学長 地域連携･地域医療･キャンパス移転担当） 須加原 一博

理事・副学長（国際戦略・広報戦略・ダイバーシティ推進担当） 花城 梨枝子

副学長（自己点検・評価・ＩＲ担当） 川本 康博

副学長（産学官連携担当） 屋 宏 典

監事 嘉目 克彦

監事（非常勤） 小池 真由美

 

学長補佐 
学長補佐（研究担当） 本 村 真

学長補佐（教育担当） 石川 隆士

学長補佐（法務担当） 宮 尾 徹

学長補佐（広報・基金担当） 小西 照子

 

経営協議会 
学長 大 城 肇

株式会社琉球銀行 代表取締役会長 金城 棟啓

沖縄県中小企業家同友会 代表理事 新城 恵子

当山法律事務所 所長 当山 尚幸

筑波大学 大学執行役員 德 永 保

沖縄県 副知事 富川 盛武

鈴鹿医療科学大学 学長 豊田 長康

ハワイ大学 教授 ﾛﾊﾞｰﾄ･ ･ﾋｭｰｲ

バークレイズ証券株式会社 顧問 益戸 正樹

理事・副学長 総務・財務・施設担当 ・事務局長 福治 友英
･

理事・副学長（研究・企画戦略担当） 西 田 睦

理事・副学長（教育・学生支援・法務担当） 渡名喜 庸安

理事・副学長 地域連携･地域医療･キャンパス移転担当） 須加原 一博

理事・副学長（国際戦略・広報戦略・ダイバーシティ推進担当） 花城 梨枝子

 

医学研究科 教授 村山 貞之

 

顧問 
沖縄銀行相談役 安里 昌利

ダイキン工業株式会社取締役会長 井上 礼之

東京大学名誉教授 小池 勲夫

日本立地センター理事長 鈴木 孝男

京都高度技術研究所理事長 西本 清一

理化学研究所理事長 松 本 紘

科学技術振興機構特別顧問 吉川 弘之

 

教育研究評議会 
学長 大 城 肇

理事・副学長 総務・財務・施設担当 ・事務局長 福治 友英
･

理事・副学長（研究・企画戦略担当） 西 田 睦

理事・副学長（教育・学生支援・法務担当） 渡名喜 庸安

理事・副学長 地域連携･地域医療･キャンパス移転担当） 須加原 一博

理事・副学長（国際戦略・広報戦略・ダイバーシティ推進担当） 花城 梨枝子

法文学部長 浜崎 盛康

法文学部教授 石原 昌英

観光産業科学部長 下地 芳郎

観光産業科学部教授 牛 窪 潔

教育学部長 小田切 忠人

教育学部教授 高良 倉成

理学部長 山崎 秀雄

理学部教授 古川 雅英

医学部長 石 田 肇

医学部教授 筒井 正人

工学部長 有住 康則

工学部教授 和田 知久

農学部長 井上 章二

農学部教授 和田 浩二

保健学研究科長 福島 卓也

法務研究科長 清水 一成

附属図書館長 仲座 栄三
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学部・大学院 
法文学部長・人文社会科学研究科長 浜崎 盛康

観光産業学部長・観光科学研究科長 下地 芳郎

法務研究科長 清水 一成

法文学部・観光産業科学部事務長 島 袋 健

教育学部長・教育学研究科長 小田切 忠人
・

教育学部事務長 許田 正勝

理学部長・理工学研究科長 山崎 秀雄

理学部事務長 兼久 和也

医学部長・医学研究科長 石 田 肇
・

保健学研究科長 福島 卓也

医学部事務部長 熊谷 圭司

医学部総務課長 金城 邦光

医学部経営企画課長 鉢嶺 元安

医学部経営管理課長 城間 弘充

医学部医療支援課長 金城 不二子

医学部学務課長 玉 山 浩

工学部長 有住 康則

工学部事務長 多和田 眞利

農学部長・農学研究科長 井上 章二
・

農学部事務長 平良 喜彦

 

附属図書館 
附属図書館長 仲座 栄三

医学部分館長 平 井 到

事務部長 山本 和雄

情報管理課長 渡名喜 一夫

情報サービス課長 岡田 高志

 

保健管理センター 
保健管理センター長 大屋 祐輔

 

・

附属学校・附属教育研究施設 
教育学部附属小学校長 辻 雄 二

教育学部附属中学校長 道田 泰司

教育学部附属教育実践総合センター長 福田 英昭

教育学部附属発達支援教育実践センター長 緒方 茂樹

医学部附属病院長 藤田 次郎

医学部附属実験実習機器センター長 筒井 正人

医学部附属動物実験施設長 高山 千利

工学部附属工作工場長 真壁 朝敏

農学部附属亜熱帯フィールド科学教育研究センター長 芝 正 己

 

共同利用・共同研究拠点 
熱帯生物圏研究センター長 酒井 一彦

 

学内共同教育研究施設 
研究基盤センター長 中村 宗一

総合情報処理センター長 千住 智信

博物館（風樹館）長 田 場 聡

 

大学附属の研究施設 
熱帯生物圏研究センター長 酒井 一彦

国際沖縄研究所長 藤田 陽子

島嶼防災研究センター長 藍壇 オメル

 

大学運営推進組織 
グローバル教育支援機構長 渡名喜 庸安

研究推進機構長 西 田 睦

地域連携推進機構長 須加原 一博

亜熱帯島嶼科学超域研究推進機構長 竹村 明洋

ダイバーシティ推進本部長 花城 梨枝子

大学評価 マネジメントセンター長 川本 康博

ハラスメント相談支援センター長 吉﨑 敦憲

 

琉球大学後援財団 
理事長 金城 棟啓

理事 小禄 邦男

理事 安里 昌利

理事 呉屋 守將

理事 嘉手苅 義男

理事 上地 英由

理事 比嘉 正輝

理事 島袋 清人

理事 安里 哲好

理事 大 城 肇

理事 花城 梨枝子

理事 大濵 善秀

監事 中山 恭子

監事 新田 恭子

 

琉球大学同窓会 
会長 幸喜 徳子

副会長 儀保 博信

副会長 照屋 寛八

副会長 石川 清勇

副会長 上原 正信

副会長 増田 昌人

事務局長 山里 将順
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沿革概要

昭和 年 月

・連合軍最高司令部の琉球局長ジョン･ ･ウェッカリング准
将は米国琉球軍政本部教育部長アーサー・ ・ミード博士、
沖縄民政府文教部長山城篤男氏と共に首里城趾等を視察
し、前教育部長スチュアート中佐の計画に基づき、ここに
大学を設立することになった。

昭和 年 月 日 ・本館及び普通教室（木造） 棟並びに図書館の建設が着工
され、昭和 年 月 日落成。

昭和 年 月 日

・本学が、英語学部、教育学部、社会科学部、理学部、農学
部及び応用学芸学部の 学部、 ・ 年次あわせて 人
の学生、 人の職員で開学し、同日、第 回入学式を挙
行。

月 日 ・琉球情報教育委員会（軍政府指令第 号）を設置。
同委員会は琉球大学理事会としての機能も果たした。

昭和 年 月 日
・琉球大学に関する基本法（琉球列島米国民政府令第 号）
を制定。同基本法により琉球情報教育委員会は琉球大学理
事会となった。

月 日 ・開学記念式典を挙行。

月 日
・工業試験場が民政府から琉球大学に移管され、琉球大学那
覇工業指導所（エクステーションセンター）と改称し、工
業技術員養成課程（ 年）を設置。

月 日 ・副会長制がしかれた（昭和 年 月 日廃止）。

月 日 ・林学部を設置。

月 日
・米軍教育審議会及び陸軍省の教育計画により、本学にミシ
ガン州立大学教授団が派遣され、教育行政及び研究活動等
に協力することになった。

昭和 年 月 日

・琉球教育法（布令第 号）が制定され、布令第 号は廃
止された。布令第 号によって設立された琉球大学の法
人組織は琉球教育法中「第 章琉球大学」の規定によっ
て存続されることになった。

月 日

・新学則により、英語学部は語学部、応用学芸学部は商学部
と家政学部に分離改組し、 学部、 学科（農学畜産学
科、林学科、家政学科、国語学科、英語学科、教育学科、
数学科、物理学科、化学科、生物学科、政治学及法学科、
社会学及経済学科、史学及地理学科、商学科）、 課程（初
等学校教員養成、中等学校教員養成）に編成。

月 日 ・琉球大学大島分校を設置（昭和 年 月 日奄美大島
の本土復帰により廃校）。

昭和 年 月 日 ・琉球大学第 回卒業式並びに修了式を挙行（卒業生 人、
修了生 人）。

月 日 ・工業技術員養成課程が実用工業科に改称。

月 日 ・文部省の援助により本土諸大学からの講師招聘を開始。

昭和 年 月 日

・新学則により、 学部（文理学部、教育学部、農家政学部）
学科（国文学科、英文学科、史学及地理学科、政治学及

法学科、社会学及経済学科、数学科、物理学科、化学科、
生物学科、美術工芸科、商学科、初等教育科、中等教育科、
教育学科、農学科、畜産学科、林学科、家政学科、実用工
学科）に統合編成。

月
・米国民政府財産管理官が国頭村与那官有林 林班の
無期限無償の使用権を認可したので、農家政学部の演習林
として利用することになった。

月
・教育学部中等教育科、農家政学部実用工業科を廃止し、教
育学部に音楽科、体育科、農家政学部に機械工学科、総合
農学科を設置。

昭和 年 月 日 ・農家政学部に土木工学科及び電気工学科を設置。

昭和 年 月 日
・教育基本法、学校教育法、教育委員会法及び社会教育法の

教育関係法が民立法として制定された。ただし、琉球大
学は布令第 号第 章により存続。

月 日
・文理学部政治学及法学科を法政学科に改称、社会学
及経済学科、史学及地理学科をそれぞれ社会学科、経
済学科、史学科、地理学科に分離。

月

・農家政学部を農家政工学部に改称。
・文理学部国文学科、英文学科をそれぞれ国語国文学科、
英語英文学科に改称。

・与那演習林が農家政工学部附属林業試験場となった。
・農家政工学部附属農業試験場を設置。

昭和 年 月 日 ・開学 周年記念式典を挙行。

昭和 年 月 日 ・教育学部に職業技術科を設置。

昭和 年 月 日 ・農家政工学部総合農学科を廃止、農芸化学科を設置。

昭和 年 月 日 ・教育学部職業技術科を技術教育科に改称。

月 日 ・教養部を設置（昭和 年 月 日発足）。

月 日 ・農家政工学部に農業工学科を設置。

昭和 年 月 日
・琉球政府立法院において、琉球大学設置法（昭和 年立
法第 号）及び琉球大学管理法（昭和 年立法第
号）を制定。

昭和 年 月 日 ・教育学部に心理学科を設置。

月 日

・琉球大学設置法及び琉球大学管理法により、本学は琉球政
府立大学となり、管理機関として琉球大学委員会を設置。
・短期大学部（英語科、法政科、経済科、商科、機械科、電
気科、夜間・ 年課程）を併設
昭和 年 月 日短期大学部学生受入れ 。

昭和 年 月 日 ・故金城キク女史寄贈の風樹館（自然科学標本館）の落成式
が行われた。

月 日

・琉球大学設置法の一部改正（昭和 年立法第 号）によ
り、 学部（法文学部、教育学部、理工学部、農学部）
学科（国語国文学科、英語英文学科、史学科、地理学科、
法政学科、社会学科、経済学科、商学科、美術工芸科、教
育学科、心理学科、初等教育科、音楽科、体育科、技術教
育科、数学科、物理学科、化学科、生物学科、機械工学科、
土木工学科、電子工学科、農学科、農芸化学科、農業工学
科、畜産学科、林学科、家政学科）に改編。

昭和 年 月 日 ・琉球大学設置法の一部改正により、保健学部を設置。

月 日

・昭和 年 月 日に締結されたミシガン州立大学との教
育交流協約が終結したので、アメリカ合衆国政府保健厚生
文部省と米国民政府の斡旋により米国諸大学との交流プ
ログラムが設定された。

昭和 年 月 日 ・琉球大学設置法の一部改正により新那覇病院は、琉球大学
附属病院となった。

月 日

・本学の国立移管について閣議で「琉球大学（琉球大学短期
大学部を含む。）はその教育組織等について必要な整備を
図り復帰の際、国に移管し、国立大学とする。なお、新那
覇病院については当該大学に附置するものとする」ことを
決定。

月 日 ・開学 周年記念式典を挙行。

昭和 年 月 日 ・理工学部附属工作工場を設置。

月 日 ・理工学部附属臨海実験所及び農学部附属熱帯農学研究施設
を設置。

昭和 年 月 日 ・計算センターを設置。

月 日

・学則の改正により、 学部（法文学部、教育学部、理工学
部、保健学部、農学部） 学科（法政学科、経済学科、文
学科、史学科、社会学科、数学科、物理学科、化学科、生
物学科、機械工学科、土木工学科、電気工学科、保健学科、
農学科、農芸化学科、農業工学科、畜産学科、林学科） 課
程（小学校教員養成課程、中学校教員養成課程、養護学校
教員養成課程）に改編。短期大学部を 学科（英語学科、
法経学科、機械工学科、電気工学科）に統合。

月 日
・沖縄の日本復帰により、琉球大学及び同短期大学部は、国
に移管され国立大学となり、琉球大学附属病院は、琉球大
学保健学部附属病院となった。

昭和 年 月 日 ・放射性同位元素取扱施設を設置。

月 日 ・教育学部に臨時養護学校教員養成課程を設置。

昭和 年 月 日 ・理工学部に海洋学科を設置。

月 日 ・ 農 学 部 附 属 農 場 造 成 工 事 の 着 工 を も っ て 移 転 整 備
工 事 を 開 始 。

昭和 年 月 日 ・医学部創設準備室を設置。

月 日 ・大学院農学研究科（修士課程）（農学専攻、農芸化学専攻、
畜産学専攻）を設置。

月 日 ・農学部附属農場の千原団地への移転により移転開始。

昭和 年 月 日 ・教育学部の臨時養護学校教員養成課程を廃止。

月 日

・大学院農学研究科（修士課程）に林学専攻を設置。
・教育学部に特殊教育特別専攻科（精神薄弱教育専攻）を
設置。

・理工学部に建設工学科を設置。

昭和 年 月 日

・国立学校設置法の一部改正により理工学部を理学部及び
工学部に分離改組。

・保健管理センターを設置。
・語学実験室を設置。

月 日 ・国立学校設置法の一部改正により医学部を設置
（昭和 年 月 日医学科学生受入れ）。

昭和 年 月 日
・大学院理学研究科（修士課程）（数学専攻、物理学専攻、
化学専攻、生物学専攻、海洋学専攻）を設置。

・工学部に電子・情報工学科を設置。
月 日 ・開学 周年記念式典を挙行。

昭和 年 月 日

・保健学部が医学部保健学科に改組、保健学部附属病院は
医学部附属病院となった。

・教育学部附属小学校を設置
（昭和 年 月 日小学生受入れ）。

・熱帯海洋科学センターを設置
（理学部附属臨海実験所の転換）。

月 日 ・琉球大学のキャンパス移転に伴い、千原団地に中央館新館
が落成、開館。

昭和 ７年 ５月 日 ・廃棄物処理センターを設置。

昭和 年 月 日 ・大学院農学研究科（修士課程）に農業工学専攻を設置。
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昭和 年 月 日 ・附属図書館医学部分館を設置。
・医学部及び医学部附属病院の事務部を一元化。

月 日 ・教育学部附属中学校を設置
（昭和 年 月 日中学生受入れ）。

月 日 ・医学部附属病院の上原団地への移転を持って移転事業を
完了。

昭和 年 月 日

・大学院工学研究科（修士課程）（機械工学専攻、建設工学専
攻、電気・情報工学専攻）を設置。
・農学部附属熱帯農学研究施設に環境・資源研究部門を設置。
・資料館（風樹館）を設置。
・農学部及び農学附属農場・演習林の事務部を一元化。

月 日 ・移転完了記念祝賀会が行われた。

昭和 年 月 日 ・大学院保健学研究科（修士課程）（保健学専攻）を設置。
・医学部附属病院に高気圧治療部を設置。

昭和 年 月 日

・計算センターを情報処理センターに名称変更。
・大学院法学研究科（修士課程）（法学専攻）を設置。
・大学院医学研究科（博士課程）（形態機能系専攻、生体制御
系専攻、環境生態系専攻）を設置。
・工学部にエネルギー機械工学科を設置。

月 日 ・庶務部に国際主幹を設置。
・教育学部に附属教育実践研究指導センターを設置。

昭和 年 月 日 ・廃棄物処理センターを環境安全センターに名称変更。

月 日
・医学部に附属地域医療研究センターを設置。
・附属図書館事務部の整理課を情報管理課に、閲覧課を情報
サービス課にそれぞれ名称変更。

平成元年 月 日 ・教育学部に総合科学課程を設置。

月 日 ・医学部附属病院に輸血部を設置。

平成 年 月 日
・大学院教育学研究科（修士課程）（学校教育専攻：学校教育
専修）、（教科教育専攻：数学教育専修、美術教育専修、
技術教育専修、家政教育専修、英語教育専修）を設置。

月 日 ・開学 周年記念式典を挙行。

平成 年 月 日
・農学部 学科（農学科、農芸化学科、農業工学科、畜産学
科、林学科）を改組し 学科（生物生産学科、生産環境学
科、生物資源科学科）を設置。

月 日 ・遺伝子実験施設を設置。
・医学部に附属実験実習機器センターを設置。

月 日 ・極低温センターを設置。

平成 年 月 日 ・鹿児島大学大学院連合農学研究科へ構成大学として参加。

平成 年 月 日 ・庶務部の国際主幹を廃止し、国際交流課を設置。
・医学部に附属動物実験施設を設置。

月 日

・短期大学部の転換。
・法文学部 学科（法政学科、経済学科、文学科、史学科、
社会学科）を改組し、 学科（法政学科、経済学科、人文
学科）設置。
・工学部 学科（機械工学科、エネルギー機械工学科、土木
工学科、建設工学科、電気工学科、電子・情報工学科）
および 講座（共通講座）を改組し、 学科（機械システ
ム工学科、環境建設工学科、電気電子工学科、情報工学科 ）
を設置。

平成 年 月 日 ・大学院教育学研究科（修士課程）の教科教育専攻に国語教
育専修、音楽教育専修、保健体育専修を増設。

月 日
・熱帯海洋科学センターと農学部附属熱帯農学研究施設を
統合・転換し、全国共同利用施設として熱帯生物圏研究
センターを設置。

平成 年 月 日

・大学院法学研究科（修士課程）（法学専攻）を廃止し、人文
社会科学研究科（修士課程）応用法学、社会科学専攻、地
域文化専攻を設置。
・大学院農学研究の 専攻（農学専攻、農芸化学専攻、農業
工学専攻、畜産学専攻、林学専攻）を 専攻（生物生産学
専攻、生産環境学専攻、生物資源科学専攻）に名称変更。
・地域共同研究センターを設置。
・医学部附属病院に血液浄化治療法部を設置。

平成 年 月 日 ・短期大学部閉学式典を挙行。

月 日

・理学部 学科（数学科、物理学科、化学科、生物学科、
海洋学科）を改組し、 学科（数理科学科、物質地球科学
科、海洋自然科学科）を設置。
・大学院教育学研究科（修士課程）の教科教育専攻に社会科
教育専修、理科教育専修を増設。
・大学教育センターを設置。
・国際交流・留学生交流推進室を設置。

月 日 ・機器分析センターを設置。

月 日 ・短期大学部を廃止。

平成 年 月 日 ・教養部を廃止。
・庶務部の企画調査室を廃止。

月 日

・法文学部 学科（法政学科、経済学科、人文学科）を
改組し 学科（総合社会システム学科、人間科学科、
国際言語文化学科）を設置。
・教育学部の小学校教員養成課程、中学校教員養成課程を
改組し、学校教育教員養成課程を設置。

・大学院工学研究科の修士課程の機械工学専攻、建設工学
専攻、電気・情報工学専攻を博士前期課程の機械システ
ム工学専攻、環境建設工学専攻、電気電子工学専攻、情
報工学専攻に改組し、博士後期課程に生産エネルギー工
学専攻、総合知能工学専攻を設置。
・生涯学習教育研究センターを設置。
・語学実験室を語学センターに名称変更。
・庶務部に企画室を設置。
・経理部に調達室を設置。
・学生部の入学主幹を廃止し、入試課を設置。
・医学部附属病院に医療情報部を設置。

平成 年 月 日

・大学院工学研究科を理工学研究科に名称変更し、理学研究
科の修士課程の数学専攻、物理学専攻、化学専攻、生物学
専攻、海洋学専攻を理工学研究科の博士前期課程の数理
科学専攻、物質地球科学専攻、海洋自然科学専攻に再編成
するとともに、理工学研究科の博士後期課程に、海洋環境
学専攻を設置。

月 日

・総合情報処理センターを設置。
・留学生センターを設置。
・教育学部に附属障害児教育実践センターを設置。
・医学部附属の地域医療研究センターを廃止・転換し、沖縄・
アジア医学研究センターを設置。
・学生部の厚生課を廃止し、教務課を設置。
・学生部に留学生課、学生サービス室を設置。

平成 年 月 日

・教育学部の学校教員養成課程と養護教員養成課程を学校
教育養成課程に統合し、総合科学課程を生涯教育課程に
名称変更。
・医学部附属病院に周産母子センターを設置。
・庶務部に研究協力課を設置。

平成 年 月 日

・教育実践研究指導センターを廃止し、転換し、教育実践総
合センターを設置。
・副学長の設置。
・学生部・事務局事務一元化に伴い学生部の設置。
・庶務部の名称変更（庶務部が総務部）。

月 日 ・ 教育大臣フォーラムが沖縄で開催され、森田学長出席。

月 日 ・産官学連携・協力推進サミット会議を開催。

月 日
・開学 周年記念式典を挙行。
・ハワイ大学・福建師範大学との学生間交流協定を締結。
・ミシガン州立大学に感謝状を贈呈。

月 日 ・大学評価センターを設置。

月 日 ・第 回運営諮問会議を開催。

月 日 ・第 回太平洋・学長サミット会議を開催。

月 日 ・琉球大学後援財団理事長 呉屋秀信氏に琉球大学名誉博
士号を授与。

平成 年 月 日 ・第 回運営諮問会議を開催。

月 日

・大学院人文社会科学研究科学 専攻（応用法学・社会科
学専攻、地域文化専攻）を改組し、 専攻（総合社会シス
テム専攻、人間科学専攻、国際言語文化専攻）を設置。
・遺伝子実験施設を改組・転換し、遺伝子実験センターを
設置。
・医学部に臨床薬理学講座を設置。
・病院に光学医療診療部を設置。

月 日 ・第 回太平洋・学長サミット会議を開催。

月 日 ・琉球大学・ハワイ大学合同シンポジウムを開催。

月 日 ・第 回運営諮問会議を開催。

平成 年 月 日 ・アジア太平洋島嶼研究センターを設置。

月 日

・医学部に救急医学講座を設置。
・農学部附属農場・演習林を転換し亜熱帯フィールド科学教
育研究センターを設置。
・総務部の国際交流課を廃止し、国際企画課を設置。

月 日 ・就職センターを設置。

月 日 ・アメリカ研究センターを設置。

平成 年 月 日 ・研究推進戦略室を設置。

月 日
・医学研究科に独立専攻として感染制御医科学専攻を設置
し、既設の 専攻系を医科学専攻に改組した。
・医学部附属病院にリハビリテーション部を設置。

月 日 ・移民研究センターを設置。

平成 年 月 日

・国立大学から国立大学法人へとなった。
・大学院医学研究科修士課程医科学専攻を設置。
・大学院法務研究科法務専攻を設置。
・学術国際部の設置。
・知的財産本部を設置。
・経理部を財務部に名称変更。
・施設部を施設運営部に名称変更。
・その他国立大学法人化に伴い、事務組織の再編及び名称変
更等を行う。

平成 年 月 日 ・亜熱帯島嶼科学超域研究推進機構を設置。
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歴代学長
初

代

志喜屋 孝信
昭和 年 月 日～昭和 年 月 日

４

代

胡屋 朝賞
昭和 年 月 日～昭和 年 月 日

～

３

代

安里 源秀
昭和 年 月 日～昭和 年 月 日

～

４

代

与那嶺 松助
昭和 年 月 日～昭和 年 月 日

～

５

代

島袋 俊一
昭和 年 月 日～昭和 年 月 日

～

６

代

安里 源秀
昭和 年 月 日～昭和 年 月 日

～

７

代

池原 貞雄
昭和 年 月 日～昭和 年 月 日

～

８

代

高良 鉄夫
昭和 年 月 日～昭和 年 月 日

～

９

代

金城 秀三
昭和 年 月 日～昭和 年 月 日

～

代

宮城 健
昭和 年 月 日～昭和 年 月 日

～

代

東江 康治
昭和 年 月 日～平成 年 月 日

～

代

砂川 恵伸
平成 年 月 日～平成 年 月 日

～

代

桂 幸昭
平成 年 月 日～平成 年 月 日

～

代

森田 孟進
平成 年 月 日～平成 年 月 日

～

代

岩政 輝男
平成 年 月 日～平成 年 月 日

～

代

大城 肇
平成 年 月 日～

～

月 日 ・法文学部に観光科学科を設置。

平成 年 月 日

・大学院人文社会科学研究科（修士課程）を大学院人文社
会科学研究科（博士前期・後期課程）として、既設の修
士課程（総合社会システム専攻、人間科学専攻、国際言
語文化専攻）を博士前期課程とし、博士後期課程に比較
地域文化専攻を設置。
・大学院教育学研究科に障害児教育専攻、臨床心理学専
攻を増設。
・語学センターを外国語センターに名称変更。

平成 年 月 日

・法文学部総合社会システム学科経営学専攻を改組し、
法文学部産業経営学科を設置。
・大学院保健学研究科（修士課程）を大学院保健学研究科
博士前期・後期課程 とした。

・機器分析センター、放射性同位元素等取扱施設、環境
安全センターを統合し、機器分析支援センターを設置。

平成 年 月 日

・観光産業科学部（観光科学科、産業経営学科）を設置。
（法文学部観光科学科、産業経営学科は募集停止）
・特殊教育特別専攻科を特別支援教育特別専攻科へ名称変更。
・島嶼防災研究センターの設置。
・遺伝子実験センターを分子生命科学研究センターへ名
称変更。
・地域共同研究センターと知的財産本部を統合し、産学
官連携推進機構へ名称変更。

平成 年 月 日

・農学部３学科（生物生産学科、生産環境学科、生物資源
科学科）を改組し、４学科（亜熱帯地域農学科、亜熱帯
農林環境科学科、地域農業工学科、亜熱帯生物資源科学
科）を設置。
・教育学部附属障害児教育実践センターを教育学部附属
発達支援教育実践センターへ名称変更。

・大学院観光科学研究科（修士課程）（観光科学専攻）を
設置。
・アジア太平洋島嶼研究センター、アメリカ研究センタ
ー、移民研究センター、法文学部附属アジア研究施設を
統合し、国際沖縄研究所を設置。
・分子生命科学研究センターを熱帯生物圏研究センター
へ統合。
・学術国際部の国際企画課と留学生課を統合し、国際課
を設置、地域連携推進室を地域連携推進課に格上げ。

平成 年 月 日 ・男女共同参画室の設置。

月 日 ・総務部の総務課と企画課を統合し、総務企画課を設置。

月 日 ・開学 周年記念式典を挙行。

月 日 ・財務部の資金管理課と契約課を統合し、経理課を設置。
・内部監査室を監査室に名称変更。

月 日 ・総務部に事務支援センターを設置。

平成 年 月 日

・大学院農学研究科 専攻（生物生産学専攻、生産環境
学専攻、生物資源科学専攻）を改組し、 専攻（亜熱帯
農学専攻）を設置。
・附属病院事務部を医学部事務部に統合。

平成 年 月 日 ・総務企画課企画係と評価室を統合し、総務部総務企画
課に企画評価室を設置。

平成 年 月 日 ・企画評価戦略室の設置。
・総務部総務企画課を総務部総務課に名称変更。

平成 年 月 日 ・医学研究科の博士課程 専攻（医科学専攻、感染制御
医科学専攻）を改組し、 専攻（医学専攻）を設置。

月 日 ・事務組織の再編。

平成 年 月 日 ・研究推進機構を設置。（研究推進戦略室を廃止。）

月 日
・上原地区キャンパス移転推進室設置。
・ダイバーシティ推進本部を設置。
・ジェンダー協働推進室を設置（男女共同参画室を廃止）。

月 日

・グローバル教育支援機構を設置し、機構にアドミッシ
ョン部門、共通教育運営部門、国際教育支援部門、キャ
リア教育支援部門を置いた。
留学生センター（国際学生交流センター）、大学教育セ
ンター、外国語センター、就職センター及びアドミッシ
ョン・オフィスは、 年 月 をもって廃止）

平成 年 月 日

・大学院教育学研究科高度教職実践専攻を設置。
・地域連携推進機構を設置し、機構に地域連携企画室、産
学官連携部門、生涯学習推進部門を置いた（産学官連携
推進機構及び生涯学習教育研究センターを廃止）。

月 日 ・広報戦略本部を設置

平成 年 月 日

・教育学部生涯教育課程の学生募集停止。
・工学部の 学科（機械システム工学科、環境建設工学
科、電気電子工学科、情報工学科）を改組し、 学科（工
学科）を設置。
・農学部亜熱帯生物資源化学科に健康栄養科学コースを設置。
・教育学研究臨床心理学専攻の学生募集停止。
・大学評価 マネジメントセンターを設置。（大学評価
センター及びインスティテューショナル・リサーチ推
進室を廃止。）
・グローバル教育支援機構に保健管理部門を置いた。
・国際戦略本部を設置。

月 日 ・教職センターを設置
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学部

法文学部
学科 入学定員 第３年次編入学定員 講座・分野 学士

総合社会システム学科

 
 
 
 
 

人

人

 
 
 
 
 

人

人

法学、数量経済分析、比較経済析、政策科学、
国際関係論

法学、経済学、
政策科学･国際関係論

昼間主コース
夜間主コース

人間科学科
人 人

人間行動、社会学、地域科学 人文社会

国際言語文化学科

人

人

人

人

琉球アジア文化、英語文化、ヨーロッパ文化 人文学
昼間主コース
夜間主コース

観光産業科学部
学科 入学定員 第３年次編入学定員 講座・分野 学士

観光科学科
人 －

ツーリズム･ビジネス、ツーリズム･デベロップメント、
ツーリズム･リソースマネジメント 観光学

産業経営学科
経営学、マーケティング、会計学 経営学

昼間主コース
夜間主コース

人

人

－
人

教育学部
課程 入学定員 講座・分野 学士

学校教育教員養成課程 １４０人

国語教育、日本語教育学、日本語学、社会科教育、
数学教育、理科教育、基礎情報科学、教育情報科学、
音楽教育、美術教育、保健体育、技術教育、
家政教育、英語教育、学校教育、特別支援教育、

教育学
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理学部
学科 入学定員 講座・分野 学士

数理科学科
人
基礎数理学、数理解析学、情報数理学

理学

物質地球科学科
人

物質基礎学、物質情報学

物理系
地学系

海洋地圏科学、海洋水圏科学

海洋自然科学科

化学系
生物系

人

分子機能化学、解析化学、海洋化学

進化・生態学、熱帯生命機能学、海洋生物生産学

医学部
学科 入学定員 第 年次編入学定員 講座・分野 学士

医学科
人 人

医学

保健学科
人 －

基礎看護学、成人・老年看護学、母子看護学、
地域看護学、生体検査学、病態検査学 保健学

工学部
学科 入学定員 第３年次編入学定員 講座・分野 学士

工学科
人 人

機械工学、エネルギー環境工学、
電気システム工学、電子情報通信、
社会基盤デザイン、建築学、知能情報 工学

農学部
学科 入学定員 第３年次編入学定員 教育コース 学士

亜熱帯地域農学科
人 －

農林経済学、植物開発学、循環畜産学、農林共生学

農学
亜熱帯農林環境科学科

人 － 植物機能学、動物機能学、森林環境学、生態環境科学

地域農業工学科
人 － バイオシステム工学、地域環境工学

亜熱帯生物資源科学科
人 人

生物機能開発学、食品機能科学、発酵・生命科学、
健康栄養科学
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大学院

人文社会科学研究科 博士前期課程 博士後期課程
Graduate School of Humanities and Social Sciences (Master’s Program) (Doctoral Program)
専攻 入学定員 教育研究分野 学位

博士前期課程 ’s Program

総合社会システム
人

実務法学、経済システム、経営管理、政策科学
修士
法学、政治学、経済学、経営学、社会学、教育学、
心理学、文学、歴史学、地理学、哲学、言語科学、学術

人間科学
人 人間行動、人間社会、歴史学・人類学、島喚研究

国際言語文化
人 琉球アジア文化、欧米文化、言語コミュニケーション

博士後期課程

比較地域文化
人 ―

博士 学術

人文社会科学研究科 外国人留学生プログラム（博士後期課程）
： （ ）

博士後期課程：国際的沖縄研究者養成プログラム ： 学位
専攻 比較地域文化 博士 学術

観光科学研究科 修士課程
Master’s Program

専攻 入学定員 教育研究分野 学位

観光科学
人 観光科学 修士 観光学

教育学研究科 修士課程 専門職学位課程
Master’s Program

専攻 入学定員 教育研究分野 学位

修士課程 ’s Program

学校教育 人 学校教育

修士 教育学特別支援教育 人 特別支援教育

教科教育
人

国語教育、社会科教育、数学教育、理科教育、音楽教育、美術教育、保健体育、
技術教育、家政教育、英語教育

専門職学位課程
高度教職実践

人
教職修士（専門職）
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医学研究科 修士課程 博士課程
Graduate School of Medicine (Master’s Program)(Doctoral Program)
専攻 入学定員 教育研究分野 学位

修士課程 ’s Program

医科学 人 修士 医科学

博士課程

医学 人

システム生理学、放射線診断治療学、脳神経外科学、眼科学、育成医学、
耳鼻咽喉・頭頸部外科学、精神病態医学、再生医学、先進ゲノム検査医学、
分子解剖学、ゲノム医科学、人体解剖学、分子・細胞生理学、薬理学、
胸部心臓血管外科学、麻酔科学、整形外科学、腎泌尿器外科学、
顎顔面口腔機能再建学、救急医学、臨床薬理学、薬物治療学、医化学、生化学、
腫瘍病理学、細胞病理学、衛生学・公衆衛生学、法医学、
内分泌代謝・血液・膠原病内科学、循環器・腎臓・神経内科学、
消化器・腫瘍外科学、女性・生殖医学、微生物学・腫瘍学、細菌学、
寄生虫・免疫病因病態学、皮膚病態制御学、免疫学、
感染症・呼吸器・消化器内科学、生体防御学、感染免疫制御学、
ウイルス学、臨床研究教育管理学 博士（医学）

保健学研究科 博士前期課程 博士後期課程
 (Master’s Program)

専攻 入学定員 教育研究分野 学位

博士前期課程 ’

保健学
人

人間健康開発学、国際島嶼保健学 修士 保健学

博士後期課程  
保健学

人
人間健康開発学、国際島嶼保健学 博士 保健学

保健学研究科：外国人留学生プログラム 博士前期課程 博士後期課程
: Special Graduate of Programs for International Students (Master’s Program)

専攻 教育研究分野 学位

博士前期課程：公衆衛生改善のための保健医療人材育成プログラム Master’s Program：

保健学 人間健康開発学、国際島嶼保健学 修士 保健学

博士後期課程：公衆衛生改善のための保健医療人材育成プログラム ：  
保健学 人間健康開発学、国際島嶼保健学 博士 保健学
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理工学研究科 博士前期課程 博士後期課程
Sciences (Master’s Program) (Doctoral Program)

専攻 入学定員 教育研究分野 学位

博士前期課程 ’s Program

機械システム工学
人

材料科学、材料強度工学、設計システム工学、加工システム工学、
機械システム動力学、熱工学、流体力学、熱移動工学、流体機械学、エネルギー
システム工学計測工学、制御工学、機械基礎工学、高工ネルギー加工学

修士（工学）

修士（理学）

環境建設工学
人

土木計画、防災計画、都市・地域施設計画、地域環境工学、建築計画学、
都市および地域計画、建築環境・設備工学、構造解析学、構造工学、
コンクリート工学、建築材料、構造設計システム、耐震設計工学、土質工学、
基礎構造、耐風・耐震工学、水工学・海洋環境

、

電気電子工学
人

磁気工学、プラズマ工学、電力工学、電力システム工学、パワーエレクトロニ
クス、電気機器工学、電子物性工学、電子デバイス工学、 システム設計、
半導体薄膜プロセス工学、計算知能工学、現代制御、光ファイバ伝送工学、
ディペンダブルシステム、信号処理システム、医用電子工学、無線通信工学

情報工学
人

計算機システム、信号処理、メディア通信、知能情報処理、ロボティックス、
知的システム

数理科学
人

整数論、位相幾何学、解析学、確率論、情報数学

物質地球科学
人

物質基礎学、凝縮系物理学、固体物理学、情報物理学、島弧岩石学、
テクトニクス、海洋地質学、大気海洋物理学、海洋学及び古海洋学

海洋自然科学
人

物理化学、有機化学、分析・地球化学、無機化学、海洋天然物化学、
海洋環境化学、生態学、分類形態学、細胞・遺伝学、環境生物機能学、
水産生物学、サンゴ礁生物学、熱帯生物科学

博士後期課程

生産工ネルギー工学
人

材料機能工学、生産設計工学、熱及び流体の移動エネルギー変換、海洋開発、
開発情報システム、半導体薄膜素子工学、物性物理学

博士（工学）
 

博士（理学）
 

博士（学術）

総合知能工学
人

建設計画学、環境工ネルギーデザイン、計算モデルと通信システム、
自律制御と人工知能、宇宙論と宇宙物理学、素粒子と物性、統合データサイエンス

海洋環境学
人

島孤環境科学、環境物性学、生命環境学、海洋生物学、島嶼生態系機能学、
海洋化学、熱帯生物学
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理工学系：外国人留学生特別プログラム 博士前期課程 博士後期課程
Programs for International Students  (Master’s Program) (Doctoral Program

〈工学系〉博士前期課程〈アジア太平洋工学デザインプログラム〉〈 〉 ：
専攻 機械システム工学、環境建設工学、電気電子工学、情報工学 修士 工学

博士 工学

博士 学術
博士後期課程

専攻 生産工ネルギー工学、総合知能工学

〈理学系〉博士前期課程：亜熱帯海洋科学国際プログラム 〈 〉 ’ ： 学位
専攻 数理科学、物質地球科学、海洋自然科学 修士 理学

博士 理学

博士 学術
博士後期課程

専攻 海洋環境学

〈理学系〉一貫性：サンゴ礁生物科学人材養成プログラム 〈 〉 ’

専攻 海洋環境学

修士 理学

博士 理学

博士 学術

 
農学研究科 修士課程

Agriculture  (Master’s Program)

専攻 入学定員 教育研究分野 学位

亜熱帯農学
人

地域農学コース 農林経済科学、植物生産科学、動物生産科学、農林共生科学

修士 農学
農林環境科学コース 植物機能科学、動物機能科学、森林環境科学、生態環境科学

地域農業工学コース 農村環境・基盤整備学、農村環境保全・防災学、パイオシステム工学

生物資源科学コース 生物機能開発学、食品機能科学、発酵・生命科学、健康栄養科学

法務研究科 専門職学位課程

専攻 入学定員 教育研究分野 学位

法務専攻
人

法曹養成のための教育・研究 法務博士 専門職

鹿児島大学大学院連合農学研究科 博士課程

専攻 入学定員 教育研究分野 学位

生物生産科学
人

熱帯資源・植物生産科学、動物資源生産科学、地域・国際資源経済学

博士 農学応用生命科学
人

生物機能化学、食品機能科学、先端応用生命科学

農水圏資源環境科学
人

生物環境保全科学、地域資源環境工学、水産資源環境科学

特別支援教育特別専攻科 専攻科

専攻科 入学定員 専攻

特別支援教育特別専攻科
人

知的障害教育専攻
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国際交流

■交流協定大学の地域・国別 大学・機関 年 月 日現在

■大学間交流協定（ 大学・機関）部局間交流協定（ 大学・機関）
大学名 相手国・地域 締結 更新 年月日 協定の目的 備考

学術交流 学生交流

ミシガン州立大学 米国 年 月 日 ○
チュラロンコン大学 タイ 年 月 日 ○ ○
タマサート大学 タイ 年 月 日 ○ ○
コンケン大学 タイ 年 月 日 ○ ○
サムラトランギ大学 インドネシア 年 月 日 ○ ○

地域 相手国・地域 相手側大学名
 

アジア（ ）

中国（ ）

中南林業科技大学、福建師範大学、雲南農業大学、
延邊大学、華中科技大学、中山大学中山医学院、
福州大学、広西医科大学、大連医科大学、
大連工業大学

韓国（ ）

啓明大学校、済州大学校、順天大学校、ソウル
市立大学校、延世大学校、湖西大学校、忠北大
学校、成均館大学校、木浦大学校、慶煕大学校、
高麗大学校

台湾（ ）

国立台湾大学、國立中山大学、國立台湾海洋大学、
東海大学、国立台南大学、国立澎湖科技大学、
国立雲林科技大学、国立台湾科技大学、
台北医学大学、中国文化大学、文藻外語大学

タイ（ ）

チュラロンコン大学、タマサート大学、
コンケン大学、チェンマイ大学、
キング・モンクット工科大学ラカバン校

ベトナム（ ）

ベトナム国立大学ハノイ校、ベトナム国家大学
ホーチミン市校、ターイグエン大学
ベトナム国家農業大学、ハノイ科学技術大学、

 

インドネシア（ ）
サムラトランギ大学、ボゴール農業大学、
ディポネゴロ大学、シアクアラ大学

ラオス（ ） ラオス国立大学、ラオス健康科学大学

バングラディッシュ（ ） ラジシャヒ工科大学

インド（ ） 国立細胞・分子生物学研究所

マレーシア（ ） サバ森林局

モンゴル（ ） モンゴル保健総合大学

ミャンマー（ ） 科学技術大学

フィリピン（ ） フィリピン大学公衆衛生校

 

地域 相手国・地域 相手側大学名
 

大洋州（ ）

オーストラリア（ ） キャンベラ大学、ジェームス・クック大学

フィジー（ ） 南太平洋大学

マーシャル諸島（ ） マーシャル諸島短期大学

ミクロネシア連邦（ ） ミクロネシア連邦短期大学

仏領ニューカレドニア（ ） ニューカレドニア大学

ニュージーランド（ ） ウェリントン・ヴィクトリア大学

パラオ（ ） パラオ地域短期大学

パプア・ニューギニア（ ） パプア・ニューギニア大学

サモア（ ） 国立サモア大学

トンガ（ ） アテニシ大学

欧州（ ）

フランス（ ）

フランス国立高等研究院、リール科学技術大学、
トゥールーズ・ジャン・ジョレス大学、
トゥールーズ第一キャピトル大学、
レンヌ第一大学
É É
Université Lille Sciences et Technologies,
Université Toulouse ean Jaurès,  
Université Toulouse 1 Capitole
Université de Rennes

ドイツ（ ）
ハインリッヒ・ハイネ・デュッセルドルフ大学、
ハンブルク大学

Universität Düsseldorf, 

スペイン（ ） バルセロナ自治大学
Universitat Autònoma de Barcelona

スウェーデン（ ） イェーテボリ大学

英国（ ） シェフィールド大学

北米（ ） 米国（ ）

ミシガン州立大学、グアム大学、ハワイ大学、
カリフォルニア大学デイヴィス校、
ネヴァダ大学リノ校、フォートルーイス大学

南米（ ） ブラジル（ ） サンパウロ大学
São Paulo

中近東（ ） イラン（ ） テヘラン大学

アフリカ（ ）南アフリカ（ ） 国立ケープタウン大学
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大学名 相手国・地域 締結 更新 年月日 協定の目的 備考
学術交流 学生交流

グアム大学 米国 年 月 日 ○ ○
ハワイ大学 米国 年 月 日 ○ ○
チェンマイ大学 タイ 年 月 日 ○ ○
啓明大学校 韓国 年 月 日 ○ ○
済州大学校 韓国 年 月 日 ○ ○
中山大学中山医学院 中国 年 月 日 ○ 医学部
中南林業科技大学 中国 年 月 日 ○ ○
キャンベラ大学 オーストラリア 年 月 日 ○ ○
福建師範大学 中国 年 月 日 ○ ○
テヘラン大学（工学部） イラン 年 月 日 ○ ○ 工学部
国立細胞・分子生物学研究所 インド 年 月 日 ○ ○ 医学部
福州大学（工学院） 中国 年 月 日 ○ ○ 工学部
サンパウロ大学（工学部） University of Saô Paulo ブラジル 年 月 日 ○ ○ 工学部
リール科学技術大学 Université Lille1 Sciences et Technologies フランス 年 月 日 ○ ○
フランス国立高等研究院 フランス 年 月 日 ○ ○
トゥルーズ・ジャン・ジョレス大学 Université Toulouse Jean Jaurès フランス 年 月 日 ○ ○
マーシャル諸島短期大学 マーシャル諸島 年 月 日 ○ ○
パラオ地域短期大学 パラオ 年 月 日 ○ ○
パプア・ニューギニア大学 パプアニューギニア 年 月 日 ○ ○
国立サモア大学 サモア 年 月 日 ○ ○
ニューカレドニア大学 仏領ニューカレドニア 年 月 日 ○ ○
南太平洋大学 フィージー 年 月 日 ○ ○
ミクロネシア連邦短期大学 ミクロネシア 年 月 日 ○ ○
アテニシ大学 トンガ 年 月 日 ○ ○
広西医科大学 中国 年 月 日 ○ ○ 医学部
トゥルーズ第一キャピトル大学 Université Toulouse 1 Capitole フランス 年 月 日 ○ ○
大連医科大学 中国 年 月 日 ○ ○ 医学部
ベトナム国家農業大学 ベトナム 年 月 日 ○ ○ 農学部
国立台湾大学 台湾 年 月 日 ○ ○
カリフォルニア大学 デイヴィス校 米国 年 月 日 ○ ○
ネヴァダ大学 リノ校 米国 年 月 日 ○ ○
ジェームス・クック大学 オーストラリア 年 月 日 ○ ○
フォートルーイス大学 米国 年 月 日 ○ 国際教育センター
雲南農業大学 中国 年 月 日 ○ ○
ベトナム国立大学ハノイ校 ベトナム 年 月 日 ○ ○
ラオス国立大学 ラオス 年 月 日 ○ ○
順天大学校 韓国 年 月 日 ○ ○
国立雲林科技大学（国際事務局） 台湾 年 月 日 ○ 国際教育センター
延邉大学 中国 年 月 日 ○ ○
國立台湾海洋大学 台湾 年 月 日 ○ ○
シェフィールド大学 英国 年 月 日 ○ ○
ベトナム国家大学ホーチミン市校 ベトナム 年 月 日 ○ ○
ボゴール農業大学 インドネシア 年 月 日 ○ ○
モンゴル保健総合大学 モンゴル 年 月 日 ○ ○ 医学部
ケープタウン大学（科学部） 南アフリカ 年 月 日 ○ ○ 医学部
華中科技大学 中国 年 月 日 ○ ○
國立中山大学 台湾 年 月 日 ○ ○
ハノイ科学技術大学（電子情報学部） ベトナム 年 月 日 ○ ○ 工学部
延世大学校 韓国 年 月 日 ○ ○
ソウル市立大学校 韓国 年 月 日 ○ ○
ディポネゴロ大学 インドネシア 年 月 日 ○ ○
国立台湾科技大学（電気工学・情報科学部及び工学部） 台湾 年 月 日 ○ ○ 工学部
ラオス健康科学大学 ラオス 年 月 日 ○ ○
イェーテボリ大学 スウェーデン 年 月 日 ○ ○ 法文学部
バルセロナ自治大学（通訳翻訳学部） Universitat Autònoma de Barcelona スペイン 年 月 日 ○ ○ 法文学部
忠北大学校（工学部及び電気電子コンピュータ工学部） 韓国 年 月 日 ○ ○ 工学部
ウェリントン・ヴィクトリア大学（人文社会科学部） ニュージーランド 年 月 日 ○ ○ 国際教育センター
大連工業大学（情報科学工程学部） 中国 年 月 日 ○ ○ 工学部
成均館大学校（情報通信工学部） 韓国 年 月 日 ○ ○ 工学部
ターイグエン大学 ベトナム 年 月 日 ○ ○
キングモンクット工科大学ラカバン校 ’ タイ 年 月 日 ○ ○
東海大学 台湾 年 月 日 ○ ○
サバ森林局 マレーシア 年 月 日 ○ 熱帯生物圏研究センター
木浦大学校 韓国 年 月 日 ○ ○
台北医学大学 医学院 台湾 年 月 日 ○ ○ 医学部
フィリピン大学 公衆衛生校 フィリピン 年 月 日 ○ 医学部
ハンブルク大学（人文学部アジア・アフリカ研究所） ドイツ 年 月 日 ○ ○ 法文学部
情報技術大学 ミャンマー 年 月 日 ○ ○ 工学部
慶熙大学校（外国語学部） 韓国 年 月 日 ○ ○ 国際教育センター
ラジシャヒ工科大学 バングラデシュ 年 月 日 ○ ○ 工学部
レンヌ第一大学（電気通信情報研究機関） Université de Rennes 1 フランス 年 月 日 ○ ○ 工学部
文藻外語大学 台湾 年 月 日 ○ ○ 国際教育センター
中国文化大学（自然科学部） 台湾 年 月 日 ○ ○ 理学部
国立台南大学 台湾 年 月 日 ○ ○
国立澎湖科技大学 台湾 年 月 日 ○ ○
シアクアラ大学 インドネシア 年 月 日 ○ 理学部
高麗大学校（国際学部・国際大学院） 韓国 年 月 日 ○ ○ 法文学部
湖西大学校 韓国 年 月 日 ○ ○
ハインリッヒ・ハイネ・デュッセルドルフ大学 Universität Düsseldorf ドイツ 年 月 日 ○ ○

※学部間交流協定校は備考欄を参照 （ 年 月 日現在）
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国際交流

■交流協定大学の地域・国別 大学・機関 年 月 日現在

■大学間交流協定（ 大学・機関）部局間交流協定（ 大学・機関）
大学名 相手国・地域 締結 更新 年月日 協定の目的 備考

学術交流 学生交流

ミシガン州立大学 米国 年 月 日 ○
チュラロンコン大学 タイ 年 月 日 ○ ○
タマサート大学 タイ 年 月 日 ○ ○
コンケン大学 タイ 年 月 日 ○ ○
サムラトランギ大学 インドネシア 年 月 日 ○ ○

地域 相手国・地域 相手側大学名
 

アジア（ ）

中国（ ）

中南林業科技大学、福建師範大学、雲南農業大学、
延邊大学、華中科技大学、中山大学中山医学院、
福州大学、広西医科大学、大連医科大学、
大連工業大学

韓国（ ）

啓明大学校、済州大学校、順天大学校、ソウル
市立大学校、延世大学校、湖西大学校、忠北大
学校、成均館大学校、木浦大学校、慶煕大学校、
高麗大学校

台湾（ ）

国立台湾大学、國立中山大学、國立台湾海洋大学、
東海大学、国立台南大学、国立澎湖科技大学、
国立雲林科技大学、国立台湾科技大学、
台北医学大学、中国文化大学、文藻外語大学

タイ（ ）

チュラロンコン大学、タマサート大学、
コンケン大学、チェンマイ大学、
キング・モンクット工科大学ラカバン校

ベトナム（ ）

ベトナム国立大学ハノイ校、ベトナム国家大学
ホーチミン市校、ターイグエン大学
ベトナム国家農業大学、ハノイ科学技術大学、

 

インドネシア（ ）
サムラトランギ大学、ボゴール農業大学、
ディポネゴロ大学、シアクアラ大学

ラオス（ ） ラオス国立大学、ラオス健康科学大学

バングラディッシュ（ ） ラジシャヒ工科大学

インド（ ） 国立細胞・分子生物学研究所

マレーシア（ ） サバ森林局

モンゴル（ ） モンゴル保健総合大学

ミャンマー（ ） 科学技術大学

フィリピン（ ） フィリピン大学公衆衛生校

 

地域 相手国・地域 相手側大学名
 

大洋州（ ）

オーストラリア（ ） キャンベラ大学、ジェームス・クック大学

フィジー（ ） 南太平洋大学

マーシャル諸島（ ） マーシャル諸島短期大学

ミクロネシア連邦（ ） ミクロネシア連邦短期大学

仏領ニューカレドニア（ ） ニューカレドニア大学

ニュージーランド（ ） ウェリントン・ヴィクトリア大学

パラオ（ ） パラオ地域短期大学

パプア・ニューギニア（ ） パプア・ニューギニア大学

サモア（ ） 国立サモア大学

トンガ（ ） アテニシ大学

欧州（ ）

フランス（ ）

フランス国立高等研究院、リール科学技術大学、
トゥールーズ・ジャン・ジョレス大学、
トゥールーズ第一キャピトル大学、
レンヌ第一大学
É É
Université Lille Sciences et Technologies,
Université Toulouse ean Jaurès,  
Université Toulouse 1 Capitole
Université de Rennes

ドイツ（ ）
ハインリッヒ・ハイネ・デュッセルドルフ大学、
ハンブルク大学

Universität Düsseldorf, 

スペイン（ ） バルセロナ自治大学
Universitat Autònoma de Barcelona

スウェーデン（ ） イェーテボリ大学

英国（ ） シェフィールド大学

北米（ ） 米国（ ）

ミシガン州立大学、グアム大学、ハワイ大学、
カリフォルニア大学デイヴィス校、
ネヴァダ大学リノ校、フォートルーイス大学

南米（ ） ブラジル（ ） サンパウロ大学
São Paulo

中近東（ ） イラン（ ） テヘラン大学

アフリカ（ ）南アフリカ（ ） 国立ケープタウン大学
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外国人研究者等の受け入れ
区 分 人 数

外国人来訪者（表敬訪問等） ９３

外国籍教員 ２５

外国人講師（非常勤） ２４

外国人研究員 ８

外国人受託研究員 １２

科学研究費補助金 ３

日本学術振興会 １７

国際交流奨励基金事業（琉球大学後援財団） ４

国内資金（ 大学運営費／民間企業寄附／政府・行政機関関連 ） ４６

外国政府・研究機関等 １２

私費 １６

合 計 ２６０

 

■交流協定大学との学生交流

交換学生：派遣（平成 ８年度）

国・地域名 大学名 人数

台湾
国立台湾大学
國立中山大学
文藻外語大学

韓国

延世大学校
ソウル市立大学校
啓明大学校
慶熙大学校
木浦大学校

タイ チュラロンコン大学
キングモンクット工科大学ラカバン校

ベトナム ターイグエン大学

米国

ハワイ大学マノア校
ハワイ大学ヒロ校
ハワイ大学カウアイ・コミュニティ・カレッジ
ネヴァダ大学リノ校
ミシガン州立大学

オーストラリア キャンベラ大学
ジェームス・クック大学

ニューカレドニア ニューカレドニア大学
英国 シェフィールド大学
フランス トゥルーズ・ジャン・ジョレス大学
スウェーデン イェーテボリ大学

ドイツ ハンブルク大学
ハインリッヒ・ハイネ・デュッセルドルフ大学

スペイン バルセロナ自治大学

合 計

 

 

交換学生：受入（平成 ８年度）

国・地域名 大学名 人数

中国

中南林業科技大学 ３
福建師範大学 ５
雲南農業大学 １
延邊大学 ５
華中科技大学 １

韓国

啓明大学校 ３
済州大学校 ３
順天大学校 ３
ソウル市立大学校 ３
湖西大学校 １
慶熙大学校 １

台湾

国立台湾大学 ２
中山大学 社会科学院 １
国立雲林科学技術大 ５
国立台湾海洋大学 ２
国立台湾科技大学 ２

タイ

チュラロンコン大学 ３
タマサート大学 １
コンケン大学 ２
チェンマイ大学 １

インドネシア ボゴール農業大学 １
ディポネゴロ大学 ３

ラオス ラオス国立大学 ３

米国
ミシガン州立大学 １
ハワイ大学ヒロ校 １
ネヴァダ大学リノ校 １

ﾊﾟﾌﾟｱﾆｭｰｷﾞﾆｱ パプア･ニューギニア大学 ２
ドイツ ハインリッヒ・ハイネ・デュッセルドルフ大学 １

フランス リール科学技術大学 ４
トゥールーズ・ジャン・ジョレス大学 ３

スウェーデン イェーテボリ大学 ３
スペイン バルセロナ自治大学 ５

合 計

 

■２０１６年度 研究者の交流

本学研究者の海外派遣
区 分 人 数

科学研究費補助金 １６８

日本学術振興会 ７

独立行政法人国際協力機構 ８

国際交流奨励基金事業（琉球大学後援財団） ６

国内資金（ 大学運営費／民間企業寄附／政府・行政機関関連 ） ４６１

外国政府・研究機関等

私費 ４９

合 計 ７０４
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医学部附属病院

■病床数 （平成 年度）
病棟 診療科目 病床数

１０階

内科（結核）

腎臓泌尿器科
皮膚科

９階
内科（結核）
歯科口腔外科

８階

脳神経外科
眼科
耳鼻咽喉科
形成外科
歯科口腔外科

７階
外科
麻酔科

６階
整形外科
小児科

５階 精神科神経科

４階 産科婦人科

１階

放射線科

腎泌尿器外科
耳鼻咽喉科

－ 救急科
合 計

注 ( ) は共通病床の内数 

■入院及び外来患者数 
年度 平成

年度
平成
年度

平成
年度

平成
年度

平成
年度

事項

入
院

病床数

入院患者延数

一日平均入院患者数

平均在院日数

病床稼働率

外
来

外来患者延数

一日平均外来患者数

平均通院日数

 

土地・建物
■土地・建物
地 区 区 分 土地㎡ 建物㎡

千原地区

大学本部
法文学部・観光産業科学部
教育学部
附属学校
理学部
工学部
農学部
附属亜熱帯フィールド科学教育
研究センター（千原）

大学教育センター
附属図書館
体育施設・課外活動施設・福利施設
学生寮（千原寮）
保健管理センター
国際交流会館
機器分析支援センター（ 施設）
機器分析支援センター
環境安全施設
極低温センター
熱帯生物圏研究センター
分子生命科学研究施設
産学官連携推進機構棟
総合情報処理センター
地域国際学習センター
理系複合棟
文系総合研究棟
研究者交流施設・５０周年記念館
亜熱帯島嶼科学拠点研究棟
地域創生総合研究棟

千原地区合計

上原地区

医学部
附属病院
体育施設・福利施設
附属図書館分館
看護師宿舎

上原地区合計
奥地区 奥の山荘

瀬底地区
熱帯生物圏研究センター
瀬底研究施設
瀬底職員宿舎

瀬底地区合計

西表地区
熱帯生物圏研究センター
西表研究施設

借地

西表職員宿舎
西表地区合計

与那地区
農学部附属亜熱帯フィールド
科学教育研究センター（与那）

借地

与那職員宿舎
与那地区合計

石嶺地区 石嶺職員宿舎
志真志地区 志真志職員宿舎
前田地区 前田職員宿舎

総合計

※平成１８年度からは、建物の面積を国有財産法に基づく数値から建築基準法の数値に変更した
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平成２９年度収入・支出予算

 

人件費
19,803,046

(54%)

教育経費
1,057,657 (3%)

研究経費
885,040 (3%)

教育研究支援経費
378,163 (1%)

診療経費
9,590,365
(26%)

一般管理費
1,703,683 (5%)

目的積立金支出
505,204 (1%)

寄附金 452,949 (1%)

産学連携等研究経費
1,328,363 (4%)

引当金支出 19,242 (0%)
補助金等支出 491,417 (1%)

施設費等 350,340 (1%)

H29年度
支出予算額

36,565,469千円

運営費交付金
12,185,506

(33%)

学生納付金収入
4,013,112 (11%)

雑収入 219,336 (1%)

附属病院収入
17,000,000

(47%)

目的積立金収入
505,204 (1%)

寄附金収入 452,949 (1%)

産学連携等研究収入
1,328,363 (4%)

引当金取崩
19,242 (0%)

補助金等収入 491,417 (1%)

施設整備費補助金等
350,340 (1%)

H29年度
収入予算額

36,565,469千円

■支出予算 単位：千円

科 目 ８年度 ９年度 増▲減

人件費

教育経費

研究経費 ▲

教育研究支援経費
▲

診療経費

一般管理費 ▲

目的積立金支出

寄附金 ▲

産学連携等研究経費

引当金支出

補助金等支出

施設費等 ▲

計

 

■収入予算 単位：千円

科 目 ８年度 ９年度 増▲減

運営費交付金

学生納付金収入 ▲

雑収入

附属病院収入

目的積立金収入

寄附金収入 ▲

産学連携等研究収入

引当金取崩

補助金等収入

施設整備費補助金等
▲

計
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科学研究費助成事業等

■科学研究費助成事業採択状況

■科学研究費助成事業部局別内訳 単位：千円

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額
法文学部

法務研究科

観光産業科学部

教育学部

理学部

医学部（附属病院を含む）

工学部

農学部

熱帯生物圏研究センター

保健管理センター

生涯学習教育研究センター

総合情報処理センター

機器分析支援センター

留学生センター

外国語センター

大学教育センター

国際沖縄研究所

戦略的研究プロジェクトセンター

亜熱帯島嶼科学超域研究推進機構

合計

532,740 527,540 45,790 540,170 551,330 

255 258 237 266
294

0

200,000

400,000

600,000

0

100

200

300

400

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度

金

額( 

千

円)

件

数

金額 件数

（２０１２） （２０１３） （２０１４） （２０１５） （２０１６）
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■科学研究費助成事業種目別内訳 単位：千円

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

新学術領域研究

基盤研究（ ）

基盤研究（ ）

基盤研究（ ）

基盤研究（ ）

挑戦的萌芽研究

若手研究（ ）

若手研究（ ）

研究活動スタート支援

合計

※ 科研費（交付一覧）よりデータ抽出（間接経費を含む）。
※ 特別研究員奨励費、奨励研究、研究成果公開促進費を除く。
※ 内定発表時点のデータに基づく。

■その他の補助金事業採択状況 単位：千円

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

厚生労働科学研究費補助金

科学技術人材育成費補助金

合計
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■平成２８年度 公開講座  

講座種類 講座数 講師数 募集人員 受講人数

公開講座

公開授業 －
高大連携 －

合 計

■平成２８年度 外部資金等受入状況
区 分 受入件数 受入金額（千円）

民間等との共同研究

受託研究

寄附金

合 計平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

受入件数

共同研究

受託研究

奨学寄附金

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

受入件数

奨学寄附金

受託研究

共同研究

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

受入金額

奨学寄附金

受託研究

共同研究
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学生数
■学部学生 平成 年 月 日現在（ ）

※在籍者数には、外国人及び休学者を含み、内数
■大学院生（修士） （ ’s Program） 平成 年 月 日現在（ ）

■大学院生（博士） （ ）

■大学院生（専門職） （ ）

■鹿児島大学大学院連合農学研究科

※下段は本学の教員が指導する学生数で内数
■専攻科

■教育学部 附属小学校

■教育学部 附属中学校

学部 入学定員 収容定員
３年次

編入定員 １年次 年次 年次 年次 年次 年次 合計
医学部は２年次編入 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

法文学部

観光産業科学部

教育学部 ‐
理学部 ‐
医学部

工学部

農学部

計

研究科 入学定員 収容定員 １年次 年次 合 計
男 女 計 男 女 計 男 女 計

人文社会科学研究科 博士前期課程

観光科学研究科

教育学研究科

医学研究科

保健学研究科 博士前期課程

農学研究科

理工学研究科 博士前期課程

計

研究科 入学定員 収容定員 １年次 年次 年次 年次 合 計
男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

人文社会科学研究科 博士後期課程

医学研究科

保健学研究科 博士後期課程

理工学研究科 博士後期課程

計

研究科 入学定員 収容定員 １年次 年次 年次 合 計
男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

教育学研究科

法務研究科

計

研究科 入学定員 収容定員 １年次 年次 年次 合 計
男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

農学研究科

特別支援教育特別専攻科 知的障害教育専攻
入学定員 収容定員 １年次 合 計

男 女

学級数 入学定員 収容定員 １年次 年次 年次 年次 年次 年次 合 計
男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

学級数 入学定員 収容定員 １年次 年次 年次 合 計
男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計
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入学・卒業後の状況
■学部入学者状況

学部 入学定員 志願者数 倍率 合格者 入学者
県内 県外 その他 計 県内 県外 その他 計

法文学部
観光産業科学部
教育学部
理学部
医学部
工学部
農学部

合 計

■大学院等入学者状況
研究科 入学定員 志願者 受験者 合格者 入学者 留学生

私費 国費
人文社会科学研究科 （博士前期課程
観光科学研究科（修士課程
教育学研究科（修士課程
医学研究科（修士課程
保健学研究科（博士前期課程
理工学研究科（博士前期課程
農学研究科（修士課程
人文社会科学研究科 博士後期課程
医学研究科（博士課程
保健学研究科（博士後期課程
理工学研究科（博士後期課程
教育学研究科（専門職学位課程）
法務研究科（専門職学位課程

合 計

■専攻科入学者状況

■卒業後の状況 平成２９年４月末現在

学部 卒業者 進学者 就職希望者 就職者 就職率（％） その他
法文学部
観光産業科学部
教育学部
理学部
工学部
農学部
医学部保健学科

合 計
医学部医学科
※医学部医学科の｢就職者｣は、臨床研修医であるため欄外に記載した。
※｢その他｣は、公務員・教員志望者、大学院受験希望者、留学・研究生等です。

研究科 修了者 進学者 就職希望者 就職者 就職率（％） その他

修
士
・
博
士
前
期
課
程

人文社会科学研究科
観光科学研究科
教育学研究科
医学研究科
保健学研究科
理工学研究科 工学系
理工学研究科 理学系
農学研究科

合 計

博
士
・
博
士
後
期
課
程

人文社会科学研究
医学研究科
保健学研究科 －
理工学研究科 工学系
理工学研究科 理学系

合 計

特別支援教育特別専攻科 知的障害教育専攻
入学定員 志願者 受験者 合格者 入学者
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年度別卒業者 修了者 数
■短期大学部

卒業年度 人数

昭和 年度～ 年度

平成元年度

合計
 

■大学院 修士課程
(Master’ｓ

修了年度 人数
昭和 年度

～ 年度
平成元年度

合計

 

■大学院 博士課程
修了年度 人数
平成２年度

合計
※（ ）は、論文審査による学位授与者数で外数
※［ ］は、単位取得後退学した課程博士で外数  
■大学院（専門職学位課程）

修了年度 人数
平成 年度

合計
 

■専攻科
修了年度 人数
昭和 年度
～ 年度

平成元年度

合計
 

■学部
卒業年度 人数

正規課程 短期課程
昭和 年度～ 年度

平成元年度

合計
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職員数 （平成 年 月 日現在、 ）

■役員数

※非常勤監事〈１名〉含む

■教職員数
教員

教授 准教授 講師 助教

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

広報室

基金室

監査室
上原地区ｷｬﾝﾊﾟｽ
移転推進室
大学本部

法文学部

観光産業科学部

大学院法務研究科

教育学部

大学院教育学研究科

教育学部附属小学校

教育学部附属中学校

理学部

医学部

大学院医学研究科

医学部附属病院

工学部

農学部
農学部附属亜熱帯ﾌｨｰﾙﾄﾞ
科学教育研究ｾﾝﾀｰ

附属図書館

熱帯生物圏研究センター

地域連携推進機構

研究推進機構

研究基盤センター ０

総合情報処理センター

グローバル教育支援機構

国際沖縄研究所

亜熱帯島嶼科学超域研究推進機構

ジェンダー協働推進室

合計

※休職者及び育児休業者は含まない ※特命教員は（ ）で内数

役員等

男 女 計
学長

理事
監事
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教員 職員
教職合計

教諭 研究員 小計 事務・技術系等

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

平成２９年５月１日現在（ ）

■総合計
男 女 合計

役員
教員
職員

合計
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社会貢献活動
 協定等
 産業界
締結年度 連携名 連携先名 連携分野

平成 年度
沖縄ツーリスト株式会社と国立大学法人琉球大学観光
産業科学部との包括連携に関する協定書 沖縄ツーリスト株式会社

（１） 教育，研究，文化の発展・向上における相互支援
（２） 甲の社員と，乙の学生及び教職員の相互交流
（３） 乙の人材育成・キャリア形成に資する支援
（４） 甲の業務に乙の学生及び教職員の研究成果・活動を活かすこと
（５） 地域社会の発展・活性化
（６） その他，前条の目的を達成するために必要な事項
（※甲：沖縄ツーリスト，乙：観光産業科学部）

平成 年度
日本トランスオーシャン航空株式会社と国立大学法人
琉球大学観光産業科学部との包括連携に関する協定書

日本トランスオーシャン
航空株式会社

（１） 教育，研究，文化の発展・向上における相互支援
（２） 甲の社員と，乙の学生及び教職員の相互交流
（３） 乙の人材育成・キャリア形成に資する支援
（４） 甲の業務に乙の学生及び教職員の研究成果・活動を活かすこと
（５） 地域社会の発展・活性化
（６） その他，前条の目的を達成するために必要な事項
（※甲：日本トランスオーシャン航空，乙：観光産業科学部）

平成 年度
株式会社琉球銀行と琉球大学大学院法務研究科との
学修支援等についての連携・協力に関する協定 琉球銀行

（１） リーガル・サポート制度
（２） インターンシップ
（３） 就職支援
（４） 法律問題（法改正等） についての情報交換
（５） 琉球銀行における人材育成
（６） その他，前条の目的を達成するために必要な事項

平成 年度
株式会社沖縄銀行と琉球大学大学院法務研究科との
学修支援等についての連携・協力に関する協定 沖縄銀行

（１） リーガル・アシスタント制度
（２） インターンシップ
（３） 就職支援
（４） 法律問題（法改正等） についての情報交換
（５） 沖縄銀行における人材育成
（６） その他，前条の目的を達成するために必要な事項

平成 年度
国立大学法人琉球大学産学官連携推進機構と株式会社
琉球銀行との産学連携の協力推進に関する協定書

株式会社琉球銀行
コンサルティング事業部

（１） 「産」と「学」の人材マッチング及び起業人材の育成
（２） 産業の創出及び事業化への知的財産等の活用
（３） 研究シーズと企業ニーズのマッチングに係る情報発信
（４） その他，相互の有する資源及びネットワークを活用し沖縄地域住民の

暮らしの向上や地域の発展のための取組み

平成 年度
国立大学法人琉球大学と西原町及び西原町商工会との
包括連携協定書 西原町，西原町商工会

（１） 創造性のあるまちづくりの推進
（２） 情報化社会の構築
（３） ・ボランティア活動の促進
（４） 環境保全及び防災対策の推進
（５） 地域医療・保健及び福祉の向上
（６） 農業・漁業・商工観光業及び 次産業化推進
（７） 地域ブランドの創出
（８） 教育・学術・文化の振興，生涯学習の推進及び人材育成
（９）その他三者が協議の上，連携・協力することが必要と認められる事項

平成 年度
国立大学法人琉球大学産学官連携推進機構と株式会社
沖縄銀行との連携に関する協定書

株式会社沖縄銀行総合企画本部
経営企画グループ

（１） 人材育成
（２） 産業育成

平成 年度
国立大学法人琉球大学産学官連携推進機構とコザ信用
金庫との産学連携に係る協定書 コザ信用金庫お客様支援室

（１） 地域経済の活性化，地域経済の発展
（２） 新規事業，新商品及び新技術の創出
（３） 大学の研究シーズと地域中小企業のニーズに係るマッチング支援
（４） 地域中小企業の創設及び再生

平成 年度
国立大学法人琉球大学産学官連携推進機構と一般財団
法人日本立地センターとの包括連携に関する協定書

一般財団法人日本立地センター
地域イノベーション部

両者が有する地域産業支援のための資源，ノウハウ及びネットワークを活用
すること

平成 年度
国立大学法人琉球大学産学官連携推進機構と公益財団
法人沖縄県産業振興公社との包括連携に関する協定書

公益財団法人沖縄県産業振興公社
産業振興部産業振興課

両者が有する地域産業支援のための資源，ノウハウ及びネットワークを活用
すること

平成 年度
国立大学法人琉球大学と沖縄振興開発金融公庫との
沖縄地域の産学連携に係る協力推進に関する覚書 沖縄振興開発金融公庫 シーズ・ニーズの連携調整，技術相談，情報提供，その他産学連携の推進

 教育・研究機関
締結年度 連携名 連携先名 連携分野

平成 年度 独立行政法人国際協力機構と国立大学法人琉球大学
との連携協力に関する覚書

独立行政法人国際協力機構
沖縄国際センター

（１）国際協力人材育成のための教育プログラムの実施
（２） 研修員・留学生の受入れ及びそのための協力
（３）教員，職員等の 調査団への派遣
（４）教職員等の 専門家としての派遣
（５）教職員等及び学生の 活動への参加に対する支援
（６）大学による 活動と連携した教育・研究活動の実施及び 職員の参加
（７）施設の相互利用促進
（８）前各号に掲げるもののほか，双方が合意する事項 
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締結年度 連携名 連携先名 連携分野 
平成 年度

大学共同利用機関法人人間文化研究機構国立国語研究所と
国立大学法人琉球大学国際沖縄研究所との連携・協力に
関する協定

大学共同利用機関法人
人間文化研究機構国立国語研究所

消滅危機言語・方言に関する学術交流，その他の諸活動の発展に向けた連携協力の
推進

平成 年度 国立大学法人琉球大学と国立研究開発法人港湾空港
技術研究所 研究連携・協力に関する協定

国立研究開発法人
港湾空港技術研究所

（１）共同研究等の連携・協力
（２）人材交流，人材育成のための協力
（３）セミナー，シンポジウム，講演などの実施
（４）その他本目的を達成するために必要な連携・協力

平成 年度 琉球大学と国立天文台との業務協力・連携協定
石垣島国立天文台，石垣市，
石垣市教育委員会，沖縄県立
石垣青少年の家，

法人八重山星の会

講義の開講，教育，共同研究，施設利用，職員の連携，社会貢献事業その他

平成 年度 琉球大学と沖縄科学技術大学院大学との連携協力に
関する基本協定 沖縄科学技術大学院大学 教育，研究，産学官連携，国際交流，職員の交流，その他

平成 年度 琉球大学熱帯生物圏研究センターと国際マングローブ
生態系協会との連携協力に関する協定

法人
国際マングローブ生態系協会 学術情報の収集，研究交流等

平成 年度 琉球大学農学部と沖縄工業高等専門学校との教育研究
交流に関する協定 沖縄工業高等専門学校 教育・研究の連携・協力，単位互換， 研修，共同研究の推進，その他

平成 年度 琉球大学工学部と沖縄工業高等専門学校との教育研究
交流に関する協定 沖縄工業高等専門学校 教育研究の連携・協力，単位互換，共同研究の推進，教員の交流，その他

平成 年度 琉球大学教育学部と北海道教育大学教育学部釧路校
との教育・研究交流協定 北海道教育大学教育学部釧路校 教育・研究交流，地域との連携，施設利用，情報提供・利用，その他

自治体・行政機関
締結年度 連携名 連携先名 連携分野

平成 年度
南城市と国立大学法人琉球大学及び公立大学法人名桜
大学による地域における雇用創出・若者定着に係る
協定書

南城市，名桜大学

（１）地域課題（ニーズ）の把握・提供，雇用関連の情報提供
（２）雇用創出・若者定着に向けた教育，人材育成
（３）既存産業の活性化，新産業の創出に向けた取組
（４）学生の実践教育における場の提供
（５）その他，目標を達成するために，甲，乙，丙が必要と認める取組
（※甲：南城市，乙：琉球大学，丙：名桜大学）

平成 年度
うるま市と国立大学法人琉球大学及び公立大学法人
名桜大学による地域における雇用創出・若者定着に
係る協定書

うるま市，名桜大学

（１）地域課題（ニーズ）の把握・提供，雇用関連の情報提供
（２）雇用創出・若者定着に向けた教育，人材育成
（３）既存産業の活性化，新産業の創出に向けた取組
（４）学生の実践教育における場の提供
（５）その他，目標を達成するために，甲，乙，丙が必要と認める取組
（※甲：うるま市，乙：琉球大学，丙：名桜大学）

平成 年度
国頭村と公立大学法人名桜大学及び国立大学法人琉球
大学による地域における雇用創出・若者定着に係る
協定書

国頭村，名桜大学

（１）地域課題（ニーズ）の把握・提供，雇用関連の情報提供
（２）雇用創出・若者定着に向けた教育，人材育成
（３）既存産業の活性化，新産業の創出に向けた取組
（４）学生の実践教育における場の提供
（５）村内の関係機関（国頭村商工会，国頭村観光物産株式会社等）との連携
（６）その他，目標を達成するために，甲，乙，丙が必要と認める取組
（※甲：国頭村，乙：名桜大学，丙：琉球大学）

平成 年度
大宜味村と公立大学法人名桜大学及び国立大学法人
琉球大学による地域における雇用創出・若者定着に
係る協定書

大宜味村，名桜大学

（１）宿泊施設の確保に向けた取組
（２）地域課題（ニーズ）の把握・提供，雇用関連の情報提供
（３）雇用創出・若者定着に向けた教育，人材育成
（４）既存産業の活性化，新産業の創出に向けた取組
（５）学生の実践教育における場の提供
（６）各種ツーリズムを推進するためのプログラム開発及び人材育成
（７）世界自然遺産登録及び観光，物産品等の情報発信
（８）その他，目標を達成するために，甲，乙，丙が必要と認める取組
（※甲：大宜味村，乙：名桜大学，丙：琉球大学）

平成 年度
宮古島市と国立大学法人琉球大学及び公立大学法人
名桜大学による地域における雇用創出・若者定着に
係る協定書

宮古島市，名桜大学

（１）既存産業の活性化，新産業の創出に向けた取組
（２）環境・エネルギー分野における雇用・交流の促進
（３）地域コミュニティを維持し，持続可能な地域づくりを目指す取組
（４）その他，目標を達成するために，甲，乙，丙が一致して必要と認める取組
（※甲：宮古島市，乙：琉球大学，丙：名桜大学）

平成 年度
久米島町と国立大学法人琉球大学及び公立大学法人
名桜大学による地域における雇用創出・若者定着に
係る協定書

久米島町，名桜大学

（１）地域課題（ニーズ）の把握・提供，雇用関連の情報提供
（２）雇用創出・若者定着に向けた教育，人材育成
（３）既存産業の活性化，新産業の創出に向けた取組
（４）学生の実践教育における場の提供
（５）第一次産業から第三次産業分野におけるリーダー育成
（６）その他，目標を達成するために，甲，乙，丙が必要と認める取組
（※甲：久米島町，乙：琉球大学，丙：名桜大学）

平成 年度
石垣市と国立大学法人琉球大学及び公立大学法人名桜
大学による地域における雇用創出・若者定着に係る
協定書

石垣市，名桜大学

（１）地域課題（ニーズ）の把握・提供，雇用関連の情報提供
（２）雇用創出・若者定着に向けた教育，人材育成
（３）既存産業の活性化，新産業の創出に向けた取組
（４）学生の実践教育における場の提供
（５）その他，目標を達成するために，甲，乙，丙が必要と認める取組
（※甲：石垣市，乙：琉球大学，丙：名桜大学）

平成 年度 沖縄県インターンシップの取り扱いに関する協定書 沖縄県総務部人事課 琉球大学に所属する学生の職業意識の向上及び県行政に対する理解を深めること

平成 年度 那覇市と琉球大学大学院法務研究科との「性の多様性の
尊重」についての連携・協力に関する協定 那覇市

（１）法的アドバイス
（２）法律相談
（３）国際的状況を含む知識提供
（４）研修の実施
（５）会場の提供
（６）広報
（７）その他，前条の目的を達成するために必要な事項
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締結年度 連携名 連携先名 連携分野

平成 年度 沖縄県と琉球大学及び名桜大学による地域における
雇用創出・若者定着に係る協定書 沖縄県，名桜大学

（１）地域課題（ニーズ）の把握・提供，雇用関連の情報提供
（２）雇用創出・若者定着に向けた教育，人材育成
（３）既存産業の活性化，新産業の創出に向けた取組
（４）学生の実践教育における場の提供
（５）公益財団法人沖縄県産業振興公社，一般財団法人沖縄観光コンベン

ションビューロー等の県の外郭団体との連携
（６）沖縄県工業技術センター等の公設試験研究機関との共同研究
（７）その他，目標を達成するために，甲，乙，丙が必要と認める取組
（※甲：沖縄県，乙：琉球大学，丙：名桜大学）

平成 年度 宜野湾市と国立大学法人琉球大学との包括連携協定書 宜野湾市

（１）まちづくり・地域づくりの推進
（２）保健医療，福祉の向上
（３）防災対策
（４）教育，人材育成
（５）文化の振興
（６）観光リゾート産業や農林水産業をはじめとする各種産業の振興
（７）環境の保全と循環型社会の構築
（８）前各号に掲げるもののほか，本協定の目的を達成するために必要な事項

平成 年度 沖縄県と国立大学法人琉球大学との包括連携・協力に
関する協定書 沖縄県

（１）環境の保全及び緑化の推進
（２）文化の振興
（３）保健医療，福祉の向上
（４）共助・共創型地域づくりの推進
（５）観光リゾート産業や農林水産業をはじめとする各種産業，科学技術の

振興
（６）雇用創出，若者定着の取組
（７）離島の振興
（８）国際交流の推進
（９）教育，人材育成
（ ）前各号に掲げるもののほか，本協定の目的を達成するために必要な

事項

平成 年度 国立大学法人琉球大学と一般財団法人沖縄美ら島財団
との包括連携協力に関する協定書 一般財団法人沖縄美ら島財団

（１）調査・研究
（２）教育・人材の育成
（３）環境の保全
（４）観光・文化の振興
（５）産学官連携・技術開発
（６）その他相互が協議の上必要と認める事項

平成 年度 サイバー犯罪対策に係る連携した取組に関する協定 沖縄県警察本部生活安全部
サイバー犯罪対策課 サイバー犯罪

平成 年度 奄美群島広域事務組合と国立大学法人琉球大学との
奄美群島における包括連携・協力に関する協定書 奄美群島広域事務組合 奄美群島における新産業の創出，既存産業の振興，産業人材の育成，雇用

対策，その他必要と認める分野

平成 年度 （再掲）国立大学法人琉球大学と西原町及び西原町
商工会との包括連携協定書 西原町，西原町商工会

（１）創造性のあるまちづくりの推進
（２）情報化社会の構築
（３） ・ボランティア活動の促進
（４）環境保全及び防災対策の推進
（５）地域医療・保健及び福祉の向上
（６）農業・漁業・商工観光業及び 次産業化推進
（７）地域ブランドの創出
（８）教育・学術・文化の振興，生涯学習の推進及び人材育成
（９）その他三者が協議の上，連携・協力することが必要と認められる事項

平成 年度 国立大学法人琉球大学と読谷村との包括連携協定書 読谷村企画政策課

（１）地域づくり・村づくりの推進
（２）農業・漁業・観光業及び産業の振興
（３）環境の保全及び防災対策の推進
（４）保健・医療・福祉の向上
（５）教育・学術・文化の振興，生涯学習の推進
（６）ボランティア活動プログラムの実施等

平成 年度 国立大学法人琉球大学と長崎県松浦市との鷹島神崎
遺跡に関する連携協定 長崎県松浦市 鷹島神崎遺跡の発掘調査に関すること，その他

平成 年度 琉球大学附属図書館と沖縄県立図書館の相互貸借に
関するとりきめ 沖縄県立図書館 沖縄県立図書館市町村巡回車による交互貸借

平成 年度 琉球大学教育学部と中城村教育委員会との連携・協力に
関する協定：とよみネット 中城村教育委員会 教育・研究の連携・協力

平成 年度 中城村と琉球大学との包括連携協定 中城村

（１）地域づくり・まちづくりの推進
（２）地域の特産など地域資源を活用した観光振興や産業振興など，地域

経済の発展
（３）環境の保全及び防災対策の推進
（４）保健・医療・福祉の向上
（５）教育・学術・文化の振興，生涯学習の推進
（６）ボランティア活動プログラムの実施
（７）その他相互が協議の上連携協力することが必要と認められる事項

平成 年度 琉球大学教育学部と石垣市教育委員会の連携・協力に
関する協定 石垣市教育委員会 児童・生徒の学力向上，教師の指導力向上に関する連携・協力，その他

平成 年度 国立大学法人琉球大学工学部と沖縄総合事務局開発
建設部との包括的連携・協力に関する協定 沖縄総合事務局開発建設部 教育・研究の向上，地域社会への貢献，安全・安心な地域作りの推進，その他

平成 年度 沖縄県と国立大学法人琉球大学との産業振興に関する
連携協定 沖縄県 産業創出，振興，産業人材の育成，雇用対策，その他

平成 年度 国立大学法人琉球大学教育学部と宜野湾市教育委員会
との連携･協力に関する協定書：はごろもネット 宜野湾市立教育研究所 教育・研究の向上，幼児・児童・生徒への教育の向上を目指した協働事業，その他

平成 年度 宮古島市教育委員会と琉球大学教育学部の連携･協力に
関する協定書：ずみ！ネット 宮古島市教育研究所 教育・研究の向上，幼児・児童・生徒への教育の向上を目指した協働事業，その他

平成 年度 琉球大学教育学部･那覇市教育委員会の連携･協力に
関する協定書： ネット 那覇市立教育研究所 教育・研究の向上，幼児・児童・生徒への教育の向上を目指した協働事業，その他

平成 年度 琉球大学教育学部と竹富町教育委員会の連携・協力に
関する協定 竹富町教育委員会 教育・研究の向上，幼児・児童・生徒への教育の向上を目指した協働事業，その他

平成 年度 琉球大学と沖縄県教育委員会との高大連携事業に関する
協定書 沖縄県教育委員会 教育研究の活性化，県立高等学校における教育活動の活性化を図ること
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医療機関
締結年度 連携名 連携先名 連携分野

平成 年度 国立大学法人琉球大学医学部及び同附属病院の移設に
必要な用地の取得等に関する協定書

宜野湾市
宜野湾市土地開発公社

宜野湾市土地開発公社は，琉球大学からの委託を受け，土地取得の期限までに，
事業用地に必要な面積を取得する。
琉球大学は，宜野湾市土地開発公社が取得した事業用地について，土地取得の
期限から概ね５年を目途に，予算の範囲内で確実に再取得を行う。

平成 年度 遠隔病理診断業務委託契約 県立宮古病院，県立八重山病院 遠隔病理診断業務

平成 年度 病理診断業務委託契約
独立行政法人国立病院機構
沖縄病院，ハートライフ病院，
中頭病院，中部徳洲会病院，
南部徳洲会病院

病理診断業務

平成 年度 救急業務提携契約

南部地区 協議会（島尻
消防，清掃組合，那覇市
消防，浦添市消防，糸満市
消防，久米島町消防，東部
消防組合，豊見城市消防）

（１）救急救命士の特定行為に係る指示要請，救急活動実施上の必要な指導，
助言

（２）救急救命士の特定行為及び救急隊員の応急処置に対する医学的な観点からの
事後検証

平成 年度 連携医療機関契約 那覇市立病院

甲における観血的治療（経皮的冠動脈形成術，カテーテルアブレーション，クライ
オアブレーション 等）に際し，合併症による，緊急処置，手術等の必要時に
おいて乙での緊急対応をとること
※甲：地方独立行政法人那覇市立病院，乙：琉球大学医学部附属病院

平成 年度 救急救命士に対する医師の包括的・具体的指示及び，
病居実習に関する協定書 中城北中城消防組合

（１）救急救命士が行う救急救命処置に対する医師による包括的及び具体的な
指示

（２）救急救命士その他の救急隊員が行う応急処置等に対する医師による
指導及び助言

（３）救急救命士の病院実習
（４）救急隊員の病院実習
（５）救急救命士及び救急隊員の事後検証
（６）救急業務に関して必要な指導及び助言

 研修会、セミナー等
本学主催

研修会等名 部局名
〈共催等機関〉 実施場所 対象者 活動の概要

産学連携サービス経営人材育成
事業シンポジウム「サービス
産業を盛り上げる！」

観光産業科学部 ホテル シティ那覇 地元企業・一般市民・
市町村・観光業界・学生

経済産業省によるサービス産業の高付加価値化・生産性向上を図るための
取り組みについての講演，沖縄県ホテル協会の事例紹介，学生による課題
解決提案発表を行い，沖縄県のサービス産業を盛り上げるきっかけを作
る。

特別セミナー
観光産業科学部
＜旅行ビジネス研究
学会＞

琉球大学 一般市民・市町村・
観光業界・学生

香港理工大学ホテル＆ツーリズムマネジメント学部，天主教輔仁大学
レストラン・ホテル＆施設経営学部（台湾），大阪商業大学（沖縄出身者）
から講師を招聘し，島嶼地域の観光について講義を行い，沖縄観光の発
展の鍵を探る。

第１０回発達支援教育実践セミナー

教育学部附属発達支援
教育実践センター
＜沖縄県・沖縄県教育
委員会・沖縄県発達
障害者支援センター＞

琉球大学医学部臨床
講義棟大講義室
サテライト会場：
宮古島，久米島

教員・保育士・保護者・
心理士等専門家 発達支援教育実践センターの公開成果報告および奨励講師による講演

フレッシュ先生応援セミナー
（教師塾）

教職大学院
＜沖縄市教育委員会等＞ 沖縄市役所会議室等 初任者・若手教員

初任者及び若い教師を対象とした学習会。学習指導，生徒指導を中心に
現場の教師が抱える課題をテーマに取り上げて，講演やワークショップを
行った。

日本語支援を学びたい皆さんの
ための研修会

教育学部
＜沖縄県教育委員会＞

琉球大学研究者交流
施設 周年記念館

学校教員，日本語支援員，
保護者，大学生，一般市民等

日本語を母語としない児童生徒の言語能力を測定するための方法ＤＬＡ
（ ）の使い方を学ぶための研修会。

理学部 北谷町） アメリカの高校生 アメリカの高校生に海洋生物学について指導

出前講座
「液体窒素と超伝導の実験」
（坂田小学校）

理学部物質地球科学科
物理系 坂田小学校 小学６年生 液体窒素と超伝導の実験を行った。

消防職員初任教育 講義） 理学部海洋自然科学科
化学系 沖縄県消防学校 消防学校学生 「消防理化学・実験」と題して化学変化の概要 燃焼の基礎知識 消火

理論と消火剤についての講義

「おきなわ石の会」総会・講演会 理学部 理系複合棟
・ 教室 一般 アワ石石灰岩はいつどのようにしてできたか？

沖縄生物学会第 回大会
公開シンポジウム 理学部 理系複合棟

・ 教室 教員・学生・一般市民 「アクティブラーニングの視点で沖縄における海の生物・環境教育の深化を
考える」 公開シンポジウムを実施

出前講座
｢液体窒素と超伝導の実験 ブーメ
ランとリング飛行機の工作」

理学部物質地球科学科
物理系 嘉数小学校 小学４年生 液体窒素と超伝導の実験 ブーメランとリング飛行機の工作を行った。

出前講座
「液体窒素と超伝導の実験」
（那覇市教育委員会教育相談課）

理学部物質地球科学科
物理系

那覇市教育委員会
教育相談課 小学生・中学生 液体窒素と超伝導の実験を行った。

公開シンポジウム
『琉球列島の植物の多様性と

絶滅危惧植物の現状』
理学部 沖縄県立

博物館・美術館 一般市民 公開シンポジウムで講演「琉球列島の植物の多様性と絶滅危惧植物の現状」

市民公開シンポジウム
「琉球列島の自然を守っていく
ために－絶滅危惧植物の現状」

理学部 沖縄県立
博物館・美術館 一般市民 「琉球列島の植物の多様性と絶滅危惧植物の現状」講演を行った。
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研修会等名 部局名
〈共催等機関〉 実施場所 対象者 活動の概要

 
日本植物学会
第 回沖縄大会公開シンポジウム
「黒船から始まった沖縄の植物学」

理学部 沖縄県立
博物館・美術館 一般市民 「世界自然遺産候補地沖縄の植物－過去と現在－」

与那国島防災気象講演会 理学部 与那国島 一般市民 「台風の予報と防災」を行った。台風の予報がどのように作られている
のか、どのように対策を取るべきかについて研究を紹介した。

久部良小学校お天気教室 理学部 与那国島 小学生と教員
防災啓発ビデオ「急な大雨・竜巻・雷から身を守ろう！」を上映し、内容に
ついて復習を行い、続いて、竜巻、大気圧、熱気球、雲発生の各実験を行
った。

講演『沖縄における地震・津波
等の自然災害について』 理学部 那覇自治会 自治会長及び役員 地震・津波についての講話を行った。

消防職員に対する教育（危険物科） 理学部 沖縄県消防学校 消防職員 「危険物化学」と題して危険物の概要，危険性，性状，指定可燃物等に
ついての講義

市民公開講座
沖縄県関節リウマチセミナー

医学部整形外科，
沖縄リウマチ薬研究会
＜那覇市，沖縄県薬剤
師会，公益社団法人日本
リウマチ友の会＞

沖縄県立
博物館・美術館講堂 一般市民・医療従事者 リウマチについての最新の治療法紹介と服薬に際しての注意喚起及び 名の

パネリストを招いて質疑応答を行った。

皮膚科リサーチセミナー 医学部附属病院皮膚科 大学院セミナー室 沖縄県皮膚科医 生涯教育事業として会員諸先生方へ最新医療情報をお伝えするという目的

市民公開講座
熱中症フォーラム
（※毎年開催）

医学部整形外科
＜沖縄県，沖縄県医師会
医学会，沖縄県薬剤師
学会，沖縄県自転車競技
連合・沖縄県体育協会＞

国立劇場
おきなわ小劇場 一般市民・医療従事者 熱中症が増える時期に合わせ，県外から 名の講師を招き熱中症についての

正しい知識の啓蒙活動を行った。

看護研究発表における効果的な
プレゼンテーション方法 医学部附属病院 琉球大学医学部 看護師 看護研究発表における一般的なプレゼンテーションの方法について講義し，

さらに での発表資料の作成方法について具体的に説明を行った。

沖縄県臨床心理士会
第 回特別研修会

医学部附属病院
認知症疾患医療センター 沖縄国際大学 臨床心理士 認知症の一般的知識と認知症のケアについて心理士向けに講演を行った。

第 回放射線部セミナー 医学部附属病院
放射線部

医学部
臨床講義棟小講義室

診療放射線技師・医師・看
護師・その他の医療従事者

県内の診療放射線技師と医師・看護師・その他の医療従事者を対象に，
チーム医療としてのそれぞれの役割について学んでいくセミナー

海外研修報告会

医学部保健学科成人・
老年看護学講座成人・
がん看護学分野
＜名桜大学人間健康学部，
沖縄県立看護大学＞

ムーンテラス東崎 看護学生

海外研修を経験した学生に，それぞれの研修での学びについて報告し，
その後，筑波大学医学医療系 国際看護学の杉本敬子先生から，海外での
研究活動経験，将来，国際看護，国際協力活動を目指す学生へのメッセージ
について講話いただいた。

平成 年度 感染者・エイズ
患者の在宅医療・介護の環境整備
事業 実地研修

医学部附属病院・エイズ
予防財団・沖縄県保健
医療部

琉球大学医学部附属病院 看護師

感染者・エイズ患者の在宅医療・介護の環境整備を目的とし実施。
近年 治療・薬剤の進歩により，長期存命が可能となった患者へ，新たに
高齢化に伴う在宅医療や介護が必要となっている。施設側の に対する
医療知識や環境整備に取り組む知識を提供する事を目的とし，他職種の
専門家による講義を行った。

いい皮膚の日市民公開講座

臨床皮膚科医会沖縄県
支部，医学部皮膚科，
沖縄皮膚科勉強会
＜日本臨床皮膚科医会＞

国立組踊劇場 一般市民 月 日の「皮膚の日」の前後にして毎年，市民向けの公開講座を
行っている。

琉球摂食嚥下研究会 医学部耳鼻咽喉科 沖縄県医師会館 医師，管理栄養士，
看護師，その他

耳鼻咽喉科医師による講演会。
内容は【講演】①嚥下の解剖・生理について，もういちど！②嚥下内視鏡
検査（ ）③嚥下障害に対する外科的治療－誤嚥防止術を中心に－
【症例検討】①誤嚥症例に対する経口摂取訓錬②主治医と経口摂取につ
いての意見が合わず困った症例。

市民公開講座
「琉球大学ゆい健康プロジェクト
～食育とユイマールを活用した
健康づくり～」

医学部
＜日本高血圧協会沖縄
県支部，西原町＞

沖縄県博物館・美術
館 一般市民

ゆい健康プロジェクトの取組みや沖縄県の健康課題および生活習慣病予
防について講演や演劇を通して一般市民に理解を深めてもらう目的で実
施した。特別講演：日下美穂先生，演劇：オリジンコーポレーション

第三回
共焦点レーザー顕微鏡ミニ講習会

医学部附属
実験実習機器センター 基礎研究棟 一般・学生・研究者 共焦点レーザー顕微鏡の使用方法について，個別指導型の講習会を行った。

第 回機器センターセミナー
第一部 ウエスタンブロッティ
ングの基礎と抗体の活用法
第二部 免疫蛍光染色法の基礎
と抗体の活用法

医学部附属
実験実習機器センター 基礎研究棟 一般・学生・研究者

第一部ウエスタンプロッティングの基礎と抗体の活用法，第二部免疫蛍
光染色法の基礎と抗体活用法 電気泳動からウエスタンブロッティング
までの基礎的操作とトラブルシューティング，また，免疫蛍光染色の基礎
知識，染色を成功させるノウハウの説明を行った。

第 回機器センターセミナー
リアルタイム 最新の活用方法から
デジタル の新しいアプリケーション紹介

医学部附属
実験実習機器センター 基礎研究棟 一般・学生・研究者

リアルタイム のアプリケーション活用法，タンパク質の
定性解析，また， デジタル を使用し新しい研究手法の
紹介を行った。

第 回機器センターセミナー
質量分析計を用いたメタボロミクス解析

医学部附属
実験実習機器センター 基礎研究棟 一般・学生・研究者 九州大学の和泉自泰先生に質量分析計を用いたメタボロミクス関連の話題を

中心に講演を行って頂いた。

第 回機器センターセミナー
社 ラベルフリー３Ｄ

ライブセルイメージャー

医学部附属
実験実習機器センター 基礎研究棟 一般・学生・研究者

従来製品の抱える問題点を克服し，ラベルフリー，高分解能かつ最小現の
ダメージにて３ 撮影観察ができる装置の説明，デモンストレーションを
行った。

第 回機器センターセミナー
ツールの選択から

細胞樹立まで

医学部附属
実験実習機器センター 基礎研究棟 一般・学生・研究者

ゲノム編集の代表的ツールである システムについての解説，
さらに最新の ツールである の精製タンパク質を
使用し効率，特異性を飛躍的に高めた手法も解説した。

「ちゅら島の未来を創る知の
津梁」事業 島嶼医療における
看護職の臨床実践研究能力育成

医学部保健学科
沖縄県立八重山病院
医療法人
上善会かりゆし病院

病院看護師

沖縄県立八重山病院および上善会かりゆし病院の看護職に対し 看護研究に
関する学び直しの機会を提供する活動として 研究の基礎を学ぶための全体
研修や研究計画書作成から発表までの取り組みに対し個別支援を行った。
また研究の指導ができる人材を育成するために師長・副師長の査読能力を
向上させる支援を行った。

ウォータージェットに関する技術セミナー 工学部 地域創生総合研究棟
１階多目的ホール 県内在住技術者・学生

このウォータージェットの活用について，今後大きな可能性を秘めている
ことから，国内外で多くの実績がある日進機工の担当者を招いて，作動
原理から現在の業務，さらに将来的な活用分野，活用方法を最先端の例を
紹介しながら解説。県内においても今後注目される技術になる可能性あ
るため，新たな業務への参考になると考え、本セミナーを企画。  
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研修会等名 部局名
〈共催等機関〉 実施場所 対象者 活動の概要

 
出前ものづくり講座 はなさき分校，工学部

技術部
美咲特別支援学校
はなさき分校 高等部

が点灯しながら音が流れる「メロディ付クリスマスツリー」に高等部
名の生徒が挑戦した。学ぶ意欲を向上させるよう個に応じた指導を行う

ように努めた。

レーザクリーニング・表面改質
技術セミナー

工学部
＜沖縄県工業技術センター，
株式会社沖縄 ＞

沖縄県工業技術センター 県内ものづくり企業の経営
者および技術者

レーザの新しい利用技術であるレーザクリーニングの原理および活用事例の
話に続き，パルスレーザによるクリーニングと表面改質，高機能化技術の動
向と業界の動きの説明および実演を行った．

｢性の多様性に関するロースクールの
ありかた」

法務研究科
＜那覇市・沖縄弁護士会＞

琉球大学文系総合棟
室 教職員、学生、一般市民 性の多様性に関してロースクールで何ができるかを考えるシンポジウムを

企画・開催し、パネルディスカッションに登壇

企業セミナー
「電子天秤 基礎セミナー」

機器分析支援センター
＜ザルトリウスジャパン
株式会社＞

理系複合棟 学生・教職員・一般 電子天秤の基礎知識，設置場所・点検等に関するセミナー

企業セミナー
「 カラム・試料前処理セミナー」

機器分析支援センター
＜株式会社島津ジーエ
ルシー＞

理系複合棟 学生・教職員・一般 分析におけるトラブル解決方法やカラムを使用する上での注意点，
固相抽出の基礎と応用について解説

企業セミナー
「水質測定基礎セミナー
～電極 ｾﾝｻｰ を用いた水質測定の
コツ！～」

機器分析支援センター
＜東亜ディーケーケー
株式会社＞

理系複合棟 学生・教職員・一般 測定の基礎と 改正および工場排水試験方法の
改正の概要説明

企業セミナー
「質量分析セミナー」

機器分析支援センター
＜株式会社島津製作所＞ 理系複合棟 学生・教職員・一般 メタボロミクスを用いたがんバイオマーカー探索研究例や，高速・高感度

トリプル四重極質量分析計を用いたアプリケーションの照会

企業セミナー
「透過電子顕微鏡の基礎・応用

アプリケーションセミナー」

研究基盤センター
＜日本電子株式会社＞ 理系複合棟 学生・教職員・一般 透過電子顕微鏡の基礎原理および最新アプリケーションの応用事例紹介

企業セミナー
「 ・ による多角的な分析

セミナー」

研究基盤センター
＜日本電子株式会社＞ 理系複合棟 学生・教職員・一般

定量 など の最新技術や のポリマー，低分子
有機化合物，天然物等への最新応用例，海洋毒，昆中毒の構造解析での

・ 応用事例紹介

企業セミナー
「 セミナー～最新走査電子
顕微鏡法の原理とその応用～」

研究基盤センター
＜日本電子株式会社＞ 理系複合棟 学生・教職員・一般 走査電子顕微鏡の基礎原理および最新アプリケーションの応用事例紹介

企業セミナー
「バイオ基礎実験セミナー」

研究基盤センター
＜ナカライテスク株式会社＞

亜熱帯島嶼科学
拠点研究棟 学生・教職員・一般 免疫組織染色，電気泳動，ウエスタンブロッティングの基礎について解説

企業セミナー
「高精度３ プリンタ 事例紹介・

サンプル展示会」

研究基盤センター
＜株式会社キーエンス＞ 理系複合棟 学生・教職員・一般 高精細 プリンタの活用事例，シリコーンゴム材料等の紹介

寒剤を用いた理科教育支援 研究基盤センター 極低温施設 小中高校の理科教員等
主に液体窒素を用いた理科の授業や文化祭出展などに対して、寒剤提供、
容器や実験機材の貸し出し、取り扱いの安全指導、実験手法の紹介などで
支援

市民公開シンポジウム 熱帯生物圏研究センター 沖縄県立博物館・美
術館 講座室 一般市民 「絶滅危惧植物をとおしてみる沖縄の自然」というテーマで講演を行った。

公開臨海実習（沖縄で学ぶサンゴ
礁学：サンゴ礁生物、地形・地質、
および環境保全に関する実習）

琉球大瀬底研究施設・
東京大海洋アライアンス

熱帯生物圏研究センター
・瀬底研究施設 大学学部生・院生 沖縄で学ぶサンゴ礁学：サンゴ礁生物、地形・地質、および環境保全に

関する実習

新潟大学医学部・医学研究実習 熱帯生物圏研究センター
（分子生命科学研究施設）

熱帯生物圏研究センター
・分子生命科学研究
施設

医学部医学科学生 新潟大学医学部医学科の学部生の医学研究実習先として受け入れ、基礎
医学研究の重要性、必要性を実感してもらうことを目的に実習を行った。

普天間飛行場返還合意 年公開
シンポジウム 東アジアの安全保障と
沖縄 辺野古新基地は必要か

シンポジウム実行委員会，
沖縄対外問題研究会，
国際沖縄研究所

沖縄国際大学
号館 教室 一般市民

沖縄の基地をめぐる現状およびアメリカの対中政策について分析し，沖縄の
戦争経験を踏まえて培われた主体性を包含しうる｢東アジアの平和」をいかに
して生み出すのかという課題を認識した。

国際セミナー
失われた声：第二次世界大戦に
おけるパプアニューギニアの
人々の体験記録

国際沖縄研究所
国際沖縄研究所会議
室文系総合研究棟
（６０３－Ｂ

研究者，及び学外関係者 年からパプアニューギニアでおきた戦争に関する人々の記録・
オーラルヒストリープロジェクトについての報告を元に意見交換を行った。

公開ワークショップ
プエルトリコ＆沖縄 軍事化の現在

国際沖縄研究所
自律型島嶼社会の創生
に向けた「島嶼地域科
学」の体系化プロジェ
クト）

琉球大学 周年記念館 一般市民
米海軍の射爆場をめぐるプエルトリコと米国政府の関係と，米軍基地を
めぐる沖縄の日本政府と米国政府との比較をした研究報告会を元に意見
交換を行った。

女性と被害者家族に優しい沖縄の
民事陪審裁判：民事事件で市民
司法参加の可能性

国際沖縄研究所
国際沖縄研究所会議
室文系総合研究棟
（６０３－Ｂ

研究者，及び学外関係者 沖縄陪審裁判の歴史を振り返り，日本での民事陪審制度の導入について
議論した。

シンポジウム
グローバル化のなかの伝承／
伝統的知識 柳田国男論， 法，
フォークロア，そして沖縄の
これから

国際沖縄研究所
｢自律型島嶼地域社会
の創生に向けた「島嶼
地域科学」の体系化
島嶼地域研究・教育の
拠点形成 」プロジェ
クト）

沖縄県立博物館・美術館
美術館講座室 一般市民 「民族」や「伝統」といわれるものを急速に進化するグローバリゼーション

のからどのようにして守るかを知的財産という点から議論した。

公開ワークショップ
海に生きる人びとに学ぶコミュ
ニティの活かし方，つなげ方

国際沖縄研究所
｢自律型島嶼社会の創
成に向けた“島嶼地域科
学”の体系化：島嶼地
域研究・教育の拠点形
成」プロジェクト）

琉球大学 周年記念館 研究者，学生，地域の漁業者や
自治体，ＮＰＯなどの実務者

磯の海とサンゴ礁の海に生きる人々より，コミュニティの維持と技の継承に
向けた取り組み事例と課題報告，地域・島の生産者と社会とを橋渡しする
メディテーターから「つながり方」の活動紹介を行い，地域社会の暮らしや
伝統文化の継承に向けた問題を共有した。

平成 年度琉球大学学長リーダー
シッププロジェクト
「琉球諸語における「動的」言語
系統樹システムの構築を目指して」
研究シンポジウム
言語と文化と遺伝子からみた琉球
列島への人の移動

琉球列島における
「動的」言語系統樹と
ヒトの移動プロジェクト
チーム 戦略的研究プ
ロジェクトセンター，
「時空間ゲノミクス」
プロジェクト，国際沖縄
研究所

沖縄県立博物館・美術館
博物館 講座室 一般市民 琉球列島のヒトをめぐる最新の研究成果を通した議論から，琉球列島人の

ルーツを議論した。
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研修会等名 部局名
〈共催等機関〉 実施場所 対象者 活動の概要

 
熊本地震 沖縄への教訓 島嶼防災研究センター 法文学部 教室 地域企業・教員・学生 熊本阿蘇地域で生じた大地震の調査活動に関して報告し，沖縄に地震が

生じた際の教訓を述べた。

島嶼防災研究センター併任教員
報告会 島嶼防災研究センター 産学官 階交流フロアー 地域企業・教員・学生 島嶼防災研究センターの研究活動と民間企業との共同研究に関する報告会を

行った。

第 回 防災・環境シンポジウム
島嶼防災研究センター
一般社団法人沖縄県
測量建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ協会

研究者交流施設
周年記念館 地域企業・教員・学生 島嶼防災研究センターの併任教員および沖縄県内外の建設関係の専門家が

防災と環境問題に関し検討事例を紹介した。

資料展 附属図書館 図書館 階国際資料室 学生・一般利用者
琉球大学附属図書館は，国内でも数少ない 情報センターである。
学内の教職員・学生および学外者に および 資料について関心を
持ってもらうことを目的とし，毎年資料展を開催。

平成 年度琉球大学附属図書館
琉球大学博物館（風樹館）企画展
／瀬戸内町町制施行 周年記念
企画展「奄美群島の自然とくらし」

附属図書館，博物館
（風樹館），瀬戸内町
立図書館・郷土館

瀬戸内町立
図書館・郷土館 一般市民 琉球大学の図書館，博物館（風樹館）及び瀬戸内町立図書館・郷土館の

主催で企画展（資料展及び講演会）を開催した。

次世代アントレプレナー人材育成
推進事業 出前講座

地域連携推進機構
産学官連携部門，

琉球大学，名桜大学，
沖縄女子短期大学，
沖縄国際大学，沖縄
工業高等専門学校，
沖縄職業能力開発大
学校，

沖縄セルラー
パーク那覇

学内／学外
各大学等で実施している本事業と関連する既存事業において，外部講師
起業家・経営者・専門家等 を派遣し，セミナーやワークショップ等を
開催する。

次世代アントレプレナー人材育成
推進事業
ブラッシュアップセミナー

地域連携推進機構
産学官連携部門

琉球大学，沖縄女子
短期大学 学内／学外

起業に興味がある，また，将来企業を考えている学生，さらには，現在
何らかの活動を行っている学生や学生団体に向けて，地域連携推進機構の
自主講座として，県内外の起業家等を招聘し，ワークショップやトーク
サロンを開催する。

『おもちゃ作りを通して奄美大島の
エネルギーの未来を考えよう』

教育学部，地域連携推進
機構生涯学習推進部門 奄美市役所名瀬総合支所 小学４～６年生と保護者

身近な材料を用いた模型型風力発電機及び模型型電気自動車の工作･実験
を通して、再生可能エネルギーやその変換などについて学ぶ。また､地球
温暖化防止について親子で考えてみる目的で開催。

トランポ･ロビックス運動体験 宜野湾市・地域連携推進
機構生涯学習推進部門 宜野湾市中央公民館 子どもから大人 宜野湾市との包括連携協定による『健康づくり市民大会』での公開講座を

開催。

親子電子工作教室『ミニ四駆と
を題材に 徳之島』

工学部，地域連携推進
機構生涯学習推進部門

徳之島町
生涯学習センター

町内の小学６年生と
その保護者 徳之島町子ども体験学習事業の一環で公開講座を開催。親子での参加型。

トランポ･ロビックス教室 医学部，地域連携推進
機構生涯学習推進部門

宜野湾市
保険相談センター

歳から７４歳までの、
運動制限のない方

宜野湾市との包括連携協定による、宜野湾市及び周辺地域住民を対象と
した出前講座。

次世代アントレプレナー人材育成
推進事業 啓発セミナー

地域連携推進機構産学
官連携部門、
株式会社がちゆん

琉球大学 学内／学外

啓発セミナーは，アントレプレナーという生き方がキャリアの選択肢と
してあるということに「気づきを得る」ために，県内外の起業家等を招聘
してセミナーを開催する。なお，本業務は，株式会社がちゆんに再委託を
行った

『海洋学から学ぶ地震 津波防災、
地球環境 徳之島』

理学部，地域連携推進
機構生涯学習推進部門 徳之島町役場 一般市民

徳之島を含む南西諸島域は海に囲まれている為、海洋水害などに脅威に
対して常に備えなければならない。この講座では海の真の姿を知り、理解を
深める事を目指し開催。

中小企業診断士協会との連携
フォーラム

琉球大学地域連携推進
機構，一般社団法人沖縄
県中小企業診断士協会
独立行政法人中小企業
基盤整備機構沖縄事務
所，全国ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ推進
機関ﾈｯﾄﾜｰｸ

マリエールオークパイン那覇 県内企業経営者等，
産業振興関連行政機関，大学

地域資源を活用したオリジナリティーの高い商品開発を行い，非価格競争
戦略による収益性向上を図り，経営基盤・財務基盤強化による安定成長
企業を目指した支援の在り方を学ぶ。

『市民ランナーのためのランニング
科学講座･沖永良部島』

医学部，地域連携推進
機構生涯学習推進部門

知名町立知名中学校
体育館･グラウンド 小学生以上 ゆっくり、マイペースにランニングをしながら ㎞を走れる様にラン

ニングに関する科学的･医学的な知識を取り入れる為開催。

琉球大学 事業
「地域におけるジェンダー協働
意識の啓発と女性リーダー及び
理系女子学生育成プロジェクト」

琉球大学キャリアデザインフォー
ラム

ジェンダー協働推進室 本学 周年記念館，
地域創生総合研究棟 本学学生及び一般市民

国際経験豊富な招聘講師により，海外におけるジェンダーの事例や男女
共同参画の問題を地域と国際の複眼的視野で検討し，地域における男女
共同意識を地域と共に共有し考える機会をつくる。

沖縄地区大学等障がい学生支援
担当者情報交換会 障がい学生支援室 大学会館

県内の大学・短期大学及び
高等専門学校等において
障がい学生支援を担当する
事務職員等

障がい学生支援への理解を深めるとともに活発な情報を行い，継続的な
ネットワーク形成を構築することを目的に開催した。

おきなわ学生相談フォーラム
「琉球大学障がい学生支援室キック
オフミーティング」

保健管理センター・
障がい学生支援室
沖縄県教育委員会

大学会館

高等教育機関及び高等学校の
教職員，障がい学生支援に
携わる者，障がい学生支援に
関心のある者

県内の高等教育機関等の障がい学生の支援に携わる教員に対する研修も
兼ね，県内の障がい学生支援を推進することを目的として開催した。

琉球大学 事業
「地域におけるジェンダー協働
意識の啓発と女性リーダー及び
理系女子学生育成プロジェクト」

サイエンスプロジェクト 琉球
ガールズ～ ～

ジェンダー協働推進室 石垣市 県内女子高校生
国立天文台ハワイ観測所の嘉数博士及びハワイ大学の高林教授による講義・
フィールドワーク、本学学生･大学院生及び 大学院生による進路相談等
を通して、自然科学系分野への関心を高めるための活動を行った。

教員免許状更新講習 教員免許状更新講習
実施室 沖縄県教育庁

琉球大学，宮古島市，
石垣市，名護市，
沖縄市，那覇市

主に県内の幼・小・中・高等
学校教員

教員免許法第 条の に基づき免許状更新講習規則（文科省令第 号）
及び琉球大学教員免許状更新講習規程に従い講習を実施した。

国際シンポジウム 沖縄における
医療分野の研究開発の推進
～西普天間住宅地区跡地における
国際医療拠点構想及び
構想を踏まえて～

上原地区キャンパス
移転推進室
＜日本医療研究開発機
構，内閣府，沖縄県，
宜野湾市＞

沖縄コンベンションセンター
（会議場 ） 一般市民

沖縄における研究開発の推進と西普天間住宅地区跡地の利用の推進に向
けて，「国際」医療拠点にふさわしいものとなるよう議論を深める機会
とする。
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研修会等名 部局名
〈共催等機関〉 実施場所 対象者 活動の概要

 
西普天間住宅地区跡地における
国際医療拠点の形成に関する説明会

宜野湾市軍用地等地主会
上原地区キャンパス移
転推進室

宜野湾市立中央公民館
（市民会館内）
２階集会場

西普天間住宅地区跡地の土
地を所有している地主

①現在の医学部及び同附属病院の規模，②医学部及び附属病院が地域経済に
与える影響，③今年度策定を予定している基本計画の概要，を説明。
本移転計画及び国際医療拠点形成が沖縄振興に寄与することへの理解を
深める機会とする。

（２）他機関主催

研修会等名 部局名
〈共催等機関〉 実施場所 対象者 活動の概要

放送大学面接講義
「児童虐待の理解と対応」

放送大学学園
＜法文学部＞ 沖縄放送大学センター 一般市民（放送大学学生）

児童虐待をめぐる状況の基本的理解を得るために，虐待の種類や背景
（トラウマ記憶を含む），各種相談機関の役割等を説明した上で，保護
者や児童への対応について講義した。

被害者支援活動員初級養成講座
「 およびトラウマ反応の
基礎知識」

被害者支援ゆいセンター
＜法文学部＞ 南部合同庁舎 一般市民

（被害者支援活動員初級講座受講者）
被害者支援を行う上で必要な およびトラウマ反応に関して，トラ
ウマ記憶およびその日常生活における影響等を講義した。

離島特派員への講義
「沖縄の島々について学ぼう」

離島フェア実行委員会
＜法文学部＞ 奥武山球場会議室 小学生 離島フェアにおいて子ども特派員として参加する小学生に対して，沖縄

県内の島嶼地域を理解する上での基礎知識について講義した。

民生委員・児童委員研修会・講義
（中部地区）「トラウマ記憶に
配慮した児童虐待への対応」

中部福祉事務所 沖縄
県
＜法文学部＞

嘉手納文化センター大
ホール

沖縄県中部地区 市町村
の民生委員・児童委員

民生委員・児童委員として地域活動を展開する上で必要となる被虐待児童の
「試し行動」や保護者の非協力的な態度の背景にあるトラウマ記憶につ
いて講義した。

第 回沖縄県児童養護研究大
会・講演「トラウマからの回復
支援に関する基礎知識」

沖縄県社会福祉協議会，
沖縄県児童養護協議会
＜法文学部＞

沖縄県総合福祉センター
ゆいホール 沖縄県内の児童養護関連職員

被虐待児童への支援において必須であるどのような児童の特性について
トラウマ記憶との関連で説明し，具体的な支援方法の際の応用について
講演した。

児童相相談所と近節領域における
家族療法・家族援助の実際
沖縄大会・分科会
「ストレスマネジメント」

第２６回児童相談所と
近接領域における家族
療法・家族援助の実際
研修会実行委員会
沖縄県，沖縄県社会
福祉士会等
＜法文学部＞

沖縄大学 全国の児童相談所等職員 援助者におけるストレスマネジメントの必要性について，実際のエクサ
サイズの実体験を通して理解するための講義・演習を実施した。

読谷村のみんなで「子育てと近所
づきあい」を考える講座 「第
回 読谷村の子育て環境につい
て一緒に考えよう」

読谷村社会福祉協議会
読谷村
＜法文学部＞

読谷村総合福祉センタ
ー２階ホール

読谷村役場，福祉関係者，
福祉事業所，保育士，学校
関係者， ，自治会関係
者，地域住民等

地域で子育て支援を行っていく上で必要な生活ストレスが高い保護者の
特徴や，そのような家庭環境で育つ子ども達の特徴について理解し共感
的に接していくための知識を得るための講義・演習を行った。

琉球大学同窓会主催
シンポジウム

琉球大学同窓会
＜観光産業科学部＞ ホテルロイヤルオリオン 同窓会会員・一般市民・学生 琉球大学同窓会主催シンポジウムにおいて本学部教員が基調講演及び

パネリストを務めた。

沖縄県かりゆし長寿大学校
「エコツーリズムによる地域振興」

社会福祉法人
沖縄県社会福祉協議会
＜観光産業科学部＞

社会福祉法人
沖縄県社会福祉協議会 一般市民 本学部教員が沖縄県かりゆし長寿大学校講師として「エコツーリズムに

よる地域振興」の講師を行う。

紙漉き講習会 沖縄県立宮古工業高校
＜教育学部＞

沖縄県立
宮古工業高校生活情報
科棟織物実習室

生徒
宮古上布の原料植物である苧麻で紙漉きを体験しながら，ものづくりの
喜びを感じるとともに地域の自然や生活文化に興味を持ち理解を深める
ことをねらいとして，苧麻紙漉き講習を行った。

宮古島市研究主任研修会 宮古教育事務所
＜教育学部＞ 宮古教育事務所研修室 宮古地区

小中学校校内研修担当者
小中学校内研修担当者研修会の「学力向上と研究主任の役割」について
の講演・ワークショップ・指導助言

発達障がいおよび支援の必要な
子どもたちへの教育的支援及び
保育等に関する事例研究会

教育学部附属発達支援
教育実践センター
＜教育学部＞

琉球大学
共通教育棟 号館４階

教員・保育士・保護者・
心理士・言語聴覚士・精神科
医師等専門家・学生

発達障害児および支援の必要な子どもたちへの教育的支援及び保育等に
関する実践事例研究会

発達相談・教育相談・心理相談
教育学部附属発達支援
教育実践センター
＜教育学部＞

琉球大学
共通教育棟 号館４階

子どもとその保護者・教
員・保育士等

発達障害児および支援の必要な子どもとその保護者，教員等への発達相談・
心理相談

第２回宮古の織物展
「すだ～すぬぬ」ミニ講演会

すだ～すぬぬ展
実行委員会
＜教育学部＞

宮古島市
伝統工芸品センター 織物組合員，一般市民 宮古上布の歴史について講演を行った。

アクティブ・ラーニングについて 沖縄市立コザ中学校
＜教育学部＞ 沖縄市立コザ中学校 コザ中学校教職員 校内研で全教員を対象に講話を行い，その教員同士で理解を深めるため

のワークショップも行った。 回目は研究授業の指導助言を行った。

授業力向上に向けた研究主任の
役割

島尻教育研究所研究主
任研修会
＜教育学部＞

島尻教育研究所 島尻地区小中学校校内研修
担当者

授業力向上に関する講演及びワークショップ。アクティブ・ラーニングを
活用した授業の進め方

思考力を育てる授業づくり
―国語科「読む力・書く力」の
育成を通して―

宜野湾市立長田小学校
＜教育学部＞ 宜野湾市立長田小学校 宜野湾市立長田小学校教職員

研究主題に基づいて提案授業を行い，「読む力・書く力」の育成を通し
た国語科における思考力の育成を目指した授業づくりについての講演を
行った。

シークヮーサーを使った草木染め
＆紙漉き教室

大宜味村教育委員会
＜教育学部＞ 大宜味村農村改善センター 大宜味村民 高校生以上 シークヮーサーを始め，身近な植物を使ってできる草木染めと紙漉きを

実際に行った。

沖縄県ＪＳＬ児童生徒支援ネット
ワーク第１０回勉強会「沖縄県の
日本語教室の実態と課題」

沖縄県ＪＳＬ児童生徒
支援ネットワーク
＜教育学部＞

琉球大学 学校教員，日本語支援員，
保護者，大学生，一般市民等

外国につながる児童生徒を対象とした日本語教育に関わる講演会開催
および情報交換，授業実践についての検討・共有を行う。

平成２８年度宮古圏域発達障害
児（者）支援研修会

沖縄県宮古福祉事務所
＜教育学部附属発達支
援教育実践センター＞

多良間村コミュニティ施設 一般 宮古圏域における発達障害児（者）支援のため，支援者及び一般向けに
発達についての普及啓発及び理解促進を図った。

沖縄工業高校進路決断式
沖縄工業高等学校
進路指導室
＜教育学部＞

沖縄工業高等学校 ・ 年生の保護者 大学と高校の学習内容の違い，大学進学にあたっての心構え等の講話

アクティブ・ラーニング 糸満市立高嶺中学校
＜教育学部＞ 糸満市立高嶺中学校 糸満市立高嶺中学校教職員 校内研で授業研究と全教員を対象に講話を行い，その教員同士で理解を

深めるためのワークショップも行った。
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研修会等名 部局名
〈共催等機関〉 実施場所 対象者 活動の概要

 
理科授業実践講座 那覇市立教育研究所

＜教育学部＞ 那覇市立教育研究所 那覇市立教育研究所長期研
修員，那覇市立学校教員 アクティブ・ラーニングに関する講話

沖縄県教育委員会免許法認定講習 沖縄県教育委員会
＜教育学部＞

沖縄県立
埋蔵文化財センター

沖縄県公立学校教員
（２種免許保持者） 教職の意義に関する科目「教職研究」の講師

いじめの予防とその対応 南城市立知念小学校
＜教育学部＞ 南城市立知念小学校 南城市立知念小学校教職員 近年のいじめ問題の歴史的経緯を概観して，直近のいじめ問題から現在の

課題を考えた。

小・中小規模・複式学級担任講座
沖縄県立
総合教育センター
＜教育学部＞

沖縄県立総合教育センター 小規模・複式学級設置校に
勤務する教員 小規模・複式学級における教育課程編成や授業実践についての講話

平成 年度第２回沖縄市教職員
研修会「授業づくり」と「教師の
関わり」

沖縄市教育委員会
＜教育学部＞ 沖縄市民会館 沖縄市小中学校教職員 「授業づくり」を白尾，「教師の関わり」を丹野が担当して講演を行った。

「授業づくり」では国語と社会の短い模擬授業も行った。

資源エネルギー庁委託事業「講師
派遣事業」講演

一般財団法人
日本原子力文化財団
＜教育学部＞

浦添市消防本部 消防職員
消防活動時の放射線事故対応に関する講演として，Ｎ災害の基礎と災害時の
初期対応，放射線検知器の取扱いについて講演し，放射線測定器での測定
実習を実施した。

特殊教育学会自主シンポジウム 特殊教育学会
＜教育学部＞ 朱鷺メッセ 教員・心理士・その他関連

領域の専門家 約 名

『障害のある子どもたちと「ともに楽しむ」実践から育まれるもの』と
題して自主シンポジウムを企画し，話題提供した。指定討論者の別府哲氏
（岐阜大学），赤木和重氏（神戸大学）から取り組みについてコメントを
頂いた。

奈良女子大学佐保会沖縄県支部会 奈良女子大学沖縄県支部
＜教育学部＞ コスタビスタ沖縄 奈良女子大学沖縄県支部会

員

「沖縄の染め織りを訪ねて―山藍（琉球藍）と多良間花（紅花染め）」
と題して，平成 年度調査した沖縄本島本部町と多良間島の染めに
ついて講演した。

伝統工芸を支える素材にふれる
『宮古島の苧麻糸手績み』親子
教室・苧麻紙漉き

沖縄こどもみらい創造
支援機構
＜教育学部＞

ティダっこ学園 児童生徒，保護者 宮古の貴重な自然素材である苧麻の素晴らしさやものづくりの面白さを
体感することをねらいとして，苧麻紙つくり教室を開催した。

第 回 沖縄特別支援教育研究会・
分科会助言

沖縄県
特別支援教育研究会
＜教育学部附属発達支
援教育実践センター＞

沖縄県高等特別支援学校 教員 沖縄県内の特別支援学校，特別支援学級における授業研究大会

沖縄県ＪＳＬ児童生徒支援ネット
ワーク 第 回勉強会「『移動
する子ども』のことばの学びを
どう支えるか―ことばの力と
アイデンティティの視点から」

沖縄県ＪＳＬ児童生徒
支援ネットワーク
＜教育学部＞

琉球大学 学校教員，日本語支援員，
保護者，大学生，一般市民等

外国につながる児童生徒を対象とした日本語教育に関わる講演会開催
および情報交換，授業実践についての検討・共有を行う。

性教育沖縄セミナー

“人間と性”教育研究協議
会近畿サークル連絡会
沖縄県“人間と性”教育
研究協議会
＜教育学部＞

琉球大学
教育学部１階１０４教室

学生・教員・医療関係者・
一般

「平和をつくる性教育～沖縄からの発信」をメインテーマに，記念講演と
つの性教育講座を開催した。

第 回沖縄染織研究会定例発表会 沖縄染織研究会
＜教育学部＞

沖縄県立芸術大学附属
研究所 会員，一般市民 宮古地域で生産されている宮古上布の原料糸「手績み苧麻糸」の現状と

宮古苧麻績み保存会の最新の活動について報告した。

苧麻を使った卒業証書製作 宮古島市立福嶺小学校
＜教育学部＞ 宮古島市立福嶺小学校 ６年生 苧麻を使った卒業証書製作及び和紙製作技術と最新技術との関係についての

講義

芭蕉とシークヮーサーを使った
卒業証書製作

大宜味村立大宜味小学校
＜教育学部＞ 大宜味村立大宜味小学校 ６年生 芭蕉とシークヮーサーを使った卒業証書の製作と 教育の要素を取り

入れた製作活動の実践

第 回沖縄青少年科学作品展
「科学教室 ミニオール電化ハウスを
作ろう！」

沖縄電力株式会社
沖縄県・沖縄県教育
委員会・沖縄県高等学校
理科教育研究協議会・
沖縄県理科教育協会
＜教育学部＞

浦添市民体育館 小学校 年生以上の親子

照明 ・ステレオ オルゴール ・扇風機 モーター などの家電が配置
できるミニオール電化ハウスを製作し，風力発電や手回し発電機によって
発電された電気を充電しながら作動させることで，電気回路の基礎と身の
回りのエネルギーについて考える講義を行った。

支えあう大切なあなたと家族
～あなた自身が あなたのココロ
とカラダの一番の治療者に～

一般社団法人
沖縄県がん患者会連合会
金武町町役場
＜教育学部＞

琉球リハビリテーション学院 一般 教育者の立場から「 いのちの『土台』を豊かなものに ～子どもとともに
『死』を見つめ，『生きること』を考える～ 」と題して講演した。

普天間中学校校内研修 普天間中学校
＜教育学部＞ 普天間中学校 普天間中教諭 授業でみる思考力と活用について，ワークショップを交えながら概説した

天久小学校校内研修 天久小学校
＜教育学部＞ 天久小学校 天久小教諭 考える子を育てる授業づくりについて，ワークショップを交えながら概説

した

宜野湾中学校校内研修 宜野湾中学校
＜教育学部＞ 宜野湾中学校 宜野湾中教諭 学び合いでの思考力育成について，ワークショップ，概説，場面紹介などを

行った

若者リーダーフォーラム 明るい選挙推進協会
＜教育学部＞ 沖縄産業支援センター 選挙推進グループ員など クリティカル・シンキングの必要性などについて概説を行った

西表石垣国立公園拡張及びイリ
オモテヤマネコの日制定記念
フォーラム

環境省那覇自然環境事
務所，竹富町
＜理学部＞

中野わいわいホール
西表島） 一般市民 イリオモテヤマネコに関する講演会やトークセッションを行った。

「高校数学を考える会」研究会 沖縄県高等学校数学教育会
＜理学部＞ 豊見城高等学校 高等学校数学教諭 「平成 年度琉球大学入試問題について」採点者の感想と高校側への

要望、高校から大学側への要望等

日本海水学会西日本支部春季講
演会「沖縄の海の保全と利用を
考える」

日本海水学会西日本支部
公益財団法人ソルト・
サイエンス研究財団，
電気透析および膜技術
研究会
＜理学部＞

沖縄県男女共同参加
センターてぃるる 日本海水学会員 「海水からバイオミネラル さんご礁 石灰岩へ」
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公開シンポジウム「沖縄に国立
自然史博物館を！～島嶼ネット
ワークの可能性を探る～」

シンポジウム
「沖縄に国立自然史博
物館を！」実行委員会
琉球大学，沖縄科学
技術大学院大学，沖縄
美ら島財団，沖縄生物
学会，石垣市，竹富町，
与那国町
＜理学部＞

石垣市民会館大ホール 一般市民 「島の多様性：イリオモテヤマネコを支える西表の生態系」の講演

出前講座
『液体窒素と超伝導の実験』

浦添市立
若草児童センター
＜理学部＞

浦添市立
若草児童センター 小学生 液体窒素と超伝導のデモストレーション実験を行った。

講義『子供気象学士教室』 沖縄気象台
＜理学部＞ 沖縄気象台 小学 ～ 年生 台風のしくみと被害、防災対策について講義を行った。

講演『沖縄の大地震・大津波』 東部消防組合
＜理学部＞ 東部消防組合本部 消防職員 地震・津波についての講話を行った。

沖縄県サイエンスリーダー育成講座

一般財団法人
沖縄県公衆衛生協会，
一般社団法人大学コン
ソーシアム沖縄
＜理学部＞

沖縄キリスト教学院
琉球大学理学部 高校生 オシロスコープや液体窒素を用いた実験を通して 電場や磁場が基となる

物理現象を理解する。

第 回「化学への招待」

日本化学会九州支部
琉球大学理学部海洋
自然科学科化学系，琉
球大学教育学部 琉球
大学機器分析支援セン
ター
＜理学部＞

琉球大学理学部 中学生 光で物質を変える～色と化学変化～のタイトルで中学生を対象に光科学
反応を体験する実験を実施した。

出前講座
『海洋から学ぶ地震・津波防災､
地球環境変動』

徳之島町役場
＜理学部＞ 徳之島町役場 一般 「海洋から学ぶ地震・津波防災､地球環境変動」の出前講座を行った。

出前授業
『高校生にもわかる相対性理論』

沖縄県立球陽高校
＜理学部＞ 沖縄県立球陽高校 高校生 「高校生にもわかる相対性理論」というタイトルで出前授業を行った。

出前講座
『液体窒素と超伝導の実験』

中城村立南小学校
＜理学部＞ 中城村立南小学校 小学生 液体窒素と超伝導のデモストレーション実験を行った。

水素ワークショップ「水素燃料
電池ラジコンカーを走らせよう」

沖縄県地球温暖化防止
活動推進センター（一
般財団法人沖縄県公衆
衛生協会）
＜理学部＞

沖縄県総合福祉センタ
ー 一般 水素エネルギーに関する基礎知識を実験・講義を通じて実感・体験して

もらう

出前授業
『高校生にもわかる相対性理論』

沖縄県立与勝高校
＜理学部＞ 沖縄県立与勝高校 高校生 「高校生にもわかる相対性理論」というタイトルで出前授業を行った。

スーパーサイエンスハイスクール
講座

沖縄県立球陽高校
＜理学部＞ 沖縄県立球陽高校 高校生 「現在研究しているテーマの探し方について」講義を行った。

防災気象講演会「トップレーダー
を用いた台風強度の推定について」

竹富町役場
＜理学部＞ 西表離島振興センター 一般住民 「トップレーダーを用いた台風強度の推定について講演を行った。

講演会
『保護地域協働管理を通じた脆弱な
沿岸・海洋生態系保全』

独立行政法人
国際協力機構（ ）
沖縄国際センター
＜理学部＞

沖縄国際センタ
ー 留学生 ｢沿岸海洋生態学の基礎および保全概論と島嶼生態系保全のための科学研究」に

ついて講演を行った。

講演会
『世界自然遺産と奄美諸島の植物』

瀬戸内町役場
＜理学部＞

奄美大島瀬戸内町立清
水総合体育館 一般市民 「世界自然遺産と奄美諸島の植物」について講演を行った。

出前講座
『低温の世界と超伝導の不思議』

公益財団法人
沖縄こどもの国
（こども科学力育成事業），
琉球大学極低温センター，
理学部

沖縄こどもの国
チルドレンズセンター 小学生 年生以上 液体窒素実験 超伝導の磁気浮上実験を行った。

平成 年度おきなわ県民カレッジ
美ら島沖縄学講座⑧ 竹富島

沖縄県教育委員会
＜理学部＞ 竹富町竹富公民館 一般市民 「防災！そなえよう地震・津波」について講演を行った。

沖縄県サイエンスリーダー育成
講座 体験教室ｉｎ石垣

一般財団法人沖縄県公衆
衛生協会，一般社団法人
大学コンソーシアム沖縄
＜理学部＞

石垣市総合体育館 中学生 高校生 保護者等 液体窒素と熱伝導の実験、単極モーター作り講座を行った。

出前講座
『ブラックホールの風景 で
見る一般相対性理論』

沖縄県立宮古高等学校
＜理学部＞ 沖縄県立宮古高等学校 高校生 宮古高校にて「ブラックホールの風景～ で見る一般相対性理論」の

出前授業を行った。

出前講座
『光と色の化学反応～光化学の
世界～』

沖縄県立宮古高等学校
＜理学部＞ 沖縄県立宮古高等学校 高校生

分子と光の相互作用とそれによって起こる現象について講義を行った。
また、演示実験によっていろいろな方法で光化学の現象を実験・観察
してもらいながら、「光化学」という学問分野を紹介した。

出前講座
『液体窒素と超伝導の実験』

宜野湾市立大山小学校
＜理学部＞ 大山小学校 小学 年生 液体窒素と超伝導の実験、ブーメランとリング飛行機の工作

公開講演会
『琉球列島－その自然の豊かさ』

日本学術会議九州・沖縄
地区会議 琉球大学 ，
理学部

自治会館 一般市民
公開講演会「琉球列島－その自然の豊かさ」でパネルディスカッション
のパネリストを担当（ 名）「世界遺産候補地の琉球列島の植物：その
由来と現状について」講演を行った。（ 名）

講演会
『沖縄地域における大規模地震・
津波災害発生の可能性

沖縄排出油等防除協議会連合会
＜理学部＞ 那覇市 防災関係機関・油類取扱い業者 「沖縄地域における大規模地震・津波災害発生の可能性」について講演を

行った。

出前講座
『水素エネルギーセミナー』

一般財団法人
沖縄県公衆衛生協会
＜理学部＞

沖縄産業支援センター 一般 水素貯蔵についての基礎知識と沖縄に適した水素貯蔵法を講義した
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＜理学部＞

北谷町 高校生 で『
』の講演を行った。

石西礁湖自然再生協議会
環境省九州地方環境事務所，
那覇自然環境事務所
＜理学部＞

八重山商工高等学校 高校生 サンゴの種別でまとめた白化現象について講演を行った。

＜理学部＞
北谷町 中学生 で『

』の講演を行った。
環境啓発活動プログラム
『トラヤマとピカリャー：ヤマ
ネコガイド』

沖縄地域環境センター
＜理学部＞ 沖縄こどもの国 一般来園者 環境啓発活動プログラム『トラヤマとピカリャー：ヤマネコガイド』で

講演を担当

国立科学博物館セミナー
『琉球の植物』

国立科学博物館
＜理学部＞

国立科学博物館
植物研究部 一般市民 国立科学博物館セミナー『琉球の植物』で「世界自然遺産指定の功罪」の

講演を行った。
与論島の水環境・サンゴ礁・未来を
考えるシンポジウム

環境省
＜理学部＞

鹿児島県
与論島福祉センター 一般市民 「与論島の水環境・サンゴ礁・未来を考えるシンポジウム」で講演を行った。

第 回『八重山に国立自然史
博物館をつくろう！』

八重山への国立自然史
博物館の誘致に向けた
推進委員会
＜理学部＞

石垣市民会館 八重山の小中高校生 基調講演『理科と水素の重要性～わかれば楽しい「理科威力」～』の実施，
小中高校生研究発表会の審査・講評

アジア太平洋島嶼国研究者
ネットワーク・シンポジウム
『気候変動と持続可能な島嶼環境』

環境省，国立大学法人
琉球大学，沖縄科学技
術大学院大学（
＜理学部＞

沖縄県市町村自治会館 一般市民 「気候変動と持続可能な島嶼環境」をテーマにシンポジウムを行った。

公開講演会

琉球大学付属図書館，
琉球大学博物館（風樹
館），瀬戸内町立図書
館・郷土館，理学部

奄美大島瀬戸内町立清
水公園総合体育館 一般市民 「世界自然遺産と奄美諸島の植物」について講演

沖縄県採用研修医対象
シミュレーショントレーニング

おきなわクリニカルシ
ミュレーションセンター
沖縄県医師会
＜医学部＞

おきなわクリニカルシ
ミュレーションセンター 年目研修医 同年度に沖縄県内に就職した研修医全員を対象に研修開始前のシミュレー

ショントレーニングを行った。

沖縄皮膚科勉強会 沖縄皮膚科勉強会
＜医学部＞ 臨床講義棟他 沖縄県皮膚科医 生涯教育事業として会員諸先生方へ最新医療情報をお伝えするという目的

性犯罪捜査専科 沖縄県警察本部捜査一課
＜医学部＞ 沖縄県警察運転免許課 警察官・警察職員 沖縄県警察の警察官，職員を対象に，性犯罪被害者の抱える心理的負担

および病態，そして対応の要点について研修を行った。

伊平屋村三校合同
「特別支援教育研修会」

伊平屋村教育委員会
＜医学部＞

伊平屋村
離島振興総合センター 小中学校教職員 講話「特別支援教育の視点を活用した子供理解と対応」

感染の理解と看護実践に必要な
知識

公益社団法人
沖縄県看護協会
＜医学部＞

沖縄県看護研修センター 保健師，助産師，看護師，
准看護師

感染の現状を理解し，エイズ蔓延防止と患者・感染者に対する
差別・偏見の解消につながる知識の習得と患者ケアの基礎力を育む。

前立腺癌の見つけ方 沖縄県保険医協会
＜医学部＞ 沖縄市町村自治会館 医師

前立腺癌の一般知識，早期前立腺癌の自然史， 検診の意義，前立腺癌を
検出する上での の用い方 ， の読み方
など。

新人保健師研修会 沖縄県看護協会
＜医学部＞ 沖縄県看護協会 県内の新任期保健師 沖縄県看護協会，沖縄県と協力し，県内の新任期保健師を対象に，キャ

リアアップに資する講義・演習を企画運営した。

健康食品管理士会資格制度研修会
健康食品管理士会
沖縄支部
＜医学部＞

医学部保健学科 健康食品管理士・一般住民
栄養疫学と公衆衛生の立場から長寿再生の可能性について，最新の研究
成果を踏まえてわかりやすく講演していただいた（講師：等々力英美・
熱帯生物圏研究センター研究員）

教職員元気力アップ事業研修会 沖縄県教育庁学校人事課
＜医学部＞ 沖縄県立学校 県立学校教職員

沖縄県立学校の教職員を対象に，メンタルヘルス対策の重要性について
説明し，ストレスマネジメントの具体策（とくにセルフケア）について，
心理学的観点から研修を行った。

県内他大学での「原虫・医動物
感染症」に関する講義

名桜大学
＜医学部＞ 名桜大学 学生 本学部教員が「原虫・医動物感染症」の講義を行う。

検視実務専科教養 沖縄県警察本部
＜医学部＞ 沖縄県警察学校 警察官・海上保安官・自衛

隊員

県警刑事部門の幹部及び捜査員に対し，法医学の基礎知識並びに死体観察
要領等を習得させることを目的として，沖縄県警察学校において毎年レ
クチャーを行っている。県警の好意により海上保安官，自衛隊員も参加。

メンタルヘルス研修会
（セルフケア）

那覇市人事課
＜医学部＞ 那覇市役所 那覇市役所職員

那覇市役所職員を対象に，メンタルヘルス対策の重要性について説明し，
ストレスマネジメントの具体策（とくにセルフケア）について，心理学
および認知行動療法の観点から研修を行った。

浦添市ゲートキーパー養成講座 浦添市健康づくり課
＜医学部＞ 浦添市保健相談センター 浦添市在住・在勤の市民

浦添市民を対象に，本邦および沖縄県の自殺の現状や自殺予防対策の重
要性について説明し，とくにゲートキーパーの概要，役割，方法につい
て研修を行った。

実践ラインケア講座 沖縄県教育庁学校人事課
＜医学部＞ 南部合同庁舎 県立学校教頭

沖縄県立学校の教頭（管理者）を対象に，職場のメンタルヘルス対策の
重要性について説明し，ストレスマネジメントの具体策（とくにライン
ケア）について，心理学的観点から研修を行った。

市民公開講座「鼻の日」講演会
日本耳鼻咽喉科学会沖
縄県地方部会
＜医学部耳鼻咽喉科＞

沖縄県立
博物館・美術館 一般市民

耳鼻咽喉科医師による講演および無料相談会を開催。講演内容は①子供の
鼻の話②はなぢのいろいろ③゛アレルギー性鼻炎が治る”てほんと
～最新医療 舌下免疫療法を中心に～の 講演。

自殺未遂者初期対応研修会 沖縄県南部保健所
＜医学部＞ 浦添警察署 警察官・警察職員

浦添警察署の警察官，職員を対象に，沖縄県の自殺の現状や自殺予防対策の
重要性について説明し，とくに警察相談に寄せられる関連事案への対応，
傾聴スキルについて研修を行った。

法医実務教養 沖縄県警察本部
＜医学部＞ 琉球大学医学部 警察官・海上保安官・

自衛隊員

県警刑事・交通部門の捜査員に対し，法医学の基礎知識並びに死体観察
要領の実技を習得させることを目的として，毎年夏に１日４時間計９回の
講義及び実習を琉球大学医学部内において法医学講座をあげて実施して
いる。

石垣市養護教諭研修会 石垣市教育委員会
＜医学部＞ 石垣市大濱信泉記念館 石垣市内小中学校養護教諭 講話「学校保健活動と養護教諭の役割」

自殺未遂者初期対応研修会 沖縄県南部保健所
＜医学部＞ 浦添消防署 消防隊員・救命救急隊員

浦添消防署の消防，救命救急隊員を対象に，沖縄県の自殺の現状や自殺
予防対策の重要性について説明し，とくに救急要請現場で遭遇する関連
事案への対応，傾聴スキルについて研修を行った。
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研修会等名 部局名
〈共催等機関〉 実施場所 対象者 活動の概要

 
第 回沖縄県医師会警察医部会
研修会

沖縄県医師会 沖縄県
警察本部
＜医学部＞

沖縄県医師会館 医師
沖縄県医師会長からの要請に応じて，沖縄県内の死体検案を担っている
沖縄県医師会警察医部会の医師に対し，沖縄県医師会館において検案時に
必要な技術である心臓血を採取する方法についてのレクチャーを行った。

市民公開講座 骨と関節の日
市民セミナー（※毎年開催）

沖縄県整形外科医会
医学部整形外科，
日本整形外科学会

沖縄県立
博物館・美術館 講堂 一般市民・医療従事者

”健康日本 第 次″における整形外科学会の取組みの一環としてロコ
モティブシンドローム，健康寿命等についての講演（ 講演）と医療相談
（ 名）及び骨密度測定（ 名）ロコモ度テスト（ 名）を行った。

刑事鑑定研究会 那覇地方裁判所
＜医学部＞ 那覇地方裁判所 刑事事件を担当している

裁判官及び裁判所職員

那覇地方裁判所長の要請に応じて，那覇地裁において「法医学鑑定にお
ける死因・成傷機序の推定とその限界について」をテーマに専門的な知識の
習得及び向上を図ることを目的とした刑事鑑定研究会の講師を務めた。

相談対応支援者研修会（自殺志向） 那覇市保健所
＜医学部＞ 那覇市保健所 那覇市役所職員・

那覇市管内相談関係機関職員

那覇市役所，那覇市管内の相談機関の職員を対象に，沖縄県の自殺の現
状や自殺予防対策の重要性について説明し，とくに窓口や相談対応場面
における対応，傾聴スキルについて研修を行った。

地域シンポジウム
「認知症に寄り添う」

医療法人
天仁会天久台病院
＜医学部附属病院認知
症疾患医療センター＞

沖縄県立
博物館・美術館講堂 一般市民・医療・福祉従事者 平成 年 月より新設となった，認知症疾患センター（基幹型）の紹介や

診療方針などについて一般住民向けに講演を行った。

浦添市医師会 認知症ネットワーク
第 回世話人会

浦添市
＜医学部附属病院認知症
疾患医療センター＞

浦添市医師会 医師 基幹型認知症疾患センターとしての当院の活動，役割の概略を解説した。

相談対応支援者研修会
（パーソナリティ障害）

那覇市保健所
＜医学部＞ 那覇市保健所 那覇市役所職員・

那覇市管内相談関係機関職員

那覇市役所，那覇市管内の相談機関の職員を対象に，パーソナリティ障害
およびその特性について説明・解説し，とくに窓口や相談対応場面にお
ける対応，傾聴スキルについて研修を行った。

沖縄県臨床検査技師会
会員向け講演

沖縄県臨床検査技師会
＜医学部＞ 琉球大学医学部保健学科 会員 本学部教員が寄生虫学についての講演を行う。

認知症ネットワーク研究会
学術集会

認知症ネットワーク
研究会
＜医学部＞

沖縄県医師会館 行政・医療・福祉従事者 平成 年 月より新設となった，認知症疾患センター（基幹型）の紹介や
診療方針などについて医療機関向けに講演を行った。

健康食品管理士会沖縄支部創立
周年記念研修会・市民公開講演会

およびパネルディスカッション

健康食品管理士会沖縄
支部 一般社団法人日本
食品安全協会，医学部，
農学部，一般社団法人
沖縄県臨床検査技師会

大学会館 健康食品管理士・食品保健
指導士・一般住民・学生

安心して暮らせる長寿社会を目指して，食と健康に関する講演を 題，
パネルディスカッションでは健康食品とどう向き合うかをテーマに 人
のパネリストとフロアとのディスカッションをおこなった

自殺対策相談従事者研修会 沖縄県南部保健所
＜医学部＞ 沖縄県南部保健所 南部保健所管内

相談関係機関職員

南部保健所管内の相談機関の職員を対象に，本邦および沖縄県の自殺の
現状や自殺予防対策の重要性について説明し，とくに窓口や相談対応場
面における対応，傾聴スキルについて研修を行った。

県内他大学での「微生物と免疫」
に関する講義

沖縄県立看護大学
＜医学部＞ 沖縄県立看護大学 学生 本学部教員が「微生物と免疫」の講義を行う。

看護がつなぐ
地域包括ケアフォーラム

公益社団法人
沖縄県看護協会
＜医学部＞

沖縄県看護研修センター 看護職
地域包括ケアにおける看護の役割を強化し，看護職が連携することで
他職種連携の充実を図るため，特別講演およびリレートークとデスカッ
ションにおいてフォーラム座長を努めた。

高校生医療者体験
おきなわクリニカルシミュ
レーションセンター
＜医学部附属病院＞

おきなわクリニカルシミュ
レーションセンター 高校生 県内の高校生を対象に，キャリア教育の一環として，医療技術を体験する

機会を提供した。

メンタルヘルスセミナー 沖縄県警察本部厚生課
＜医学部＞ 沖縄県警察本部 警察官・警察職員

沖縄県警察の警察官，職員（管理者）を対象に，職場のメンタルヘルス
対策の重要性について説明し，ストレスマネジメントの具体策（とくに
ラインケア）について，心理学的観点から研修を行った。

新たな危機と安全な観光島
づくりへの提言

沖縄感染症研究拠点形
成促進事業（感染症媒
介生物研究分野），
一般社団法人トロピカ
ルテクノプラス 琉球
大学，沖縄県
＜医学部＞

ネストホテル那覇 一般市民，感染症研究者，
医療関係者，観光業関係者

沖縄県委託事業「沖縄感染症研究拠点形成促進事業」に関し，国立国際
医療研究センター研究所，国立感染症研究所，東京大学，北海道大学，
琉球大学の講師陣よりアジア，日本及び観光都市である沖縄における感
染症対策について講演がなされた。

第 回
沖縄 臨床カンファレンス

沖縄 臨床カンファ
レンス 医学部附属病
院，沖縄県病院薬剤師
会，沖縄県薬剤師会，

株式会社，沖縄
県

琉球大学研究者交流
施設・ 周年記念館

医師，看護師，薬剤師，
臨床心理士，ソーシャルワ
ーカー，臨床検査技師，行
政・保健医療，その他医療
従事者

各職種の外部講師を招聘し，また当院の職員もふくめ各分科会や基調講演・
全体講演等， 部構成で研修会とし開催。 診療の現状・課題等を
他職種で意見交換などの場でもある。今回で第 回の開催となった。

県内他大学での「微生物と免疫」に
関する講義

沖縄県立看護大学
＜医学部＞ 沖縄県立看護大学 学生 本学部教員が「微生物と免疫」の講義を行う。

自殺対策相談支援者研修会 沖縄県中部保健所
＜医学部＞ 沖縄県中部保健所 中部保健所管内相談関係機関職員

中部保健所管内の相談機関の職員を対象に，本邦および沖縄県の自殺の
現状や自殺予防対策の重要性について説明し，とくに窓口や相談対応場
面における対応，傾聴スキルについて研修を行った。

沖縄県の肺癌集学的治療の現状と
課題

平成 年度先端医療
実用化推進事業
九州がんプロフェッ
ショナル養成基盤推進
プラン
＜医学部＞

沖縄県市町村自治会館 沖縄県内の医師、
技師、看護師 肺癌集学的治療における放射線治療の現状と将来、問題点などを討論する

ストーカー加害者に関する精神
医学的・心理学的アプローチに
係る地域精神科医療等との連携
のための連絡会

警察庁
＜医学部＞ 中央合同庁舎 警察庁，都道府県警察本部担当者，

都道府県精神科医療・心理学有識者

ストーカー加害者に対する医療機関での治療やカウンセリングを勧める
取り組みに係る担当者の連絡会議に参加し，当問題の施策化の経緯や現状，
今後の取り組みについて意見交換を行った。

琉球大学医学研究科細菌学講座
および研究内容紹介

沖縄県医師会
＜医学部＞

沖縄県医師会館
（ 階ホール） 沖縄県医師会会員

沖縄県医師会と琉球大学医学研究科の懇親を図り共同研究等を促進する
ための取り組みとして，新任教授の研究紹介等を医師会員向けに企画した
ものである。

市民公開講座 乾癬について）

臨床皮膚科医会沖縄県
支部，田辺三菱製薬
沖縄県，沖縄県医師会
＜医学部皮膚科＞

沖縄県立博物館・美術館 一般市民 乾癬についての講演を皮膚科の医師が 名が行い，無料相談会などを行
った。乾癬についての知識の啓発を一般市民に行った。



42 University of the Ryukyus  Data Book 2017

研修会等名 部局名
〈共催等機関〉 実施場所 対象者 活動の概要

 
ゲートキーパー養成研修 豊見城市社会福祉センター

＜医学部＞ 豊見城市社会福祉センター 豊見城市在住・在勤の市民
豊見城市民を対象に，本邦および沖縄県の自殺の現状や自殺予防対策の
重要性について説明し，とくにゲートキーパーの概要，役割，方法につ
いて研修を行った。

ゲートキーパー養成講座 沖縄アカデミー専門学校
＜医学部＞

沖縄アカデミー専門学
校 専門学校生

専門学校生を対象に，本邦および沖縄県の自殺の現状や自殺予防対策の
重要性について説明し，とくにゲートキーパーの概要，役割，方法につ
いて研修を行った。

ゲートキーパー養成講座 八重瀬町
＜医学部＞ 八重瀬町社会福祉会館 八重瀬町民生委員・児童委員

民生委員，児童委員を対象に，本邦および沖縄県の自殺の現状や自殺予防
対策の重要性について説明し，とくにゲートキーパーの概要，役割，方法に
ついて研修を行った。

市民公開講座「耳の日」講演会
日本耳鼻咽喉科学会
沖縄県地方部会
＜医学部耳鼻咽喉科＞

ｓ 一般市民 約 人
耳鼻咽喉科医師による耳の日講演会。内容は①これでガッテン！中耳炎の
ギモン②補聴器を味方にしよう③聞こえを取り戻すサイボーグ技術
④人工内耳装用者の体験談の 講演。

放射線科における緩和治療
～その先にあるもの～

平成 年度沖縄県委
託事業
＜医学部＞

琉球大学医学部
臨床講義棟２階大講義室

沖縄県内の医師、技師、
看護師 放射線科の緩和治療について理解を深める

検査説明・相談ができる臨床検査
技師育成講習会

日本臨床検査技師会，
沖縄県臨床検査技師会
＜医学部＞

沖縄県立中部病院 臨床検査技師
病院受診や入院中の患者・家族の心理について事例を交えながら講義すると
ともに，心身に危機状態にある患者やその家族への関わり方についてグ
ループワークを取り入れながら講義を行った。

平成 年度エイズカウンセリング
総括会議・研修会

沖縄県臨床心理士会
＜医学部＞ 琉球大学医学部

臨床心理士，医師，看護師，
ソーシャルワーカー，
その他医療従事者

沖縄県・臨床心理士・カウンセラー・エイズ治療に関わる医療従事者が
集まり，単年度ごとで総括会議を開催。講師を招聘し研修会も開催。

地域診断の理論と実際
那覇市
ちゃーがんじゅう課
＜医学部＞

那覇市保健センター 那覇市
地域包括支援センター職員

地域の健康に関するニーズを把握するための手法である地域診断の理論と
実際について講義した。

沖縄未来半導体研究会
内閣府沖縄総合事務局，
沖縄未来半導体研究会
＜工学部＞

沖縄総合事務局（第 回），
琉球大学工学部（第 回），
沖縄県工業技術センター（第 回），
沖縄総合事務局（第 回）

県内外半導体関連企業，金融，
運輸，報道，内閣府等

当県に進出予定のネイタス社及び内閣府沖縄総合事務局，沖縄高専（藤井
知教授），工学部（山里）により，沖縄県での半導体関連事業展開による
知的集約産業の涵養を目的として「沖縄未来半導体研究会」を発足させ
第 回目の勉強会を開催した．

興南中学・高校「夢へのバトン」
講話

興南学園
＜工学部＞ 興南中学・高校 興南中学３年生，

興南高校１年生
興南中学 年生と興南高校 年生に対しキャリア教育事業「夢へのバトン」の
中で大学教員の職務や意義について講話した。

沖縄市サイエンスフェスタ
「世界一かんたんなモーターを
作ろう」

公益財団法人
沖縄こどもの国沖縄市，
沖縄市教育委員会
＜工学部＞

沖縄市民会館 沖縄市を中心に沖縄県内の
こども及び保護者，指導者等

「世界一かんたんなモーターを作ろう」と題したものづくり講座を提供
した。当ブースには計 名の小学生が参加し，ネオジム磁石や電池，
銅線等を使って単極モーターを回る仕組みを学びながら製作した。

出前授業「太陽電池を作ろう」 南城市大里北小学校
＜工学部＞ 南城市大里北小学校 小学５年生 南城市環境教育の日の関連事業として出前授業「太陽電池を作ろう」を

実施した。

平成２８年度
電気学会九州支部沖縄支所講演会

一般社団法人電気学会
九州支部沖縄支所
電子情報通信学会九州
支部，電気学会九州支部，

，
工学部電気電子工学科

琉球大学 工学部 大学生，高専生，
研究者，教員 若手研究者（主に県内の学生）の研究を通した交流の場を提供した。

産総研コンソーシアム
「製造技術イノベーション協議会」
平成 年度第 回出前シンポ
ジウム ミニマルファブでデバ
イス製造産業を革新する

製造技術イノベーション
協議会 内閣府沖縄総合
事務局，沖縄県，沖縄県
工業連合会
＜工学部＞

沖縄総合事務局 県内外半導体関連企業，金
融，運輸，報道，内閣府等

革新的なデバイス製造法であるミニマルファブについて，産総研の原史朗氏，
産総研九州センター，ネイタス社による講演が行われた．また，沖縄未来
半導体研究会の紹介を行い，沖縄県における新規製造業展開について検討を
行った．

インフラ地域実装・事業化
支援チーム
琉球大学 技術講演会

琉球大学 日本建築
学会九州支部沖縄支所
＜工学部＞

琉球大学 県内建設関係技術者

琉球大学工学部 号館 教室において，「 インフラ地域実装・
事業化支援チーム 琉球大学 技術講演会 構造物の長寿命化に向けて！
使ってみたい 技術」と題して 名の講師をお招きし， 技術に関する
最新技術や現場適用に関する講演会を開催した．

シーエー・アドバンス
琉球大学工学部情報
工学科，沖縄国際大学，
沖縄工業高等専門学校

浦添市立内間小学校 浦添市立内間小学校 年生 小学生向けプログラミングスクール

電力技術 電力系統技術
半導体電力変換 合同研究会

一般社団法人電気学会

，
，

＜工学部＞

久米島町
イーフ情報プラザ 電気工学の研究者，学生 電力技術一般ならびに半導体電力変換偽技術をテーマとした研究会

「ＤＶとは何か・ 他の暴力とは
何が違うのか」

公益財団法人
おきなわ女性財団
＜法務研究科＞

沖縄県男女共同参画セ
ンター【てぃるる】 沖縄県 関係相談員等 沖縄県内で 相談に携わる職員への に関する研修

第 回
「ぬーやが？ ちゃーすが？
デート 」

公益財団法人
おきなわ女性財団
＜法務研究科＞

沖縄県立
具志川商業高等学校

沖縄県立具志川商業高等学校
全校生徒 デート を含む に関する 公財 おきなわ女性財団からの出前講座

「 ・性暴力を考える」 沖縄女子学園 女子少年院
＜法務研究科＞ 沖縄女子学園 沖縄女子学園入院者、職員 自身が非行をしている一方、被害者性の高い女性達に向けて、 、性暴力に

ついて解説を行い、再被害を防ぐことを目指す講座

多様な性を学ぶ研修会
「先生が変われば子ども達も変わる
ー性の多様性に関して苦しむ子
どもをなくすためにはー」

浦添市男女共同参画推進
ハーモニーセンター
浦添市立教育研究所
＜法務研究科＞

男女共同参画推進
ハーモニーセンター 沖縄県内教員 教員向けの性の多様性に関する研修

ハラスメント研修 浦添市
＜法務研究科＞ 浦添市役所 浦添市職員 浦添市職員向けの性の多様性の尊重を含むハラスメントに関する研修

「性の多様性」（人権学習） 沖縄市町村職員研修センター
＜法務研究科＞ 沖縄市町村職員研修センター 沖縄県市町村職員

（監督者第 部研修） 沖縄市町村職員に対する性の多様性と人権に関する研修

「多様な性」 浦添市てだこ市民大学
＜法務研究科＞ 浦添市役所 てだこ市民大学学生 浦添市てだこ市民大学学生に向けた性の多様性と人権に関する講義
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研修会等名 部局名
〈共催等機関〉 実施場所 対象者 活動の概要

 
服務に関する研修会
「不均衡な社会における『他人
の性』の尊重について考える」

沖縄県教育庁
＜法務研究科＞ 沖縄県庁 沖縄県教育庁職員 児童買春等に関する服務倫理研修

「レインボーなは～性の多様性
を尊重するまちづくり～」

那覇市・一般財団法人
自治総合センター
＜法務研究科＞

沖縄県立博物館・美術館講堂 那覇市民他 なは女性センター開設 周年記念シンポジウムのパネルディスカッションで
コーディネーターを担当

服務に関する研修会「不均衡な
社会における『他人の性』の尊
重について考える」

教育庁
＜法務研究科＞ 総合教育センター 沖縄県教育庁職員

（中北部職員） 児童買春等に関する含む服務倫理研修

第 回
「ぬーやが？ ちゃーすが？
デート 」

公益財団法人おきなわ
女性財団
＜法務研究科＞

沖縄女子短期大学 沖縄女子短期大学 年生学生 デート を含む に関する 公財 おきなわ女性財団からの出前講座

服務に関する研修会
「不均衡な社会における『他人
の性』の尊重について考える」

教育庁
＜法務研究科＞ 沖縄県南部合同庁舎 沖縄県教育庁職員・教育機

関（南部職員） 児童買春等に関する服務倫理研修

「法律家から見た 対策の
問題点」

宜野湾市男女共同参画
支援センターふくふく
＜法務研究科＞

宜野湾市男女共同参画
支援センターふくふく 宜野湾市民他 ＤＶをなくすための支援者養成講座の第 回。 、 対策について法律の

観点から見る講座

「犯罪被害者になるとはどういう
ことか」

沖縄少年院
＜法務研究科＞ 沖縄少年院 沖縄少年院入院者・職員 非行少年に向けた犯罪被害者の現状と法制に関する講演

「性の多様性から見えてくる
わたしたちの街」

糸満市
＜法務研究科＞ 糸満市役所

糸満市職員、市内学校関係者、
市内関係団体、近隣市町村
職員等

性の多様性と人権に関する講演会

「イチから学ぶ！ 働く人のための
ハラスメント講座」

なは女性センター
＜法務研究科＞ なは女性センター 那覇市民他 一般市民に向けた職場のハラスメントに関する講座

夏休み講座 高校生物講座 沖縄県立総合教育センター
＜熱帯生物圏研究センター＞ 沖縄県立総合教育センター 高等学校教諭 高校でも分子系統学に関する教育ができるよう，その基本的な概念や，

実際の分析法について，県内の生物の教諭を対象に解説をした．

平成 年度沖縄県子供科学人材育成事業
（中・高校生プロジェクト）
「サイエンス・リーダー育成講座
（遺伝子科学コース）」

沖縄県，子供科学人材
育成事業 中学校及び
高校プロジェクト）
コンソーシアム 一般
財団法人沖縄県公衆衛生
協会，一般社団法人大学
コンソーシアム沖縄
＜熱帯生物圏研究センター＞

医学部生化学実習室，
亜熱帯島嶼科学拠点研究棟 高校生 遺伝子組換え技術についての授業および実習を行った。

課外授業 沖縄県立名護高校
＜熱帯生物圏研究センター＞

熱帯生物圏研究センター・
瀬底研究施設 高校 年生 サンゴおよびサンゴ礁に関する基本的な講義や野外実習を実施した．

第 回抗酸菌研究会 沖縄

抗酸菌研究会 熱帯生
物圏研究センター，
日米医学日米医学協力
計画 抗酸菌症部会

周年記念館多目的室 全国抗酸菌研究者

若手から中堅の抗酸菌研究者に研究発表の場を提供することで若手の育成を
図るとともに，抗酸菌研究ネットワークに参加する研究者の間での情報
交換の場を提供し，共同研究を通じた効率のよい抗酸菌研究を推進する
ことを目的とした研究会を開催した。

児童養護施設心理士連絡会
沖縄県中央児童相談所
＜グローバル教育支援
機構保健管理部門＞

沖縄県中央児童相談所 児童養護施設心理士、
児童相談所職員

沖縄県内（離島含む）の児童養護施設の心理士と児童相談所職員による
事例検討会を行った。

動作法を学ぶ親の会はづき定例会
動作法を学ぶ親の会はづき
＜グローバル教育支援
機構保健管理部門＞

西原町社会福祉センター 障がいのある子ども・大人
とその家族、関係者

沖縄本島中南部に在住する障がいのある子ども・大人とその家族、関係者
（特別支援学校教員、教育・福祉・医療機関職員、学生など）を対象に、
動作法の研修と実施を行った。

心理リハビリテイション
沖縄えいま会定例会

心理リハビリテイション
沖縄えいま会
＜グローバル教育支援
機構保健管理部門＞

石垣市総合体育館 障がいのある子ども・大人
とその家族、関係者

八重山諸島に在住する障がいのある子ども・大人とその家族、関係者
（特別支援学校教員、教育・福祉・医療機関職員、学生など）を対象に、
動作法の研修と実施を行った。

心理リハビリテイション研修会
沖縄キャンプ

動作法を学ぶ親の会はづき
＜グローバル教育支援
機構保健管理部門＞

沖縄県立玉城青少年の家

障がいのある子ども・大人
とその家族、特別支援学校
教員、福祉施設職員、医療
機関職員、学生など

沖縄本島中南部に在住する障がいのある子ども・大人とその家族、関係者
（特別支援学校教員、教育・福祉・医療機関職員、学生など）を対象に、
動作法の研修と実施を行った。

心理リハビリテイション
沖縄青春キャンプ

心理リハビリテイション
沖縄キャンプ実行委員
会・青春キャンプ実行
委員会、はづき会
＜グローバル教育支援
機構保健管理部門＞

沖縄県立糸満青少年の家
障がい者とその家族、特別
支援学校教員、福祉施設職員、
医療機関職員、学生など

沖縄本島在住の障がい者とその家族、関係者を対象に動作法の研修と実施を
行った。

アクチュアリー養成のための
『保険数理』

大同火災海上保険株式
会社
＜地域連携推進機構生
涯学習推進部門＞

大同火災海上保険株式会社 金融に興味･関心のある一
般･社会人･および大学生

国際会計基準の導入や経済価値ベースに基づく計測手法の習得が必要に
なることから資格取得をめざし、学習機会を提供するため。

日本学術会議九州沖縄地区会議
日本学術会議
＜総合企画戦略部研究
推進課＞

那覇市 一般

日本学術会議の地区会議は地域の科学者との意思疎通，学術振興への奇与を
目的に，日本を７地区に分け，各地区毎に活動している。本年は九州地区の
担当学校として本学が実施担当。琉大及び 教員を演者・パネリスト
としてシンポジウム実施。

平成２８年度エネルギー使用
合理化シンポジウム

内閣府沖縄総合事務局
沖縄県，一般社団法人
日本電気協会沖縄支部，
公益社団法人沖縄県工業
連合会，一般財団法人
省エネルギーセンター，
沖縄県老人保健施設
協議会
＜施設運営部＞

沖縄県立博物館 電気安全・電気使用合理化に
関心のある機関・企業等

テーマ｢効果的な省エネ戦略～省エネ提案の実現化のための具体的なノウ
ハウ・スキル～｣（仮題）とし，省エネ提案を社内で行う場合の様々な状況を
想定して，よりよい提案方法等について来場者の声を交えつつ，ディス
カッションを行った。本学からパネリスト参加した山下環境整備課長が
サスティナブルキャンパスへの取り組みとして環境配慮へにおける学生
活動，学生教育，エネルギーの見える化・検証等について説明を行った。

 
 



44 University of the Ryukyus  Data Book 2017

事業
 本学主催

研修会等名 部局名
〈共催等機関〉 実施場所 対象者 活動の概要

沖縄 世紀ビジョンを担うグロー
カルサービス経営人材育成事業 観光産業科学部 琉球大学 学生

経済産業省のサービス人材育成プロジェクトに採択された事業。沖縄県内の
サービス産業の強化策の一環として、地元企業との産学連携により産業界の
ニーズを踏まえた実践的な講義・インターンシップを行う。

粟国村空き家予備軍調査 観光産業科学部
（観光社会学ゼミ） 粟国村内 琉球大学

観光社会学ゼミ 年次

粟国村の「空き家等保全・活用基本計画策定事業」の一環として、受託
コンサルタントとの協働により、村内の独居高齢者世帯等への個別面談
調査を、教員監督のもと学生が行った。

アドバイザリースタッフ派遣事業 教育学部附属教育実践
総合センター 県内教育機関 教育関係者

アドバイザリースタッフ派遣事業は、琉球大学教育学部附属教育実践総合
センターが大学と地域社会の連携を目指し、大学が有する研究活動の成果を
地域に還元することを目的として実施するものであり、学校の校内研修を
はじめ、教育委員会や教育研究所等で実施される研修会等に教育学部の
教員を講師として派遣している。

トータル支援教室 教育学部附属発達支援
教育実践センター

琉球大学
共通教育棟 号館４階

子どもとその保護者・教員・
保育士・学生等

発達障害等のある子どもたちへの個別及び集団支援、保護者の情報交換会、
学生・教員等の実践力養成

八重山・宮古
出前トータル支援ネット事業

教育学部附属発達支援
教育実践センター

八重山教育事務所、
宮古教育事務所

教員・保育士・子どもとその
保護者・関連領域の専門家

発達障がいおよび支援の必要な子どもたちへの支援教室、協働会議、事例
検討会、大学出張研修等の地域支援プログラム

中部地域トータル支援ネット事業 教育学部附属発達支援
教育実践センター

琉球大学
共通教育棟 号館４階

子どもとその保護者・教員・
保育士・学生等

発達障がいおよび支援の必要な子どもたちへの野外活動及び保護者会、
学生・教員の実践力養成

島尻・国頭
出前トータル支援ネット事業

教育学部附属発達支援
教育実践センター 島尻教育事務所 教員・保育士・子どもとその

保護者・関連領域の専門家
発達障がいおよび支援の必要な子どもたちへの支援教室、協働会議、事例
検討会等の地域支援プログラム

発達相談・教育相談・心理相談 教育学部附属発達支援
教育実践センター

琉球大学
共通教育棟 号館４階

子どもとその保護者・教員・
保育士等

発達障害児および支援の必要な子どもとその保護者、教員等への発達相談・
心理相談

島嶼医療における看護職の
臨床看護研究能力育成

医学部保健学科
〈県立八重山病院看護部，
医療法人上善会かりゆし
病院看護部＞

県立八重山病院講堂 八重山地区看護職 八重山地区看護職への全体研修及び研究計画書の作成，論文作成，研究
発表など計 部署の取組みに対する個別支援を行った。

受託研究
「沖縄科学技術イノベーション
システム構築事業（共同研究）
における研究テーマ「ラクダ科

抗体作製技術を活用した、
低コスト・高感度保存安定性に
富む画期的新興感染症診断薬・
治療薬の開発」」

医学研究科寄生虫・
免疫病因病態学講座

琉球大学医学研究科
寄生虫・免疫病因病
態学講座

研究者 ラクダ科 抗体作製技術を活用した、低コスト・高感度保存安定性に
富む画期的新興感染症診断薬・治療薬の開発を行った。

古宇利島皮膚科検診 医学部皮膚科 古宇利島 一般住民 島民の皮膚病、皮膚癌検診

「ちゅら島の未来を創る知の
津梁」事業
平成 年度前学期地域志向教育
推進経費による教育改善取組
「フィジカルアセスメント」

医学部保健学科
基礎看護学分野 宜野湾市中央公民館 宜野湾市健康づくり市民大会

参加者
保健学科看護コース学生が、健康づくり市民大会参加者に対して、血圧、
脈拍、 を測定し、健康づくりに関する情報提供および健康相談に応じた。

「ちゅら島の未来を創る知の
津梁」事業
平成 年度後学期地域志向教育
推進経費による教育改善取組
「生活援助看護技術Ⅰ・生活援
助看護技術実習Ⅰ」

医学部保健学科
基礎看護学分野 西原町各自治会 いいあんべー共生事業参加者

保健学科看護コース学生が、健康づくり市民大会参加者に対して、血圧、
脈拍、 を測定し、健康づくりに関する情報提供および健康相談に
応じた。いいあんべー共生事業参加者に対し、血圧、脈拍を測定しながら、
事業に参加し交流を行った。

電気学会産業応用部門沖縄大会
地域振興費（沖縄大会部門活性化
資金）事業

工学部電気電子工学科
＜電気学会＞ 琉球大学工学部 中学生・高校生 マイコンを用いた温湿度計の工作教室を実施した。

辺土名高校環境科「宿泊学習」
辺土名高校，
農学部与那フィールド
＜ ＞

与那フィールド 辺土名高校生・引率教師 辺土名高校環境科 年生の宿泊学習を 泊 日で実施した。与那フィー
ルド内で、森林観察、森林調査、やんばるの自然に関する講義などを行った。

高大連携事業 学生部
沖縄県教育委員会

琉球大学
県内高等学校 学生又は高校生

沖縄県内の高等学校と大学との円滑な接続が一層重要となっていること
から、地域交流を通じた教育研究の活性化と県立高等学校における教育
活動を活性化することを目的に、高大連携事業を行った。

地（知）の拠点大学による地方
創生推進事業（大学 事業，

）

地域連携推進機構生涯
学習推進部門
（県内各種団体等）

琉球大学，県内各地 学生，教職員，自治体，企業，
地域の各種団体や機関等

文部科学省補助事業（大学 事業）として平成２５年度から「ちゅら島の
未来を創る知の津梁（かけ橋）」事業を沖縄県と県内各市町村等と連携し
地域社会に資する人材育成プログラムを開発し実施している。
また、同補助事業（ ）として平成２７年度から「新たな地域社会を
創造する未来叶いプロジェクト」を名桜大学との連携を主軸に、自治体や
企業、民間団体等との協働を通して「若者の地域定着」や「新産業・雇用
創出」に向けた取り組みを展開し、地域のための大学として全学を挙げて
取り組んでいる。

次世代アントレプレナー人材育成
推進事業 ビジネストライアル
プログラム

地域連携推進機構産学
官連携部門

琉球大学，名桜大学，
沖縄女子短期大学 学内／学外

ビジネストライアルプログラムは，マーケティング，商品開発，対面
販売等を経験し，スモールビジネスの一連の流れを体感するものである。
ビジネストライアルプログラムは，各大学・専修学校生に対して公募を
行い，公募の中から地域連携推進機構が採択したプログラムを各大学・
専修学校生が実施するものであり，平成 年度は琉球大学，名桜大学，
沖縄女子短期大学の 大学から チームが採択された。

知のふるさと納税（宮古版）

地域連携推進機構生涯
学習推進部門 沖縄県
立宮古青少年の家（指
定管理者 法人ば
んず）

宮古島 中学生、高校生、保護者
学生が主体となって立案されたプログラムを体感しながら、対象者に琉球
大学でのキャンパスライフをイメージさせることを目的として、レクレー
ションや勉強会を行う。

知のふるさと納税（石垣版）

地域連携推進機構生涯
学習推進部門 沖縄県
立教育委員会八重山教
育事務所

石垣島 高校生、保護者
学生が主体となって立案されたプログラムを体感しながら、対象者に琉
球大学でのキャンパスライフをイメージさせることを目的として、勉強
会や進路説明会を行う。
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研修会等名 部局名
〈共催等機関〉 実施場所 対象者 活動の概要

 
知のふるさと納税（久米島版）

地域連携推進機構生涯
学習推進部門 沖縄県
立久米島高等学校

久米島 高校生、保護者
学生が主体となって立案されたプログラムを体感しながら、対象者に琉球
大学でのキャンパスライフをイメージさせることを目的として、勉強会や
進路説明会を行う。

琉球大学ブランド商品開発支援
事業

地域連携推進機構産学官
連携部門，株式会社バ
イオジェット，株式会
社石川酒造，株式会社
あじとや

琉球大学 教員，学生
本学の有する研究シーズ・事業アイディア・ノウハウ・ビジネスモデル・
デザイン等の知的資産を活用した「琉球大学ブランド商品」の開発を支援
する事業を実施し、本学と企業との連携による商品開発が行われた。

 

他機関主催

研修会等名 部局名
〈共催等機関〉 実施場所 対象者 活動の概要

宜野湾市立教育研究所長期研究
教員に対する研究指導

宜野湾市教育委員会
（宜野湾市立教育研究所）
＜教育学部＞

宜野湾市はごろも学習
センター，宜野湾市立
真志喜中学校ほか

宜野湾市立学校教員 中学校理科教員１名に対する指導

平成 年度苧麻紙卒業証書制作
事業

宮古島市立池間小中学校
＜教育学部＞

法人いけま福祉
支援センター講堂、
宮古島市立池間小中
学校

池間小学校 年生、池間中
学校 年生

宮古上布の原料植物である苧麻を育て手漉き紙を制作する過程を通して、
ものづくりの喜びを感じるとともに地域の自然や生活文化に対して理解を
深め、誇りを持つことをねらいとし、苧麻紙卒業証書制作事業を行った。

インターンシップ生受け入れ 沖縄海邦高校
＜理学部海洋自然科学科＞

琉球大学理学部海洋
自然科学科 高校生 海邦高等学校の生徒をインターンシップ生として研究室に受け入れ、

指導を行った。

沖縄感染症研究拠点形成促進事業
研究推進委員会

沖縄感染症研究拠点形
成促進事業事務局
（一般社団法人トロピ
カルテクノプラス）
＜医学部＞

ネストホテル那覇 研究共同体，推進委員，
オブザーバー 沖縄県の委託事業を効果的かつ円滑に推進するために開催したものである。

第 回グッジョブ☆にしはら
わくわくワーク

西原町
＜工学部＞

琉球大学工学部
（バスツアーブース）

西原町内在住・在学・在勤の
小中学生とその保護者

西原町が主催する第 回「グッジョブにしはらわくわく」の一環で 名の
子供たちと数人の保護者が工学部を訪れた。「水工学実験室」「高圧実
験室」等の施設見学、「工作工場」においては実際に機械操作を体験した。

沖縄の薬用植物等に関する講演会 内閣府沖縄県総合事務局
＜農学部＞ みずプラッサＢ糖三階 一般市民 沖縄県で栽培される薬用作物の紹介や，現状および研究例などについての

講演。

第 回農林水産物の輸出促進
研究会＠おきなわ

農林水産物の輸出促進
研究開発プラットフォ
ーム＠九州・沖縄
＜農学部＞

沖縄県立博物館・美術館 農林水産業関係者，一般市民

沖縄における農林水産業の輸出力強化戦略等について話題提供を行うと
ともに，パネルディスカッション「沖縄地域における農業振興と物流戦
略」を実施した。

沖縄県における在来種の大豆栽培
についての講演会及び播種試験

沖縄県畑作物連絡協議会
総合事務局，大宜味村，
（株）アイアイファーム
＜農学部＞

あいあいファーム
セミナールーム 生産者および一般市民 沖縄県の在来ダイズの種子品質，栽培特性についての講演を行った後，

機械播種など，現地での説明を行った。

就業体験 インターンシップ 受入 沖縄県立開邦高校
＜極低温センター＞ 極低温施設 開邦高校 年生 大学における研究その他の業務 設備の操作、整備、寒剤の取扱、実験、

事務処理等 を実習。

イベント
 本学主催

研修会等名 部局名
〈共催等機関〉 実施場所 対象者 活動の概要

異文化交流会 法文学部 琉大国際センター
２階教室

①琉大留学生（男女 人）
②中学 年生（男女 人）

①全体会：留学生から日本に来て驚いたことの紹介
②グループ交流：双方向インタビュー
③事後活動：交流についての感想文の交換

異文化交流会 法文学部 琉大附属中学校体育館 ①琉大留学生（男女 人）
②中学 年生（男女 人）

①全体会：中学生の発表
（中学校生活、沖縄文化、地理、歴史等）
②グループ交流：留学生からのお国紹介等
③事後活動：交流についての感想文の交換

「リズムで遊ぼう！みんなで
歌おう♪」 教育学部音楽教育専修

音楽棟２０１教室及び
西原町さわふじ未来
ホール

西原町内の小学校児童、
中学校生徒の有志

教員が、音楽教育専修・学部３年次生を中心とした学生たちとチームを
組み，西原町の小中学校から有志で集まった子どもたちに、リトミック
演習やシュプレヒコール（言葉の絡み合わせによるリズムアンサンブル）、
２部合唱曲等を楽しく体験してもらい、音楽を通して自己表現すること
を学ばせた。また、最終回では、さわふじ未来ホールステージにて成果
発表を行った。

にじいろファクトリー 琉球大学総合舞台芸術
研究会

西原町さわふじ未来
ホール

琉球大学卒業生・現役生、
西原町の市民、子どもたち

授業科目である「琉大ミュージカル」（総称）経験者の卒業生、現在受講
中の学生、および担当教員も、公募によって集まった西原町市民や子ども
たちとともにキャストやインストラクトに加わり、創作ミュージカル
「にじいろファクトリー」の稽古と本番を通して人間力向上を図る教育的
総合舞台芸術プロジェクトを実行した。

第 回産業まつりにおける
成果発表 理学部 県立武道館アリーナ

棟 一般市民 海底熱水鉱床の調査産業創出について，現状と琉大理学部としての研究
成果の紹介を行った。

ナーシングキャリアカフェ

医学部保健学科成人・
老年看護学講座成人・
がん看護学分野
＜名桜大学人間健康学部
沖縄県立看護大学＞

ムーンテラス東崎 看護学生
文部科学省の大学間連携共同教育推進事業「多価値尊重社会の実現に寄与
する教育共同体の構築」のプログラムの一環として，卒業生並びに看護の
スペシャリストと学生との交流を図った。

ぎのわんシティＦＭ 医学部 ぎのわんシティＦＭ 一般住民 琉大病院の診療について、各診療科の医師が分かりやすく解説を加え
ながら説明し、県民に広く知っていただく。



46 University of the Ryukyus  Data Book 2017

研修会等名 部局名
〈共催等機関〉 実施場所 対象者 活動の概要

 
琉大ツアー 総合企画戦略部地域連

携推進課，医学部 医学研究科 沖縄科学技術大学院大学
大学院生、ポスドク、教職員 医学部の施設を紹介した。

ちびっ子エンジニアリング
体験教室

工学部機械システム工
学科
＜日本機械学会九州支部
沖縄地区会，ターボ機械
協会沖縄委員会，機械
工学科同窓会， 工学
部）技術部＞

琉球大学
工学部 号館，
付属工作工場，
風洞実験室

幼稚園～小学生
｢工作体験｣ ｢ミニ四駆｣ ｢気砲の作成・実験｣ ｢シャボン玉，ジャイロ
マグデブルグで遊ぶ」 「ウィンドカーおよび風洞体験」を体験させた．
参加者全員で「紙飛行機ｺﾝﾃｽﾄ」を実施した．

琉球大学－京都大学合同デザイン
スクール

琉球大学工学部情報
工学科，京都大学デザ
イン学大学院連携プロ
グラム，株式会社がち
ゆん

琉球大学
地域創生総合研究棟 階

大学生，大学院生，教職
員，その他社会人

「社会人ｘ京大生ｘ琉大生ｘ高校生」という構成により，世代・地域を
越えたグループワークを通し，問題発見および問題解決についてワーク
ショップ形式でデザインを学ぶ。今回は「普天間飛行場の跡地利用」を
題材に取り組んだ。

ボランティア清掃活動 工学部情報工学科 浦添大公園 一般市民 工学部情報工学科学生と教員の有志による浦添市浦添大公園の清掃活動
を実施した。

与那フィールドオープンフォレ
スト（第 回ワークショップ） 農学部与那フィールド 与那フィールド 一般

与那フィールドの森林や活動を一般に紹介するための時節公開行事を行った。
与那フィールドややんばるの森に関する講演を行ったのち，森林観察も
行った。

理化学機器展示会

研究基盤センター
＜和光純薬工業株式会社，
フナコシ株式会社，株式
会社アントンパール・
ジャパン，東京硝子器械
株式会社，コーニング
ジャパン株式会社＞

理系複合棟 学生・教職員・一般 分析機器，試薬，実験器具などを扱う企業が集まり展示会を行った。

市民公開展示会 熱帯生物圏研究センター 沖縄県立博物館・美術館
美術ギャラリー 一般市民 パネルや映像，試料展示を行って研究内容を広く紹介する。

平成 年度戦略的実務者招へい
（太平洋諸島嶼国グループ招へい） 島嶼防災研究センター 島嶼防災研究センター

会議室及び各実験室
太平洋諸島嶼国グループ

研修生
環太平洋地域からの 研修生に対して、気候と自然災害の問題等を
講演するとともに関連研究施設の見学を行った。

次世代アントレプレナー人材育成
推進事業
ビジネスプランコンテスト

地域連携推進機構産学
官連携部門、
株式会社がちゆん

琉球大学，沖縄国際
大学，慶應義塾大学 学内／学外

ビジネスプランコンテストは，ビジネスプラン等を発表し審査を受ける
ことで，一定の基準で学びの成果を外部評価してもらう機会を提供する
ことを目的に実施する。

琉大２１世紀フォーラム

琉球大学 ダイキン工業
株式会社（第 回の
み） 琉球放送株式会
社（第 回のみ）
＜総合企画戦略部地域
連携推進課＞

琉球大学沖縄かりゆし
アーバンリゾート・
ナハ 西原町さわふじ
未来ホール

学内／学外 平成１９年度より，学生と教職員，学内と社会を結ぶ交流の場を創出する
ことを目的として，定期的に開催している。

他機関主催

研修会等名 部局名
〈共催等機関〉 実施場所 対象者 活動の概要

産学連携サービス経営人材育成
事業
「千葉商科大学×琉球大学 沖縄
フェア」

千葉商科大学
＜観光産業科学部＞ 千葉商科大学 一般市民、学生

サービス経営人材育成事業に共に採択された千葉商大と連携し、千葉商大の
学生食堂にて沖縄フェアを実施。学生が企画・運営をし、メニュー提案、
お勧めスポット、お土産、写真、面白いうちなーぐちの提供等を担当。
実際に市民への商品説明や、観光誘致などを行った。

科学の鉄人 沖縄市教育委員会
＜教育学部＞ 沖縄市体育館 理科（科学）に興味のある

一般人 科学の実験ショーのコンクールの企画・運営（実行委員会委員長）

第１回「
すぺいんじょ～とぉ～」

沖縄スペイン協会
＜教育学部＞ アルテ赤田ホール 一般

スペイン文化振興のために沖縄スペイン協会を設立し、第一回イヴェントを
行った。 出演：上原由記音 内山三枝 佐野周作 白石重文 西井顕司
須永実季 服部洋一 ビリングスリー・ノエル イサベル・セバスチャ
ン

第２回「
すぺいんじょ～とぉ～」

沖縄スペイン協会
＜教育学部＞ アンダルシア 一般 同上、第二回のイヴェント、出演：白石重文 大城和美ほかによるギターと

カホン、フラメンコ、担当教員は企画運営にかかわる。

第３回「
すぺいんじょ～とぉ～」

沖縄スペイン協会
＜教育学部＞ アンダルシア 一般 同上、第３回のイヴェント、西井顕司、須永実季によるフラメンコ舞踊、

担当教員は企画運営にかかわる。

青少年のための科学の祭典沖縄
大会＆ワラビーまつり ちゃたん

「子ども科学おきな
わ」，日本科学技術振
興財団，科学技術館
沖縄タイムス社
＜理学部＞

北谷町ちゃたんニラ
イセンター 一般 液体窒素と超伝導の実験を行った。

世界のウチナーンチュ大会出展 沖縄県
＜理学部＞

沖縄セルラーパーク
那覇

世界のウチナーンチュ大会
参加者 展示発表研究テーマ「タジック・アース」
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研修会等名 部局名
〈共催等機関〉 実施場所 対象者 活動の概要

 

なごサイエンスフェスタ２０１７

公益財団法人沖縄こど
もの国，公益財団法人
日本科学技術振興財
団・科学技術館 名護
市教育委員会， や
んばるまなびのまちプ
ロジェクト（名護市教
育委員会，名護博物
館，本部町立博物館，
名桜大学，沖縄工業高
等専門学校，

（国際海洋環境情報セ
ンター），一般財団法
人沖縄美ら島財団，
一般財団法人沖縄県
公衆衛生協会）
＜理学部＞

世紀の森体育館 北部地域のこども達と大人 液体窒素と超伝導のデモストレーション実験を行った。

第 回沖縄青少年科学作品展

沖縄電力 沖縄県，沖
縄県教育委員会，沖縄
県高等学校理科教育研
究協議会・沖縄県理科
教育協会
＜理学部＞

浦添市民体育館 一般 「液体窒素で極低温の世界を体験」という科学教室を行った。

モールウォーキング 健康イベント
イオンモール沖縄ライカム

沖縄県 イオン琉球，
北中城村，沖縄県ウォー
キング協会，琉球大学
ゆい健康プロジェクト
＜医学部＞

北中城村（イオンモー
ル沖縄ライカム） 一般市民

沖縄県が主催する健康長寿復活に向けた取り組みとして，健康づくりに
関するイベント及びモールウォーキングを開催。ゆい健康プロジェクト
として，ブースを設置し健康・栄養相談，歩数計測定，動作法の講演な
どを実施。

：沖縄からのメディカル・
イノベーション

沖縄感染症研究拠点形
成促進事業（感染症媒
介生物研究分野），一
般社団法人トロピカル
テクノプラス 琉球大
学，沖縄県
＜医学部＞

琉球大学地域創生総合
研究棟 階産学官交
流スペース

一般市民

西普天間基地跡地に予定されている国際医療拠点構想の実現に向けて，
感染症研究と沖縄の健康・医療研究を基盤とした知的・産業クラスター
形成のビジョンを共有した後，参加者はグループに分かれ，観光， ，
起業・アントレプレナーシップ，産学官連携・医工連携等，健康・食等
ヘルスケア，健康・医療政策・クラスター形成を題材とし， 年の
沖縄をメディカル・イノベーション・アイランドに深化させていくための
斬新なアイディアを議論した。

夏休み自由研究イベント
「蚊・ネズミによってかかる世界の
病気を知ろう」

沖縄感染症研究拠点
形成促進事業事務局
（一般社団法人トロピ
カルテクノプラス）
沖縄県，琉球大学，
国際協力機構（ ）
沖縄事務所，青年海外
協力協会（ ）沖
縄事務所，など
＜医学部＞

沖縄県立博物館・美術館
美術館 講座室 小・中・高校生

このイベントは沖縄県の委託事業「沖縄感染症拠点形成促進事業」を受け，
亜熱帯に位置する沖縄で特にリスクの高い動物媒介性の感染症について，
子どもたちに分かりやすく伝えるために開催したものである。

キッズシム

おきなわクリニカル
シミュレーションセン
ター
＜医学部＞

おきなわクリニカル
シミュレーションセ
ンター

県内小学校 ・ 年生 県内の小学生を対象に，医療者体験を通じて，からだの仕組みを学ぶ
機会を提供した。

英語リトミック

エコチル調査 南九州・
沖縄ユニット 琉球大
学（沖縄）サブユニッ
トセンター
＜医学部＞

宮古島市 ゆいみなぁ エコチル調査対象者及び
ご家族、関係者

調査継続に向けた協力者同士、協力者とエコチルスタッフとのコミュニ
ケーション活動（親子参加型の音楽やリトミックを取り入れたレクリエ
ーション）

エコチル まいふかこどもまつり

エコチル調査 南九州・
沖縄ユニット 琉球大学
（沖縄）サブユニット
センター
＜医学部＞

宮古島市中央公民館 エコチル調査対象親子及び
市内在住幼児親子

市民に対するエコチル調査の紹介と宮古島市在住の調査協力者に継続し
てご協力頂くためのコミュニケーション活動として実施した。調査紹介
のほかに童謡コンサート、遊びコーナー、人形劇などを実施した。

英語リトミック＆ハロウィン
パーティー

エコチル調査 南九州・
沖縄ユニット 琉球大学
（沖縄）サブユニット
センター
＜医学部＞

宮古島市 ゆいみなぁ エコチル調査対象者及び
ご家族、関係者

調査継続に向けた協力者同士、協力者とエコチルスタッフとのコミュニ
ケーション活動（親子参加型の音楽やリトミックを取り入れたレクリエー
ション）

臨床検査と健康展
うるま市

沖縄県臨床検査技師会，
日本臨床検査技師会
＜医学部＞

イオン具志川
ショッピングセンター 一般住民

沖縄県臨床検査技師会主催で開催された健康展の中で健康食品相談ブース
にて参加者の検査値から見える健康状態の確認と健康食品に関する相談，
および健康食品利用に関する調査（無記名）をおこなった

英語リトミック＆クリスマス
パーティー

エコチル調査 南九州・
沖縄ユニット 琉球大学
（沖縄）サブユニット
センター
＜医学部＞

宮古島市 下地公民館 エコチル調査対象者及び
ご家族、関係者

調査継続に向けた協力者同士、協力者とエコチルスタッフとのコミュニ
ケーション活動（親子参加型の音楽やリトミックを取り入れたレクリエー
ション）

一般社団法人電気学会
中国電気学会，韓国
電気学会
＜工学部＞

那覇市 自治会館 電気工学の研究者，学生 電気工学に関する国際会議。中国，香港，韓国と持ち回りで毎年開催。

ロボコン 沖縄地区大会 組込みシステム技術協会
＜工学部＞ 地域創生総合研究棟

高校生以上，エンジニア及び
大学生、高専生、専門学生，
一般観覧者

本学教員が技術委員として、参加者への技術指導および大会の運営に
関わった。

沖縄の産業まつり・海洋特別展
海洋ロボット の体験操縦
デモ

沖縄の産業まつり実行
委員会 沖縄産学官連携
推進協議会（局、県、
琉大および工連）
＜工学部＞

県立武道館アリーナ棟 小学生，中学生 沖縄の産業まつりの参加者に対して、研究室製作の海洋ロボット を
操縦させる取り組みを実施した。
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研修会等名 部局名
〈共催等機関〉 実施場所 対象者 活動の概要

 
第 回世界のウチナーンチュ大会 沖縄県

＜工学部＞ セルダーパーク那覇 世界のウチナーンチュ大会
参加者

琉大ブース内にて電気電子工学科と技術部電気電子システム班が共同開発
した三線演奏ロボットの展示演奏を行った

第２回沖縄海洋ロボット
コンペティション

第２回沖縄海洋ロボット
コンペティション実行
委員会、琉球大学地域
連携推進機構 沖縄
県、沖縄職業能力開発
大学校、沖縄高等専門
学校、内閣府沖縄総合
事務局、日本水中ロボ
ネット、沖縄県情報産業
協会、極東建設 株
＜工学部＞

琉球大学、波の上うみ
そら公園、那覇地域
職業訓練センター

大学、高専、短大、企業、
クラブ等によるグループ
または個人

海洋ロボットを３部門（ 部門、 部門、フリースタイル部門）
に分け、それぞれに対して委員会の設定したルールで性能を競わせる。

セキュリティ・ミニキャンプ
沖縄

セキュリティ・ミニキ
ャンプ沖縄実施協議
会、セキュリティ・キ
ャンプ実施協議会、独立
行政法人情報処理推進
機構（ ） 公益社団
法人沖縄県情報産業協会
＜工学部＞

独立行政法人 国際協
力機構 沖縄
国際センター

日本国内に居住する、 年
月 日時点において 歳

以下の大学院生・学生・生徒
セキュリティ・ミニキャンプ沖縄 の企画・運営

津梁まつり 沖縄県
＜工学部電気電子工学科＞ 豊見城市民体育館

小学生、中学生、高校生、
高等専門学校生、大学生、
専門学校生、一般県民、
一般企業

半田ごてをもちいた電子工作教室を実施した。 を用いたデモンスト
レーションを行った。

アグリビジネス創出フェア 農林水産省
＜農学部＞ 東京ビッグサイト 企業および一般市民 沖縄県の気候や環境を活用することで栽培可能な数種の精油作物と採油

して得られた精油サンプルを紹介した。

施設見学の受入
沖縄県立鏡が丘特別支援
学校
＜研究基盤センター＞

極低温施設 鏡が丘特別支援学校中等部
～ 年生、保護者、引率教員

液体窒素 ℃ と液体ヘリウム ℃ を製造する極低温施設の見学、
液体窒素を用いたデモ実験

炭焼き体験 船浦中学校
＜熱帯生物圏研究センター＞ 船浦中学校 船浦中学校生徒 船浦中学校生徒の野外学習補助

研修旅行 ベトナム政府職員
＜熱帯生物圏研究センター＞

熱帯生物圏研究センター
・瀬底研究施設 技術者 施設見学を行い、サンゴ及びサンゴ礁に関する講義を実施した。

秋みつけ 上原小学校
＜熱帯生物圏研究センター＞ 西表研究施設圃場 上原小学校生徒 上原小学校生徒の野外学習補助

研修旅行 ウドンタニラジャパット大学
＜熱帯生物圏研究センター＞

熱帯生物圏研究センター
・瀬底研究施設 研究者 施設見学を行い、サンゴ及びサンゴ礁に関する講義を実施した。

日本 イスラエルワークショップ 日本学術会議
＜熱帯生物圏研究センター＞

熱帯生物圏研究センター
・瀬底研究施設 研究者 日本学術会議主催の日本 イスラエルワークショップ参加者の施設見学

さくらサイエンス 雲南農業大学，浙江大学
＜熱帯生物圏研究センター＞

熱帯生物圏研究センター
・瀬底研究施設 大学生・研究者 施設見学を行い、サンゴ及びサンゴ礁に関する講義を実施した。

第２回
沖縄海洋ロボットコンテスト

第２回沖縄海洋ロボット
コンペティション実行
委員会 琉球大学地域
連携推進機構産学官
連携部門

琉球大学地域創生総合
研究棟波の上うみそら
公園那覇地域職業訓練
センター

企業及び大学院，大学，高専，
短大，専門学校，クラブ等

海洋産業において海洋ロボットも有望分野であり、この分野の研究・教育等
の活性化を目指し「第２回 沖縄海洋ロボットコンペティション」を開催す
る。

医療・福祉・創薬新技術説明会

科学技術振興機構 、
宮崎大学，山口大学，
大分大学，佐賀大学，
鹿児島大学，琉球大学
＜地域連携推進機構
産学官連携部門＞

東京本部別館ホール 公的研究機関
新技術説明会は、発明者自らが企業に対して技術内容を説明することに
より、企業が当該技術をより正確に理解し、技術移転の促進（特許の実施
許諾、共同研究の開始等）に資することを目的として開催

イノベーションジャパン２０１６

国立研究開発法人科学
技術振興機構国立研究
開発法人新エネルギー・
産業技術総合機構
＜地域連携推進機構
産学官連携部門＞

東京ビッグサイト 公的研究機関

イノベーションジャパン２０１６大学見本市とは、全国の大学等の技術
シーズを一堂に集め、企業へ紹介し産学連携の推進、技術移転のきっかけ
となる場を提供することにより、産業活動の活性化を目指す産学連携マ
ッチングイベントである。

Ｂｉｏ Ｊａｐａｎ ２０１６
–

組織委員会，
株式会社 コミュニ
ケーションデザイン
＜地域連携推進機構
産学官連携部門＞

パシフィコ横浜
ライフ・グリーン・機能性
食品・バイオクラスター＆
ベンチャー

ライフ・グリーン・機能性食品・バイオクラスター＆ベンチャーを中心
としたビジネスパートナリングを基軸に、国内外から ヶ国・地域を
超える 社以上の企業等の参加が見込まれており、展示会・セミナー
マッチングシステムを通じてバイオ産業のオープンイノベーションを加速
させることを目的として開催

第 回沖縄の産業まつり

沖縄の産業まつり実行
委員会
＜地域連携推進機構
産学官連携部門＞

奥武山公園･
沖縄県立武道館 一般

沖縄産学官連携推進協議会として沖縄の高等教育機関・公設試験研究機関・
支援機関等と連携し、地域の産学官が結集して出展した。
本学は、「沖縄の未来を創る産学官連携」をテーマに、本学の技術や教育
研究成果をパネル・実物展示で紹介し、科学技術の面白さや楽しさを伝える
ため、小中学生および親子を対象とした子ども体験教室、 操縦体験を
実施した。

第 回 推進合同フォーラム・
ライフサイエンス技術交流会

九州大学 次世代
医療センター九州大学
大学院医学研究院次世代
医療研究開発講座

＜地域連携推進機構
産学官連携部門＞

医学部百年講堂 研究者，企業

日本と海外のトランスレーショナルリサーチの分野における最新の話題や、
我が国の研究インフラが国際的な競争力を持つために必要な課題など、
研究者や企業の方に聴いていただきたい講演プログラム。また、研究者
と企業、シーズとニーズのマッチングを図るためのライフサイエンス技
術交流会を併催。

アグリビジネス創出フェア
農林水産省
＜地域連携推進機構
産学官連携部門＞

東京ビックサイト 産学官連携希望機関
全国の産学の機関が有する、農林水産・食品分野などの最新の研究成果を
展示やプレゼンテーションなどで分かりやすく紹介し、研究機関間や研
究機関と事業者との連携を促す場として開催
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研修会等名 部局名
〈共催等機関〉 実施場所 対象者 活動の概要

 

国際ナノテク
ノロジー総合展・技術会議

実行委員会 ，
株式会社 コミュニ
ケーションデザイン
＜地域連携推進機構
産学官連携部門＞

東京ビックサイト 主に研究開発（基礎・応用）や
製品開発等

有機材料 電子・磁性・金属・無機材料 繊維・窯業 化粧品・医薬品 精密
機器・産業機械 半導体・電子部品 自動車・部品 環境・エネルギー
他，を用いた最新技術や研究成果を展示等で紹介する。

第 回
世界のウチナーンチュ大会
連携イベント・記念シンポジウム
「世界のウチナーンチュ
～しまくとぅば保存継承の現状と
課題～」

沖縄県
＜琉球大学 総合企画
戦略部国際連携推進
課 ，名桜大学，沖縄
県立芸術大学，ハワイ
大学ヒロ校ハワイ語学
部・御冠船歌舞団＞

おきでんふれあいホール
県内大学生・研究者，一般
参加者，世界のウチナーン
チュ大会海外参加者等

沖縄と海外ウチナーンチュ・コミュニティが，しまくとぅばの保存継承
という共通の課題に向けてどのように連携できるか議論することを目的
とする。

チョウの食草植栽

首里城下にチョウを
翔ばそう会 琉球大学、
一般財団法人沖縄美ら島
財団 首里城公園管理
センター
＜施設運営部＞

千原団地及びチブ川周辺

琉球大学職員、翔ばそう会
関連の地域ボランティア、
特定非営利活動法人 チブ川
保存会、中部あじまー会

県民に愛されることを目指したキャンパスづくりは、地域に根ざして発展
してきた本学が取り組むべき重要な社会貢献事業の一つである。そのキ
ャンパスづくりの一環として、｢翔ばそう会｣のご理解とご協力を得て蝶
の繁殖に必要な食草と蜜源植物を植栽し、多くの蝶が舞うキャンパスを
実現するよう地域ボランティア団体も交え植栽を行った。
｢ を目指して｣（学長通信より）

 

５ 国・県・市町村・産業界への委員協力等

部局名 教職員数 委員会等件数

法文学部 名 件

観光産業科学部 名 件

教育学部 名 件

４ 理学部 名 件

５ 医学部 名 件

６ 工学部 名 件

農学部 名 件

８ 法務研究科 名 件

９ 総合情報処理センター 名 件

熱帯生物圏研究センター 名 件

国際沖縄研究所 名 件

地域連携推進機構 名 件

ダイバーシティ推進本部 名 件

総合企画戦略部 名 件

施設運営部 名 件

上原地区キャンパス移転推進室 名 件
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施設等電話番号・所在地
施設等 代表番号 メールアドレス 所在地

大学本部 ０９８ ８９５－ダイヤルイン

〒 沖縄県中頭郡西原町字千原 番地

総合企画戦略部 経営戦略課 ８１０５
研究推進課 ８０１６
地域連携推進課 ８０１９
国際連携推進課 ８１３９

総務部 総務課 ８０１２
人事課 ８０２３

財務部 財務企画課 ８０４４
経理課 ８０５８
外部資金管理室 ８１９２

学生部 教育支援課 ８１２４
学生支援課 ８１２７
入試課 ８１４１
国際教育課 ８１３１

施設運営部 施設企画課 ８０６７
計画整備課 ８０７４
環境整備課 ８０７６

上原地区キャンパス移転推進室 １０８２ 〒 沖縄県中頭郡西原町字上原 番地
広報室 ８１７５

〒 沖縄県中頭郡西原町字千原 番地
基金室 ９０１３
監査室 ８９８４
保健管理センター ８１４４
附属図書館 ８１５３
利用案内等 ８１６６
医学部分館 １０５２ 〒 沖縄県中頭郡西原町字上原 番地

法文学部 ８１８２

〒 沖縄県中頭郡西原町字千原 番地

法務研究科 ８０９１
観光産業科学部 ８９８０
教育学部 ８３１５
附属小学校 ８４５４
附属中学校 ８４６２
附属教育実践総合センター ８３７８
附属発達支援教育実践センター ８４２８

理学部 ８５８６
医学部・医学部附属病院 （０９８）８９５－３３３１

〒 沖縄県中頭郡西原町字上原 番地
総務課 １０１０
経営企画課 １０１８
経営管理課 １０２６
医療支援課 １０４０
学務課 １０３２

工学部 ８５８９

〒 沖縄県中頭郡西原町字千原 番地農学部 ８７３３
亜熱帯フィールド科学教育研究センター
干原フィールド ８７４０
亜熱帯フィールド科学教育研究センター
与那フィールド （０９８０）４１－２２４２ 〒 沖縄県国頭郡国頭村字与那 番地

熱帯生物圏研究センター
〒 沖縄県中頭郡西原町字千原 番地西原研究施設 ８９６５

分子生命科学研究施設 ８９４３
瀬底研究施設 （０９８０）４７－２８８８ 〒 沖縄県国頭郡本部町字瀬底 番地
西表研究施設 （０９８０）８５－６５６０ 〒 沖縄県八重山郡竹富町字上原 番地

地域連携推進機構 ８５９７

〒 沖縄県中頭郡西原町字千原 番地

研究基盤センター
機器分析施設 ８９６７
環境安全施設 ８０６８
施設 ８９５１

化学物質管理室 ８９６４
総合情報処理センター ８９４８
グローバル教育支援機構 ８１２４
アドミッション部門 ８１４１
共通教育運営部門（大学教育センター） ８８４８
授業支援部門 ８８５４
国際教育支援部門（国際教育センター） ８１３１
留学生ユニット ８１３１
外国語ユニット ８８４２
保健管理部門（保健管理センター） ８１２７
キャリア教育支援部門（キャリア教育センター） ８１１８

博物館 風樹館 ８８４１

国際沖縄研究所 ８４７５・８０３６

島嶼防災研究センター ８８２９・８０３６

研究推進機構 ８９３２
亜熱帯島嶼科学超域研究推進機構 ８９３２
ダイバーシティ推進本部 ８０２６
大学評価・ マネジメントセンター ８１０９
戦略室 ８０１４

ハラスメント相談支援センター ８７３２
奥の山荘 （０９８０）４１－８９５２ 〒 沖縄県国頭郡国頭村字奥

編集発行
琉球大学広報室

〒 沖縄県中頭郡西原町字千原 番地
電話（０９８）８９５－８１７５
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